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公共交通機関は、通勤、通学など地域生活にとつて欠かせないものであり、その拡充

がのぞまれています。「しなの鉄道国分新駅駅前整備事業」は、しなの鉄道の利用者の拡

大とその利便性を高めることを期待して計画されました。

上田市・上田市教育委員会では、工事に先立ち平成 12年度に事業地に存在する国分寺

周辺遺跡群の発掘調査を行いました。工事によつて失われてしまう貴重な資料を記録保

存することを目的としたものであります。調査の成果は、上田市の歴史研究の上で新た

な手掛かりとなる資料を提供できるものと確信しております。

今回工事が実施される地点の隣には、皆様も御存知の県下最大の文化遺産である史跡

信濃国分寺跡があります。いまは公園として保存され、歴史を学ぶ場であると同時に憩

いの場となつておりますが、ここまでに至るには、地域住民の皆様と歴史研究者をはじ

めとする多くの方々の文化財保護に対する熱い思いと御尽力がありました。

今回の調査の成果としてここに本書を千J行 し、先輩方から教えられた文化財を大切に

する心を引き継いでいくことをあらためて誓い、後世に伝えてまいりたいと思います。

最後となりましたが、現地調査から整理作業・報告書干J行に至るまで御理解と御協力

並びに御指導をいただきました地域の皆様、調査に参加された皆様、先生方、関係諸機

関に心から敬意と感謝を表する次第であります。

平成 14年 3月

上田市教育委員会教育長  我 妻 忠 夫



例 言

1 本書は、「国分ふれあい 。 (仮称)国分新駅駅前広場整備事業」に伴う長野県上田市国分寺周辺遺跡群

の発掘調査報告書である。

2 調査は、上田市 (上田市教育委員会生涯学習調 が実施し亀

3 現地での調査は、平成 12年 10月 27日 から平成 13年 3月 16日 に現地調査を実施したD整理作業・報

告書作成作業は、平成14年 3月 まで実施し亀

4 遺構の実測は、須齋千恵子、池田育子、塩沢むつきが行つた他、空中写真測量、図化を株式会社写真測

図研究所に委託して行つた。また、遺構実測の基準となる国家座標によるグリンドの杭打ち、基準点等の

設置も同社に委託して実施した。

5 遺物の整理及び報告書の作成作業は、久保田敦子の指示のもとに市村みつ子、井沢光子、大井敬子、

田村雄二、山本万里、丸田由紀子が行つ亀

6 遺構の写真は、久保田、須齋が撮影し亀 航空写真は、 lkl写真測図研究所に委託して撮影した。

7 遺物の写真は、久保田が撮影した。

8 石器石材の鑑定は、甲由三男先生にお願いした。

9 本調査にかかわる資料は上田市教育委員会が保管している。

11 本調査の体制は次のとおりである。

教育長   我妻忠夫

教育次長   内藤政則

蝉 蔽 鰤 峡

文化財係長  細川修

文化財係   平林裕蔵 (平成 13年 3月剛 、中澤徳士、尾見智志 (平成 18年 4月再任)、

塩崎幸夫、久保田敦子、小笠原正 (平成 13年 3月退任)

12 調査に参加・協力していただいた方々 0贋不同・敬称略)

須齋千恵子、名川真由美、村田宜子、横沢生枝、横沢昇、細尾好子、美斎津京子、薮義∵、吉池敦子、

高桑豊治、中島昭吾、佐野和男、中村清春、小林哲二、石巻賢忠、木本昭征、饗場奈那江、石合好江、

田村まり子、市村みつ子、井沢光子、大井敬子、田村雄二、山本万里、丸田由紀子

13 調査にあたり多くの方々や諸機関の御指導と御協力をいただいた。ご芳名を記して感謝の意を表したし屹

地元自治会の皆様、山岸猪久馬先生、児玉卓文先虫 寺内隆夫様、堀田雄二様、田中浩江様、

lMl長野県埋蔵文化財センタ→様、上田染谷丘高等学校同窓会様



凡 例

遺 構

1 遺構は、次のように略号で表した。番号は任意である。

竪穴住居跡 (SB)溝 (SD) ピット (P) 土墳 (SK) 掘立柱建物跡 (ST)

2 遺構の実測図については、次のとおりである。

(1) 国家座標の北を頁の上とした。例外の場合は、方位を示した。

(2)原 図 1/20、 縮小 1/3と したが、ピット、溝については縮尺 1/6、 2/15、 1/9にし亀 ただし、

調査地区全体図、遺構配置図等は任意である。縮尺は、図版に表している。

(3)海 抜高の単位はmである。

3 遺構の記述については次のとおりである。

(1)長 さの単位は、mである。

(2) 力位は国家座標によつた。主に買の上を北とし、そうでない場合は図中に示し亀

(3) 溝、土墳、ピットの深さは、検出面からの深さを示し亀

4 土層の色調は、『新版標準土勧 悧 催閉球瑳省農林水産技術会議事務局監修・財団法人日本色彩研究

所色票監修 1997)を用いた。

5 遺構の写真の縮尺は任意である。

遺 物

1 遺物実測図については、次のとおりである。

(1)原 図 1/1、 篤′ヽま以下の通りである。

上器・石器 1/3

(2)網 点は黒色処理或いは赤色塗彩部分、または陶器断面を示し、黒塗りは須恵器断面を葛 、

2 遺物観察表については、次のとおりである。

(1) 法量の単位1説m、 gである。

(2) 「胎」を胎上、「焼」を焼成、「色」を色調とした。

(3) ( )内 の数値は、土器については推定値、石器・瓦については残存値を示すD

(4) 土器の色調は上記の『新版標準■at制 を用いた

3 遺物の写真の縮尺は任意である。
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第 垂早 調査の経緯

第 1節 調査に至る経緯
本調査の原因となった「しなの鉄道国分新駅駅前整備事為  (「国分ふれあい

。印財小)国分新駅駅前広場整

備事業」)は、公共交通機関の拡充を目的として、しなの鉄道の利用者の拡大とその利便性を高めるために

上田市等によつて計画され亀

その事業予定地が上田市大字目分に所在することから、上田市建設部管理課より埋蔵文化財の有無につい

て上田市教育委員会事務局文化課 (以下、事務局という。なお、平成 12年度に生涯学習課に改組したj)に

問い合わせがあつ亀 予定地は、国分字仁王堂及び浦沖に所在する。事務局で確認したところ、この場所は

文化財保護法における周知の埋蔵文化財包蔵池である「国分寺周辺遺跡群」の範囲内であつたため平成 10

年 9月 29日 に事務局と管理課で埋蔵文化財の保護との調整を図るために協議を行つた。

さらに、平成 H年 5月 17日付 11教文第 141号で長野県教育委員会教育長から上田市教育委員会教育長

あてに平成 12・ 13年度公共事業等に係る埋蔵文化財の保護について、市内実施予定の公共事業■覧表の提

出をするとともに庁内各関係課の事業計画を把握して事業と埋蔵文化財の保護との調整を図るよう依頼が

あつた。これを受けて事務局は、同年 10月 7日に管理課との二者による本事業に係る埋蔵文化財の保護協

議を実施し、その結果を長野県教育委員会教育長に提出した。内容は、用地買収が完了した後の平成 12年

度中に試掘調査を実施し、その結果をみて保護措置を検討するというものである。

事務局は、買収が終了した一部において平成 12年 5月 11、 12日 、6月 19日 の2回にわたつて試掘調査を

実施し、事業地全域に遺跡が存在する可能l■が高いことを確認した (上田市教育委員会 2000『市内醐 )。

この結果により、事務局と管理課は工事着手前に発掘調査を実施して― TLMの記録保存
を図ることとし

た。

平成 12年 5月 17日 、「しなの鉄道 。国分新駅 (卿 建設に関する庁内会議 が行われ、発掘調査の必

要性について各関係課において確認された。、上田市管理課及び事務局は、しなの鉄道株式会社と9月 25、 2

6日 に「発掘調査に係る協議」を実施し、さらに9月 27日 に「線路近接区域の発掘調査の実施について」の

協議を申請し、10月 12日 に承諾された。また、平成 12年 10月 10日付で上田市建設部管理課長より上田市

教育委員会教育長あてに「国分新駅用地の発掘調査に関する確約書」が提出され、発掘調査の早期着手を実

施することとなつ亀

これをうけて、平成 12年 10月 27日 から平成 13年 3月 16日 において現地調査を実施した。調査は、上

田市が上田市土地開X/Ak4■から委託契約を受託して事務局が実施し亀

その後、整理作業を行い、平成 14年 3月 までに報告書を刊行し、調査を終了し亀

なお、駅の名称は平成 13年度に「(仮称)田分締鈍から「信濃国蜘 に決まつ亀

第 2節 調査の方法

1.遺跡名と略記号

周知の埋蔵文化財包蔵地である「国寺分周辺遺跡群」は、複数の遺跡より構成される。『上田市の原始。

古代文イ回 (1977年、上田市教育委員会)で浦沖遺跡、前田遺跡、仁王堂遺跡、明神前遺跡、堀遺跡、西沖
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遺跡と表されたこれらの遺跡は、『上田市文化財分布地図』 (1979年、上田市教育委員会)を作成するにあた

り、‐括して「国分寺周辺魏 と称することとした。

この名称により、国分寺周辺遺跡群 (Koku一 Bunii一 Syuhen)の 頭文字「KBS」 を本遺
跡の略記号として調査に用いた。各種の記録や遺物の注記等にこの記号を使用してある。

2.調査地区の設定

調査区域は、第 2図のとおりである。試掘調査によつて判明した遺跡の範囲で、埋蔵文化財が失われる可

能性のある部分とし亀

なお、本書では南東側の調査地区を南東区、北西側の調査地区を北西区と使宜上呼ぶこととする。

3.グリッドの設定

便宜上、調査地区にグリッドを設定した。これは、1単位の大きさが3m× 3mで、国家座標に拠つた。交

点にはそれぞれ記号名を与えた。記号は、任意の点を0と して、そこから方向を示すために東・西・南。北

にEoW・ S・ Nを、距離を示すために数字を与え、両者の組合せによつて表した。例えイよ 点0から南に

3m、 東に6mの地点は、S3E6と表される。なお、任意の点0の座標値は、第Ⅷ系のY=翌 0100。 0、 X=
41730,0である (第 1図 )。 このグリッドは、遺構の平面実測及び遺物取上げに使つた。

4.遺構測量

遺構の平面実測は、前述のグリッドを基準に1/20の作図を基本として行つたもさらに、ラジヨンヘリ
コプターによる測量用空中写真の撮影と図化作業を (株)写真測図に委託して実施し亀

5。 その他

調査における表上の除去は、主に重機を用いて行い、必要に応じて人力で行つた。遺構の掘り上げはすべ

て人力で行つた。遺物は、表土出土はグリッドごとに、遺構出土は層位と地点を留意して取上げ亀

現地での調査担当及び本書の執筆は、久保田敦子が行つた:第二章第1節は、山岸猪久馬先生に御指導を

いただいた。第二章第2節は、五十嵐幹雄先生、市誌編纂室長川上元に御指導をいただいた

第 3節 調査日誌 (抄 )

10月 27日  重機による表土剥作業を開始する。
11月 8日   ガードフェンスを調査地区周辺に競
11月 24日  遺構掘り上げ作業を開始する。
11月 28日  駅舎建設部分 (■画 の表土剥作業を開始する。児玉卓文先生来訪する。
1月 15日   水道管移設のための掘削作業を行う。
1月 18日   仮設水道管の呪
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1月 26日   雪かき作業を行う。
1月 29日   また雪かき作業を行う。
2月 1日    Ⅱ区の検出作業及び第4号溝跡と第 7号竪穴住居址の掘り上げイ傍絶
2月 16日   第 7号竪穴住居址のセクション図イ狩鬼
2月 26日   作業現場がぬかるんで、調麿困難な日が続く。
3月 9日    現地説明会を実施する。
3月 14日   調査地区内を清掃する。
3月 15日   航空測量を行う。
3月 16日   福綱撒収特羽亀

以後、埋蔵文化財整理室において整理作業を実施し、平成 13年度に本書である調査報告書の刊行を行い、

調査事業を終了した
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第二章 遺跡の環境
第 1 自然的環境

上田市は、上田盆地とその西方に接する塩田盆地を中心に展開している。これらの盆地は、ともに三角形

で、周辺はそれぞれ第二系の基盤に囲まれている。また、両盆地の境界を千曲川が北西に流下している。

今回の調査地である国分寺周辺遺跡群が所在する上田盆地は、北方を底辺とする逆三角形で、一辺はほぼ

10kmである。北方の基盤は太郎山山地で、南面は急峻な斜面で上田盆地に接している。南西方の基盤は小牧

山山地である。東方の高まりは基盤ではなく、第四系の烏帽子岳火山となつている。また、盆地の東縁には

ネ朝IIが南西に流下している。

上田盆地の平坦面および段丘面は、高位から虚空蔵山面、染屋面、上田城面が主なるもので、さらに低位

に千山川及び神川に沿つた段丘面がある。虚空蔵山面から上田城面までは東方に高く、千曲川に向かつて傾

斜し、また、北方の太郎山山地からは南方に傾斜している。従つて、現在の上国盆地は上田城を中心とする

盆状の地形となつている。また、虚空蔵山面、染屋面は西方に傾斜し、上田城面はほとんど水平である。す

なわち、古い面ほど勾配が大きし、 これは古い面ほど上部が上昇したことを示している。

この内、遺跡が位置するのは、千曲川及研 朝||に沿つた段丘面である。千曲川及び神川によつて形成され、

堆積物は砂層を挟む円礫層である。これらは大きく3面に区分され、調査地はその中で最も上位の面にある。

この面は神川沿いをも平行に分布し、虚空蔵山面と染屋面を切つている。このことは神川の形成は染屋面の

形成後の比較的新しい時期であることを示している。また、ネ朝||は上田城面も切つているが、このことが、

即、神川が上田泥流の堆積後に形成されたことを意味していなし、ネ朝||が流れている時期に上田泥流が発生

し、神川を越えて上田盆地に達し、盆地を埋積したが、その後神川が更に上田泥流堆積物を切つて流れて現

在に至つていると考えられる。

上国盆地付近の地質は、基孵の第二系が落ち込み、これを埋めて第四系が堆積したものである。また、第

四紀の烏帽子岳火山の高まりがある (第 3図)。

この付近の第三系は中新世の内村層。別所層・青木層及び鮮新世のノより|1層である。

北方の太郎山山地のものは、大部分は内村層で東部の伊勢山付近には別所層が分布する。黄金沢でよく観

察される。沢の入日付近では緑色凝灰岩と黒色頁岩の互層で、上流では緑色疑灰岩及び緑色化した火山岩を

主とした岩層である。小牧山山地の基盤は青木層及び′Jり |1層で、北西部に青木層が、また南東部に月り|1層が

分布している。青木層は主に礫岩層・砂岩層で泥岩層を挟んでいる。河り|1層は礫岩層・砂岩層・泥岩層の互

層で、白色凝灰岩と亜炭薄層を挟んでいる。泉田山塊を形成する基盤は、主に別所層の黒色頁岩であるが、

このな力Wことン岩の岩脈が貫入している。

上田盆地の地下には別所層及び青木層が分布するものと推定される。

第四系は、虚空蔵山層、染屋層、上田泥流堆積物である。虚空蔵山層は、岩清水、虚空蔵山、太郎山の麓

の尾根を構成して分布する。基盤の礫を含む礫層、烏帽子火山噴出物及びその礫を主とする礫岩層である。

染屋層は、上田市の染屋台の平坦面下を構成する粘土層及び砂礫層の湖賊層で、下部層と上部層に区分され

る。下部層1封翔曙した粘土層及び砂礫層の湖成層で、上田盆地一帯に分布する。上部層は、虚空蔵山層と上

田泥流堆積物の分布地域の間に分布し、礫層を主体とし、砂層を挟んでいる。また、最上部を砂状浮石層が

覆っている。この層は千曲川、烏帽子火山山系から河川によつて運ばれたものと考えられる。上田泥流堆積

物は、上田城面を覆う火山性泥流離積物 (火山学名 :岩屑なだれ)である。千開 ||に沿つて上流に分布する
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調査地区周辺図

調査地区内の図

第 3図  調査地 区及び周辺地形国

-6-



が、広い面を構成するのは上田盆地の中央部に限られている。安山岩の角礫がまばらに火山灰
のマトリック

ス中に存在する。安山岩にはいるいろな種類がある。火山岩体の大崩壊によつて大規模な泥流が発生し、途

中の諸種の火山岩を取り込んだと思われる。

第 2節 跡とその周辺のこれまでの調

「国分寺周辺遺跡群」は、現在の上田市神川地区に展開している。その周辺を含めたこの地域の地形は、

平坦面である上田城面のほん＼千曲川及び神川によつて形成された複数の段丘面によつて構成され、複雑な

様相を呈している。そのような環境の中で、この地域には
「国分寺周辺遺跡群」の他にも上田・小県地方屈

指の大遺跡と呼ばれる幾つかの遺跡が存在する。当地が奈良時代から平安時代にかけて信濃の中心的な役割

を果たす地域に発展した基盤は、これらの遺跡が大きく係わつていたものと考えられる。

「国分寺周辺遺跡群」は千曲川の形成した河津段丘面に立地し、上田城面よリーつ及び二つ下位の平坦面

に所在している。この「国分寺周辺遺跡群」の耳Llこ隣接して、
「国分遺跡群」がある。「国柳 は、遺

跡群を構成する遺跡のうち信濃国分寺瓦窯址を除けば、上田城面に立地している。
「国分遺跡群」と「国分

寺周辺遺跡群」の範囲にまたがつて、目指定史跡の「信濃国分勒 がある。僧寺と尼寺は、上田城面より

下位の千曲川形成の河岸段丘面上に立地しているが、史跡範囲は、南西側は同じ面の河岸段丘崖上まで、北

側は上位上田城面の現国分寺の所在地まで、東は上田城面にある国分人幡神社までとされている。また、
「国

分週跡群」と同じ上田城面には、北西に隣接して「常入遺跡群」がある。その他、
「国分遺跡群」の北方、

一つ品位の染屋面には、「染屋台条里水田動 がある (第 4図、第 1表)。

1。 信濃国分寺跡

奈良時代に建立された伝濃国分寺跡推定地の研究は、明治から大正時代になると小山真夫、重田定一、藤

沢直枝らの研究によつて現目分寺の位置ではなく、その南側段丘下の水田地帯に所在するという説が一般的

になる。仁王堂地籍には、古くから一段高い部分が残っており、大きな礎石群が存在していた。この一帯に

創建信濃国分寺が埋没していると想定され、R夢日5年にはその部分が文部省指定史跡となる。

戦後、付近の開発が急速に進み、遺跡の成壊が懸念されるようになつた。昭和 36年発掘調査を国庫補助

事業で申請したが、補助金が得られず実施に至らなかった。同年、上田小県詰刊行会、信州社会科研究会上

小支部、人日堂復興会等の団体が県議会、県教育委員会、県知事に対し陳情を行つた。
「重要な遺跡が住宅、

商店、工場等の建設により調査の機会を失い、わが国史学生の損失はもとより本県文化の歴史的あるいは考

古学的究明に大損失であり、悔いを百年後にのこす結果となることを恐れるので、その遺跡の性格上から県

事業として、貴重な埋蔵文化財である信濃国分寺跡の発掘調査を実施して欲しい」といつた内容のものであ

つ亀

昭和 38年に国庫補助と県費補助を得て第1次緊急発掘調査が行われた。一方、土地所有者等は信濃国分

寺跡緊急発掘調査及び史跡指定反対同盟会を発足し、調査にあたつての要望事項 11項目を提出した。しか

し、昭和■年に第2次緊急発掘調査、昭和42年に第3次緊急発掘調査が行われるなかで地域住民の関心は

高まり、積極的な協力を得て史跡公園計画の構想が生まれ危 さらに昭和 43年には史跡の追加指定が行わ

れた

その後、昭和43年から46年まで       の事前調査としての発掘調査を4回実施した。全部で
7回にわたる調査の結果、伽藍の全貌と多くの出土資料を提供した。更にその所在がいくつか推定されてい

た尼謝跡についても、候補地の一つとなつていた僧寺跡の西側約 200mに あたる明神前地籍からその遺構を
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発見した (第 4図⑥)。

第1次緊急発掘調査では、金堂と推定されていた「仁王門碗 という場所を調査し、僧寺講勘跡であること

が解明され亀 さらにその南側に金堂跡が発見され、軒丸瓦、軒平瓦、素文の鬼瓦、鉄釘、須恵器、土師器

が出上した。一方、塔跡、中門跡、南大門跡、廻廊跡、僧坊跡の推定地を試掘したが、結論を出すには至ら

なかつたQ
第2次緊急発掘調査では、尼寺の推定地となつていた道場から明神前地籍を調査し尼寺金堂跡の雨落溝が

三方で検出された。多量の瓦類、鉄釘、古銭や円面硯等が発見されたG
第3次緊急発掘調査では、中門と講堂を結ぶ廻廊跡が発見された。尼寺では、金堂跡の再確認と講堂、東

門跡や四至の調査が行われた。瓦窯跡の調査も行われたG
第1次整備発掘調査 (通称第4次調査)では、僧寺講堂の内部と北側雨落溝の確認などが行われ、特徴あ

る講堂跡の解明がなされたG
第2次整備発掘調査 (通称第5次調査)では、尼寺金堂跡を中心にこれまで確認できなかつた個所を究明

するための調査が行われた。金堂跡内部、講堂跡、中門跡、廻廊跡、尼坊跡、司LF]跡等の調査が行われたQ
第3次整備発掘調査 (通称第6次調査)では、僧寺金堂跡内部の規模が明ら力引こなり、塔跡、僧坊跡が確

認されたQ
第4次整備発掘調査 (通称第 7次調査)では、僧寺中門跡と廻廊、金堂南隅の雨落溝、尼寺跡の尼坊、経

蔵等の遺構が確認されたC
これらの調査は、信濃の古代史解明に大きな役割を果たしたことは言うまでもなく、調査後の今日でも瓦

や土器等の出土遺物、伽藍配置、寺の存続時期、さらには伽藍地周辺の遺跡、国府または条里的遺構との関

係などについてあらゆる角度から活発な論議がなされている。

なお、その後も、史跡指定地内において現状変更申請や幻跡整備による事前調査が実施されたが、これに

ついては国分寺周辺遺跡群の仁王堂遺跡及び明神前遺跡の部分でまとめて述べたいと思う。

2。 国勘

「国分遺跡群」は、上沢沖遺跡、古城遺跡、堂浦遺跡、屋敷遺跡、堂西遺跡、信濃国分寺爛 働ちなる

遺跡群である。今回の調査地は国分遺跡群中の堂浦遺跡に所在する。

国分人幡神社東方に広がる上沢沖遺跡は、弥仰割帷 期の箱清水土器、古墳時代後期以降の土師器及び須

恵器が豊富に採集されている。

屋敷遺跡は現国分寺の西方にあたる国分集落内に広がり襴 朝帷 期以降の上師器や須恵器が採集され、

堂浦遺跡同様に重要な遺跡と考えられる。平成 12年に国分寺境内において参詣社休翫 設を建設するとし

て、史跡指定地内の現状変更申請により事前調査が実施された。遺構は、掘立柱建物を高成すると思われる

ピット群が検出され、遺物は、古瓦、土師器、須恵器とともに上師質土器や陶器、磁器が出上し、現目分寺

力塘lleされてから現代に至るまで断続的に建物が存在したことが分つたQ
堂浦遺跡は現国分寺の北方に位置し、昭和 52に刊行された年上田市教育委員会『上田市の原始・古代文

イロ によると、再建国分寺跡の伽藍の一部と推定される礎石群が水田地帯から確認されている。その東方の

微高地からは詢師器、須恵器及び施釉陶器が濃密に分布していることが確認されている。

平成9年度、市遡 |1辺町目分線建設用地の遺構の有無を確認するために、現回分寺北西の堂西地籍から堂

浦地籍においてトレンチ調査を行つた⑫を続いて平成 H年度、現国分寺北西から北東においてトレンチ調
査を3国にわたつて行つた。ピット、溝跡及び道路状遺構と土師器、報 灰釉陶器、瓦等が検出された。

また、道路状遺構は南側にまで伸びていることが確認された 蜘 この結果により、平成9年度と平成
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Nc 査調 名 調 査 日 場所 (小学名) 考備 参 考 文 献

1

申川浦沖遺跡発掘調査
'24.1

甫沖 饂文時代の竪穴住居址と中期・後期の

上器、石斧、石皿、石棒ほか
二十嵐幹雄 1985「浦沖遺跡と遺物覚書
体」『上小考古』19、 人幡―郎 1949「信
R小県郡沖浦造跡の発見」『人文学舎
lRl l

E寺推定地現地調査 直場 (名所 「二

子のどうJ)
曽寺と同じ宇瓦 葺下真澄 1963「国分尼寺趾考」『信

農』15-11
E寺推定地現地調査 直場から明神前

蜀辺

代葉複弁連華文鐙瓦 蕉信史学会編集部 1982「大発掘をもたら
した古瓦」『千曲』33、 黒坂周平 1980・
国分寺創建」『上四小県誌』第一巻歴
史編上 (二)古代中世、ほか

4

階掘調査(店舗改築工

事立会い)
萱場 989(名所
「正明寺」又は

と丘尼井戸西 )

に 葉素弁蓮華文鐙瓦、青磁碗、天目

に碗など (瓦、土師器、須恵器、青
滋、白磁)

可下要置1963f目分尼寺趾考」 r信
農』15-11

直場廃寺趾発掘調査 ,38.8 直場 1003(名 所
「比丘尼井
雪J)

トレンチ調査 石積み、河原石の配列
電、土師、須恵、陶器、青磁、古銭、
まか

可下真置 1963「国分尼寺趾考」『信
農』15-11、 染谷丘高等学校歴史斑
965「上国市国分道場廃寺趾の調査」

『あづまや』2
第1次緊急発鵜調査

'38.3
二王堂 曽予語堂垂垣、金堂跡雨落澪 鐙瓦、

書瓦、鬼瓦、鉄釘、須恵、土師

上国市教育委員会 1974『倍濃国分寺―

体編―』、ほか

7

第2次緊急発掘調査
'41.3 =玉

堂 道場
月神前

智寺伽藍地、尼寺金堂跡の雨落溝

匡、鉄釘、古銭、円面硯

上田市教育委員会 1974『信濃目分寺一

Ⅲ編―』、上国市教育委員会 1966『信
R国分寺跡第二次緊急発掘調査概報』
よか

8

窮3次緊急発掘調査
'42,3

二王堂、明神前 曽寺中門と語堂を結ぷ廻廊、瓦窯跡、
E寺金堂及び講堂、尼寺束門及び四至

L田市教育委員会 1974『信濃国分寺―

卜編一』、上田市教育委員会 1967『信
民国分寺跡第二次緊急発掘綱査概報』
まか

9
痛1次整備発掘調査
(通称 4次調査)

143,11 王生 曽寺講童内部及び北側雨落溝 と口市教育委員会 1974『信濃目分寺―

卜編―』、ほか
窮2次整備発掘調査
(通称 5次調査)

144.8,9,11～ 1と 月神前 已寺金堂内部及び講堂、中円、廻廓、
己坊、 」ヒF日

L田市教育委員会 1974『信濃国分寺―

卜編―』、ほか
落3次整備発掘調査
(通称 6次調査)

+45.11～ 12 王 堂 胃〒 盆
=朋 `友

び る 、 1冒万 L田市教育委員会 1974『信濃国分寺―

卜編―』、ほか
窮4次整備発掘調査
(通称 7次調査)

+46.7～8 王堂、明神前 曽寺中門及び廻廊、金堂爾西隅の雨落

降、尼寺の尼坊及び経蔵

L田市教育委員会 1974『倍濃国分寺一

ド縞―』、ほか

月神前遺跡発掘調査 月神前 代葉複弁連華文・ほか鐙瓦、竪穴式建

勿跡 9軒、カマ ド7基、タタラ跡 須
鯨器、土師器、瓦、墨書土器、灰釉、
同口、鉄滓、釘、鯨、鎌、ほか

上田市教育委員会 1974r信晨国分寺―

Ⅲ福―』、上田市教育委員会 1971『史

琳信濃国分寺跡及び堂西遺跡調査報告
いJ

蜀沖遺跡 A・ BoC,D地区
階堀調査

軍沖 睡穴式建物跡 3軒、弥生土器、土師
碍、須恵器、灰釉擁、人骨

上国市教育委員会 1974『信濃目分寺―

■編―』、上田市教育委員会 1971『史
弥信濃国分寺跡及び堂西造跡調査報告
い』

k野遺跡発掘調査 ,41.8」 18ヽ20 二王堂 1182～

188

トレンチ調査 建造物の遺跡と思われ
る配石群 土師器、瓦

二十嵐幹雄 1971「長野県上田市国分水
野遺跡」『考古学年報』19、 ほか

用憚Rll重5死瓢調査
1史跡現状変更による(

併前嗣査)

i51.12.20～

,2.1.18

月神前 主居址 (カ マ ド跡) 瓦、釘、土師
欅、須恵器

11上元。林和男 1981「明神前遺跡と信
農国分寺」『千曲』31

t跡信濃国分寺跡 (史
ホ現状変更申請による

盛急発協調査)

,63.4.4～ 5.19 月神前 主居址 2軒、ビット、灘 (平安時代後
件～中世)上器、瓦、石製鋸

上国市教育委員会 1989『史跡信濃回分
手跡』

に睡納幹瀑代番HB遁頗
こ係る国分寺周辺遺跡
畔の事前調査

13.12.5,6 屈東沖 1509-1

!508-1 1508-2

t491 1482-1

485 1456 1483

トレンチ調査 10本 Tr-23A2条の溝、
「r-23B l条の溝、Tr-30上師器出土

上国市教育委員会 1992「市内遺跡』

建跡現状変更による信
農国分寺跡の事前預査

14.9.9 王堂 ■15-8 トレンチ調査 遺構無し L田市教育委員会 1993『市内遺跡Ⅱ』

菫跡現状変更による信

R回分寺跡の事前調査

14.9。 H
iS.2.11

屈東沖 1203

512-6 1512-7

トレンチ調査 造構無し と田市教育委員会 1993『市内造跡狂』

所幹線及び仮称下堀パ

イパス建PRに係る国分

手周辺遺跡群事前調査

15。 12.20～ 21 百沖 トレンチ8本、高い密度で遺構、遺物
)i確認

上国市敦百委員会 1994「市内遺跡Ⅲ』

に置前碑漂理顧Xlと財
階掘調査 (国分寺周辺

世跡辞)

15.12.20,21

16.9.～ H7.1.3]

〕.1～9.29

百沖 療生～平安等 206軒 建物、土坑、溝
よか

i財)長野県埋蔵文化財センター1998

『北陸新幹線埋蔵文化財発掘調査報告
いJ2

t跡現状変更による信
R国分寺跡の事前調査

16.9.16 日東沖 1515-2 トレンチ 2本 遺構は存在しなかつた ヒ田市教育委員会 1995『市内遺跡ⅣJ
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L田市立第一中学校建

没に係る染屋台条里水

ヨ跡造跡の事前調査

〔6. ll.7,8, 10,

1

子城 。上沖 。大

尺

トレンチ調査 15本  Trol,04,07,■ より

監構 (住居址、溝、土坑等)遺物 (土
師など)

L田市教育委員会 1995『市内遺跡Ⅳ』

L田市立第一中学校建

没に係る染屋台条里水

ヨ跡造跡の事前調査

18.2.15,16 ゴ城・上 vIP'大

尺

トレンチ調査 10本 住居址、と・ット 上田市教育委員会 1996『市内遺跡V』

走跡現状変更による信

農国分寺跡の事前調査

17. 10,9 王堂 1198-2 トレンチ調査 4本 Tr-1～3から奈良、
子安、古墳時代の遺構、遺物

上国市教育委員会 1996『市内遺跡V』

足跡現状変更による信

豊国分寺跡の事前調査

17.12.4 王堂 1200-8 トレンチ 2本 奈良、平安の遺物・遺
苺

L田市教育委員会 1996『市内遺跡V』

争城遺跡発掘調査 (上
目市立第一中学校建設
こ係る)

18.4.3～5.31 L沖 世構 (住居址 7軒、ピット、土坑)
監物 (九葉単弁蓮華文軒丸瓦、土師

器、灰釉陶器、瓦など)

L田市教育委員会 1997『古城遺跡』

目分産業団地造成工事
こ係る上沖遺跡の事前

周査

〔9.2.24～ 27 L沖 トレンチ調査24本  Tr-18～24から土

廣、ピット、溝状遺構、竪穴住居址

L田市教育委員会 1997『市内造跡Ⅵ』

L沖 (大沢)遺跡発掘
周査 (国分産業団地造

虎工事に伴なう)

〔9.4.21～ 7.8 L沖 子墳中期、平安前期、平安終末期の集

客跡及び墓跡 竪穴住居址 3、 掘立柱
蓋物 12、 ピット、土坑、溝ほか、遺物

ま土師器、灰釉陶器、青磁など

L田市教育委員会 1998『上沖(大沢)遺

亦』

]分遺跡群発掘調査

(市道川辺町国分線建

囲こ伴なう)

[9～Hll 垂浦 屈立柱建物跡、土坑、溝など 上師
器、須恵器、灰釉陶器、緑釉陶器、青

滋、瓦、鋳型など

様書で報告

言道川辺町国分線建設
こ係る国分遺跡群の事

商調査

10。 1.26,27 と西 堂浦 トレンチ 4本のうちTr-01か ら上師器
と-04よ り遺構、土師器、須恵器、灰
髄陶器

と田市教育委員会 1998『市内遺跡』

時同住宅建設に係る国

を寺周辺造跡群の事前
踊杏

110.3.20

2.22

秘東沖 1474-21コ

うヽ

トレンチ調査 3本 遺構無し 遺物 Tr―
)1,2よ り上師、須恵少量

L田市教育委員会 1999『市内遺跡』

,道川辺町国分繰建設
こ係る国分遺跡群の事

苛調査

[106.4 圭西 堂浦 トレンチ調査 3本  Tr― o5よ り須恵器
中、遺構無し

L田市教育委員会 1999『市内造跡』

梅道川辺町国分線建設
こ係る国分遺跡群の事

れ調査 I

111.4.21 垂浦 トレンチ調査 4本 Tr-8,9,Hよ り掘
立柱建物、溝及び奈良、平安の上師

器、須恵器

L田市教育委員会 2000『市内遺跡』

,道川辺町国分線建設
こ係る国分遺跡群の事

れ調査Ⅱ

11.7.17 圭浦 トレンチ調査 2本 澪出土 L田市教育委員会 2000『市内造跡』

市道川辺町回分線建設
こ係る国分遺跡群の事

茄調査Ⅲ

111.7.6 垂浦 古城 トレンチ調査 4本  Tr-13,14よ り溝、
賽良・平安時代の上師器、須恵器、

電、Tr-15よ り上師器、須恵器、灰釉陶
畢

L田市教育委員会2000『市内遺跡』

上田市立神川小学校屋

内運動場改築工事に係

る国分寺周辺遺跡群の

事前調査

11.11.8 畑賀川原 トレンチ調査 4本 遺構、遺物無し L田市教育委員会2000『市内遺跡』

寒同住宅建設に係る常

入遺跡群の事前調査

且2,4.3 入保 口 トレンチ調査 3本 Tr―o3から溝状遺
韓

L田市教育委員会 2001『市内遺跡』

目分ふれあい 。(仮称)

目分新駅駅前広場整備

算業に係る国分寺周辺

置跡群の事前調査

112.5.11,12

う.19

二王堂 浦沖
245-1ほか

トレンチ調査 6本 造構、遺物出土
(縄文・奈良・平安)

上田市教育委員会 2001『市内遺跡』

足跡現状変更による史

亦信濃国分寺 (国分遺

亦群)事前調査

112.7.318.7

).1

二五堂 。屋敷
027(現国分寺
竜内)

監構 (ピ ット群)遺 物 (上師器、須
誤器、陶磁器、瓦など)

上国市教育委員会 2001『市内遺跡』

t跡現状変更による史

亦信濃国分寺 (国分寺

司辺遺跡群)の事前調
箋

112.10,2,11 月神前 1845-1

846-2

847-2

Ё構 (住居址、ピット、上坑) 遺物
(墨書土器、須恵、土師、灰釉、瓦な

ど)

上国市教育委員会 2001『市内遺跡』

ヨ分寺周辺遺跡群発掘

用査 (国分ふれあい 。

反称国分新駅駅前広場

整備事業に伴う)

12.10.27～

13.3.15

工堂 浦沖 監構 (住居址、ピット、土坑、溝 )
置物 (土師、須恵、灰釉、縄文、弥

生、瓦など)

平成 13年度報告

足跡保存整備による信

農国分寺跡の事前調査

12.12ヤ■13.2 二三堂 韮物遺構の可能性がある扁平な石を敷
ィヽた遺構

第 1表  国分遺跡群とその周辺遺跡一覧表
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H年度に発掘調査を行つ亀
古城遺跡は現国分寺東北方にあり、染屋面段丘崖下から古墳時代後期以降の上師器が採集されている。19

97年には上国市立第一中学校建設工事に伴つてその段丘上が発掘調査され亀 これについては染屋台条里水

田跡遺跡の部分で後述する。

堂西遺跡は、現国分寺の北西の方に存在する。ここからは縄文時代の石棒、弥生時代後期の箱清水土器、

古墳時代後期以降の上師器、須恵器などが採集されているが、すべてが、連続した遺跡とされるか今のとこ

ろ明確ではなし屯平成9年度、市道川辺町口分線建設用地の遺構の有無を確認するために、現目分寺北西の

堂西地籍から堂浦地籍においてトレンチ調査を行った。 4本のトレンチの内、1本から、土師器片が1点と

別のトレンチ 1本から遺構と山師器、須恵器、灰釉陶器が出上した。つづいて翌 10年度、その西側につい

て遺跡の有無を確認するためにトレンチが入れられたが、他所からの流れ込みと思われる少量の遺物が検出

されたQ
信濃回分寺瓦窯跡は昭和 42年、尼寺金堂跡北東 200mの地煮の国道 18号線北側で上田城面の崖下から2

基並列して検出された。整地作業中に偶然発見されたものであるが、工事が中止され国分寺調査の一環とし

て学術的な調査を行うことになった。瓦などを使つて構築したロストル式平窯で、平安時代初期の国分寺の

補修用瓦を焼いた窯跡と考えられる。

3.国分寺周辺遺跡群
「国分寺周辺遺跡群」は、浦沖遺跡、前田遺跡、堀東沖遺跡、仁I堂遺跡、明神前遺跡、堀遺跡、西沖遺

跡、道場廃寺遺跡等からなる。

浦沖遺跡は、史跡信濃国分寺跡東方に隣接し、縄文時代中期から後期の上器や石器、弥と時代後期の箱清

水式上器及び、古墳時代後期以降の上師器と須恵器の破片が豊富に採集されている。昭和 24年に人幡―郎
の指導のもとに上小地方における戦後最初の考古学的調査が行われている。「浦沖遺跡と遺物覚書」(五十

嵐幹雄 1985『上小考古』19及び人幡―郎 1949「信濃小県郡沖浦遺跡の発見」『人文学制 1)によると、

国道 18号線の神川橋のすぐ西側で国道を開通させるために崖の傾斜面を切り取る工事をしている際に遺物

等が発見されたものである。縄支時代の竪穴住居址と中期から後期の土器、石斧、石皿、石棒等が検出され

Q。
平成 12年、しなの鉄道の大屋・上田間に新駅が建設されることが計画され、試掘調査を実施した①をそ

の結果、遺構と縄皮土器、弥生土器、迫師器、灰釉陶器等が検出されたため、同年発掘調査が行われた④。

前田遺跡からは、縄皮時代中期の上器片が採集されている。平成 10年、堀東沖地籍と前田地籍の境界付

近の旧道沿いにおいて共同住宅建設が予定され、事前に試掘調査を実施した。少量の遺物が出土したが、他

所からの流れ込みと判断されたG平 成 11年、この遺跡に隣接する加剣 |1原地籍において、ネ朝l1/1幾
内運動場改築工事予定され、事前に試掘調査を実施したが、この地点には遺跡が広がっていないことが確認

されたQ
堀東沖遺跡は、平成3年に北陸新幹線代替地造成が予定され、遺跡確認のため試掘調査が行われ亀 10本

のトレンチのうち、旧道沿いの2本から1条もしくは2条の溝跡が確認され、その他の1本から僅かな土師

器が出上したCL平成4年、僧寺南大門推定地の南側の段丘傾斜地付近を個人住宅建設のため、史跡現状変
更により事前にトレンチによる試掘調査を行つたが、遺構・遺物は確認されなかったQ平 成6年、尼寺南
大門推定地の東側の段丘斜面付近を個人住宅建設のため史跡現状変更により、事前にトレンチによる試掘調

査を行つたが、遺構・遺物は確認されなかったC
仁工堂遺跡は創建信濃国分寺跡内とその東南方に続き、国分寺跡の年代考証に欠くことができない重要な
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遺跡と考えられている。この遺跡からは、弥生時代後期からi醇却朝代前期の土器、榊 詔く、奈良時代、平

安時代の土器等も豊富に出上している。ここを中心に昭和38年から46年にわたる調査が行われ、伽藍の全

貌と多くの出土資料を提供し亀

昭和41年、国分神社の東南の段丘下で国道 18号線に沿つた地点が上田小県誌干J行会によつて発掘調査が

行われ、建物の基盤に関係のあると思われる長方形の配石群が2基と少量の布目瓦と土師器等が検出された。

この調査は「水鞠 と称されて五十嵐静雄によつて報告されているQ
平成4年、現国分寺参道の西側段丘下の地点を個人住宅建設のため、史跡現状変更により、事前に4本の

トレンチ調査を行つたが、遺構・遺物は確認されなかつた⑩。

平成7年、僧寺南大門推定地の南東の段丘付近を個人住宅建設のため、史跡現状変更により、事前に試掘

調査が実施され亀 3本のトレンチから、遺構と古墳時代、奈良。平安時代の遺物が検出された。これらは保

護協議の結果、現状保存されたG
さらに同年、その場所から43mほど北東の地点も個人住宅建設のための史跡現状変更により試掘調査を行

い、遺構と奈良・平安時代の遺物が多数出上した。これらは保護協議の結果、現状保存されたC
平成 12年、しなの鉄道の大屋・上田間に新駅が建設されることが計画され、事前の調査を実施した。そ

の結果、遺構と土師器、須恵器等が検出されたため、同年発掘調査が行われた∞

同年、剣跡保存環境整備の事前調査として国道 18号線の北側と南側の用地買収地を調査した。この場所

は、前述した国分寺発掘調査の結果によつて僧寺跡の北集地塀と東築地塀が想定されている地域である。そ

の想定ライン上に3× 3mのグリッド列を直行するように設定して築地遺構の確認を行つたが、いずれのグリ

ンドにおいても集地塀の存在を思わせる版築や土塀の崩れた痕跡は検出されず、板塀や堀の跡についても確

認できなかつ亀 北側地区の南端のグリッドにおいて、扁平な石を敷いた遺構が確認された。この遺構の所

属時代|ま今のところ判然としていなし、その形態から国分寺に伴う建物遺構の可能性があるが、この遺構の

主軸方向は僧寺主軸方向よりやや西に振れており、時期的な差異が想起されているQ
明神前遺跡は、信濃国分尼寺とその西方に隣接する遺跡であり、大正 14年の旧上田・丸子電鉄の施設工事

によつて大規模に破壊され亀

昭和46年の信越線の複線化に伴う発掘調査が行われ、『史跡信濃国分寺跡及び堂西遺跡調査報告書』とし

て刊行された後、『信濃国分寺一本編―』においては、堂西遺跡D地区は「明神前劇殉 として紹介されてい

る。遺構は重複する9基の方形の竪穴遺構や創建国分寺の平瓦等をカマドに用いた遺構が発見されて、国分

寺との関わりが論じられた。遺物は、国分寺創建期の人葉複弁蓮華文などの軒丸瓦、平瓦、土師ふ 灰納陶

器のほか多数の墨書土器が出上した。これらの遺構は土器の様相より平安時代のものとされた。また、鍛冶

工房跡や羽日、鉄滓などの出土から国分寺営繕施設の修理院の可能性もあるとされている (上田市立信濃国

分寺資料館 1995「 Ⅱ信濃国分寺の関鋤    『東国の国分寺』)。 墨書土器の解釈として、臨部麹について平

成 12寄千J行の『上田市誌』歴史編 (3)では講師院の略称と考えられ講師の居場所を示す墨書とみているQ
更に昭和 51年、尼寺金堂跡の西方約 70mの地点で個人住宅新築工事が予定され、史跡現状変更が申請さ

れた。事前に発掘調査が実施され、「明神前遺跡と信濃国分寺」011上元・林和男 1981『千曲』31)に報告さ

れた。国分寺創建期の平瓦をカマドに用いた竪穴住居址が検出された。遺物の様相から8世紀中頃のものと

考えられ、国分寺造営に携わった人々の住居址であろうと推定されたQ
昭和 63年、史跡公園の南西隅に隣接する地点が、個人住宅新集による史跡指定地内における現状変更に

伴って発掘調査された 平安時代後期の竪穴住居址 2軒と上師器、須恵器、緑釉陶器、灰和陶器、鉄釘、鉄

滓などが確認された この場所は尼寺の西限と推定される地点にあたつていたが、築地塀跡の痕跡図階認で

きなかったC
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平成 12年、lgJI眸44■と尼寺の西側築地塀推定地の中間にあたる地点1こおいて、個人住宅建設により史跡

指定地内の現状変更申請による事前の発掘調査を実施した。調査は遺跡保護のため現状保存を目的としたた

め、詳細は不明であるが古墳時代から平安時代に力Чすてのものと思われる竪穴住居址 5軒と土坑及びピット

が検出された。遺物は墨書土器が7点出土したほか、古瓦や山師器、須恵器、灰釉陶略(鉄滓が出土した②。

明神前遺跡の南方にあたる堀遺跡からは、弥生時代後期の箱清水式止器の破片等が出上している。

その西側の西沖遺跡は、日訴日46年に信越線 (現しなの鉄道)の複線化に伴う発掘調査が行われ、『史跡信

濃国分寺跡及び堂西遺跡調査報告書』として刊行された後、同覇調 においては、堂西遺跡A・ B・ C・ E
地区を「西沖遺跡A・ B・ C・ D」 として紹介している。平安時代の住居址とその内部から、ほぼ完全な人骨

が出上している。その他、少量の弥生時代後期の箱清水式上器と土師器、須恵器及び施釉陶器等の豊富な遺

物を出上しているCを 更に、平成5年に北陸新幹線及び市適踏入大屋線建設工事のため、僧寺と尼寺の西方

で一段低い段丘面において試掘調査が行われた②。翌、平成 6年度と7年度に 側D長野県埋蔵文化財セン
ターによって発掘調査が行われ『北陸新幹線埋蔵文化財発掘調査報告書 2』 に報告された。その結果、206

軒にも及ぶ弥生時代後期、古墳時代前。中。後期、奈良時代、平安時代等の竪穴住居址をはじめとする遺構、

遺物を検出し、この地域における各時代に関する膨大な量の資料を提供した。特に、古墳時代中期・後期に

属する遺構密度は最も高く、安定した生活域として占地していたことがわかつた。また、奈良時代から平安

時代イこついては、国分寺の建立や運営される時期と集落の変容を合わせてみると、国分寺が建立される段階

とされる8世紀後半は住居が極端に増加して、新たな集落が構成されていること、さらに国分寺が完成し管

理運営され始める9世紀代にはその数が激減していることが明かとなつた。このような集落の変容ぶりは、

とくに信濃国分寺の建立という大工事に携わる人々の動向に関わる可能性が考えられ、そしてまた9世紀以

降の遺構の希薄さは、当地が国分寺の運営施設のある「付属院地 にはあたらず、聯刷 と「付属院地」

の周辺で栄えた集落「寺地」とする範囲からからも外れている力＼「寺地」としてもその中心から離れてい

るものと考えられることが明力斗こなつた②。

現国分寺の西側に広がる道場廃寺跡遺跡は、昭和 30年代後半の調査等により中世寺院址であることが明

らかとなった。それ以前までは、この遺跡が所在する道場地域は丸子町大狭説と並んで信濃国分尼寺跡の推

定地の一つとして考えられていた。しかし、地名や伝承を拠りどころとしているのみであり、地域のどこと

位置づけされる段階ではなかった。文献では、承応4年 (1655)の「国分寺村田畑貫高向 に「正明詢 「勝妙
寺」などの記載がある。また、明治 14年編集の「国分村和 には、古跡の項に「村の西の方にあり。里俗

伝は往古国分尼寺の跡と云う。今地名を正明寺と云う。古井あり之を尼井と云う。」とある。

昭和19年、山浦政を中心とした調査により、山越家文書の享保年間のものと推定されている文書に、「二

寺之蜘 という地賂がありその畑から輪のある石が出たという内容の記載があることが発見された (黒坂周

平 1980「国分寺創建」『上田小県誌』第
二巻歴史編上 (二)古代中世)。 先に述べた貫高帳にも「二寺のどう」

などの地賂が記載されている。こうした文献にある三寺のどうや二寺之堂は「尼寺の堂」を意味していると

推定され、輪のある石は礎石であろうと考え亀

昭和26年に上田。小県詰編纂会が現地調査を行い、この地籍から「信濃国分寺僧寺跡と同じ人葉複弁達華

文の鐙瓦」、「僧寺と同じ宇励 を採集し、道場説に有力な手がかりを得たと考えられた (東信史学会儒第部 1

982「大発掘をもたらした古殉『千曲』33)、 値下真澄 1963「国分尼寺趾考」『信濃』15-11)②aさ らに、
明治時代の「本貫畑方番付帳」や土地台帳等と照合することにより「二寺のどう」と呼ばれる範囲の~部が
道場地籍の畑に当たることが明らかとなった (宮下 1963)。

昭和30年代に入り、急速な開発により新たな資料力功日わり、昭和 38年、宮下はこれまでの研究の成果を

整理し、道場地籍から明神前地籍あたりに注目した。その中で尼寺の創建当初の寺地として最も有力である
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のは、明神前の濃厚な古瓦の出土地としている。道場地籍は文献記載の地賂をもとに名所
「二寺のどう」、

名所「正明寺」、「比丘尼井戸」地域の3ケ所に細かく分けて以下のように考察している。

昭和 36年に「正明寺」推定地付近の畑地を店舗建築のため基礎掘りした際、十二葉素弁蓮華文の軒丸瓦

が単独出土し、ついで青磁の碗、黒釉の天目茶碗等が出上し中世寺院址の一部であることがほぼ明らかとな

つたQ
この東隣の「比丘尼井戸」地域は、昭和 38年に新潟運輸 (株)の上田営業所建設によつて上田小県誌刊

行会が緊急発掘調査を行つ亀 「上田市国分道場廃寺趾の調旬 鮪 丘高等学校歴史班 1965『あづまや』2)

によるとその結果、2基の基壇状の配石遺構とその中間に礎石状遺構と考えられる配石址が検出された。か

つて国道 18号線工事等の際に五輪塔や宝筐院塔等がこの付近から発見されたことなども総合して、遺構は

中世謝院址の一部であるとしている。また、比丘尼井戸と呼ばれる井戸も調査され、廃寺趾に属することが

明かとなつた。遺物は総計223点で、そのうち60%は平安時代の土師器、20%は須恵器が占めており、平瓦

イま■個、九瓦は 1個、そのほか灰釉陶器、青磁、天目茶碗、及び「天穂通角 、「皇宋通蜘 、
「熙寧元宝」、

「元祐通角 、「慶元通宝」等の宋銭 9枚などが出上したとされているQ
宮下はこれらの調査より、「二寺のどう」、「正明寺」、呼ヒ丘尼井戸」地域は一連の寺地として考え、貫高

帳が記された近世初期には消失して地賂のみを残した正明寺の廃寺跡であろうとした。同聞高』では、この

ことにより信濃国分尼寺跡の可能l■は消滅したとしており、昭和 41年の国分寺第 2次調査においてこの地

域より南隣の明神前地籍に尼寺の金堂跡が発見された。

また、西沖地籍には西沖 1・ 2号墳、道場地籍には道場1・ 2・ 3号墳が。存在した。西沖 1・ 2号墳は、

信越線 (現しなの鉄道)付近に2基並列していた。 1号墳は信越線施設時に破壊され亀 2号墳は円墳と思

われるが、破壊され天丼石と側壁が露出し直刀を出上している。道場 1・ 2・ 3号墳は信濃国分寺跡の西方

300mの段丘崖下に2備
～30mの間隔で並列していた ほとんどが破壊され、1号墳からは醐 が出土し、2号

墳からは金環、勾玉などが出上した。

4.常勘
この遺跡群は、堀之内、上町田、四町田、コ町田、中村、手筒山、東町田、藤ノ森遺跡に構成される。信

州大学敷地内遺跡の名で知る人のほうが多いが、昭和54年発行の上田市教育委員会『上田市文化財分布図』

では常入遺跡群としている。この遺跡は古くから豊富な土器を出土することが知られていた。大正時代から

昭和初期には小山真夫氏や上小教育会の史料調査の委員によつて弥生土器が採集、記録され、『上田市史』、

『信濃史料』及び五十嵐幹雄の論考にも発見された土器の一部が掲載されるなど、上田・小県地方の弥生研

究に重要な役割を果たしてきた。弥生時代後期以外にも、古墳、奈良、平安の各時代に属する遺物を多く出

上している。採集された遺物の分本範囲と出土量から、当地方では屈指の大遺跡であると推測され、とくに

堀之内遺跡は、創置の信濃国府、中世居館址の推定地として注目されてきた。昭和 41年に上四小県誌刊行

事業推進のため、信州大学繊維学部の桑園の一部が発掘調査され亀 昭和 45年の「信大繊維学部敷地内遺跡

鰤 1/J辮男。川上元『長野県考古学会誌』第9号)によると、古墳時代中期
。後期に属する竪穴住

居址2軒と未確認遺構が検出され、遺物は、18点もの完形品が出土するなど保存状態は良好であつた。この

地方の標識的土器として今日に至っている。

下町田遺跡において、平成8年に信州大学繊維学部構内における大学院梼建設に伴って発掘調査が行われ、

弥生時代後期に属する竪穴住居址 10車砕ミ検出された。

さらに平成 ■年には信州大学遺伝子実験施設の建設に伴つて発掘調査が行われ、弥生時代後期と古蹟時

代前期の竪穴住居址25軒が検出され亀
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平成12年度に信州大学繊維学部構内において産学官連携支援施設の建設に伴ない発掘調査が実施され、

30軒近くの弥生時代後期の竪穴住居址等が検出され亀 これらの調査により、上田盆地における千曲川流域

最大規模の弥生時代後期から古墳時代前期の集落がここに存在していることが裏付けられ亀

また、平成 12年、本遺跡群の南端に当たり、国分遺跡群に接近している久保田地籍において共同住宅建

設が予定され、試掘調査を実施した。調査地の北西部のトレンチから溝状遺構が検出されたが、工事による

影響はないことを確認した◎。

5.染屋台条里水田跡遺跡
染屋台条里水田跡遺跡は、上田市の北東都千曲川と神川に囲まれた段丘上に位置する。この条里水田跡が

どの時代まで遡れるのか現在のところ結論が出ていない。また、条里水田跡として一括に括られた範囲の中

にいくつかの集落址が存在していることがこれまでの発掘調査で確認されているが、範囲等については未だ

明確ではなしち昭和57年度から61年度まで、創置の信濃国府跡推定地確認調査が上田市教育委員会によつ

て古呈地区の西之手・東之手地籍を中心とした各所において発掘調査を行つたが、明確な手がかりは得られ

なかっ亀

最近では、平成 7年(パチンコ・パゴパゴ店舗建設に伴ない大畑遺跡が調査され、竪穴住居址 1軒、掘立

柱建物址 1棟、溝址 7条と青磁蓮弁文碗の破片と宋銭曙諦有通宝」等が検出され亀

平成8年、上田市立第一中学校建設に伴ない古城遺跡が発掘調査され、平安時代の竪穴住居址 7軒と土坑

及びピット群が確認され、黒色土器の杯や長胴甕が検出された。包含層からは、九葉単弁蓮華文軒丸瓦の一

部が出土している。これは、働M調 に所収されている現国分寺本堂東南隅から出上したものと同拒と考えら
れている ⑮ 篭醜
平成8年 。9年にやおふく新店舗建設に伴ない西之手遺跡が発掘調査され、古墳時代中期と後期の掘立柱

建物38棟と溝址9条等が確認された。同年、この東側に隣接した地域において、市道西野竹14号線代替地

取得事業に伴い発掘調査を実施した。掘立柱建物群と溝址等が確認され、遺跡の東側縁辺部が確認され亀

平成9年、上沖遺跡が国分産業団地造成工事に伴つて発掘調査され、古墳時代中期と平安時代前期、終末

期の竪穴住居址3軒、掘立柱建物 12棟、上坑等が確認されたG

第 3節 基本層序

調査地の基本層序は、 I層からⅣ層は、盛土層で宅地及び店舗等の建設の際に耕作地の上に客土されたも
のである。V層からⅧ層は、耕作上であると思われる。Ⅳ層は遺物を包含する。その下の遺構検出面は票褐

(7.5YR2/2～2/3)～暗褐 (10YR3/4)色の砂質上である。基本層序模式図と採集地煮は第 5図に示しフ亀

1 7.5YR2/1黒  3～10 clll嚇りを多量に含視 しまりがなし、成

Ⅱ 7.5YR6/8橙 10 cm大鏃 を多くi鋭蜀雰噂層。鉄分を多く含む。

Ⅲ 7.5YR5/4にぶい褐-4/6褐 10 cn大の礫、鉄分プロックを多く含む。ややしまりのあるり亀

Ⅳ 7.5YR5/6明赤褐卜5/41こぶい褐 3～ 5cmの砂利、10 clllの礫を含む。ややしまりあり、やや制咀
V 7.5YR5/3にぶい褐 4/6褐～4/1褐灰色土含帆

Ⅵ 7.5YR4/1褐灰 しまりある。やや粘此
Ⅶ 7.5YR5/2灰褐 しまりある。やや糊阻
Ⅷ 7.5YR3/4暗掲 しまりある。やや糊臨
Ⅸ 7.51R2/2～3/2黒褐 しまりある。やや制七
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垂早一二
第 調査の結果

第 1節 調査の概要

本調査は、北西区と南東区の2つの調査地区を設けて実施された。検出された遺構は、第6図の遺構配置

図のとおり、竪穴住居跡 10軒、掘立柱建物跡4軒、土墳 11基、溝跡 9条、配石遺構 1基、集石 2基である。

出上した遺物は、土師器、須恵器、弥生土器、縄文土器等の上器、紡錘車、硯、瓦、土偶、石製円盤、土偶、

石器等である。

以下第 2節にこれらの検出された個々の遺構と遺物について報告を行う。また、実測図は、遺構について

は第 9図から27図に、観察表は第 2表から 15表に各遺構ごとに示した。遺物については、実測図は第 28

図から57図に、観察表は第 16表から38表に土器、石器、土偶、土製円盤、紡錘車、硯、瓦、に分類して順

に示し女乳

第 2節 遺構と遺物

1.竪穴住居跡

第 1号竪穴住居跡 (SB01)日 蒔第 9図 )、 国勿彿 28図 )
本遺構は、北西区の北東隅、N27E6、 N27E9、 N24E6、 N24E9、 N24E12グ リンドから検出され

た。遺構の北側は調査地区の外にあり、未調査である。隅丸長方形か或いは隅丸方形を呈していると思われ

る。第 145号ピットに切られている。また、第 1号掘立柱建物跡に切られていると思われるが、確かではな

し、 主軸方向は不明であるが、南壁はほぼ東西を指す。南壁の長さは 5.25mである。壁は、西壁が 50 cIIlと

深く残り、垂直に掘りこまれている。壁下の床面には周溝が巡つている。床は地山をたたき締めたものであ

るが、全体的にあまり締まっていなしモ床面は凹凸が少なく平坦である。南西の隅の床面に蓬状の敷物が押

し付けられた跡が残つていた。図の網点で示した部分がそれで、約 75 cm× 70 cmの広がりで確認された (写

真図版 2)。 ピットは西側 1基だけある。

遺物は、主に覆土中から出上した。 1と 2が土師器の杯である。 1は体部に丸みをもち口縁部が素直に開

く形態の内黒で、 2は平底を呈する。両方とも外面には体部から底部に力ヽすて手持ちヘラ削りを施し、内面
・

はミガキが施されている。10は須恵器の不で、丸底で蓋受け部分をもち受け部から口縁部に力ヽ すて立ちあが

りをもつものである。 3から9は須恵器のイ蓋である。 3から5は内面にかえりがつくもので、 6から8は

口縁の端部で折れるものである。11。 12は無高台の須恵器のイである。底部はヘラ切りの後ヘラ削りが施さ

れていると思われる。13から15は高台を付す須恵器のイである。15は底部が高台底面より飛び出している。

13と 15の底部は回転かラ削りがなされている。16の須恵器は、浅く皿状の形態を呈し、体部下位から底部

に力引ナて回転ヘラ削りが施されている。17は須恵器の平瓶である。肩の部分で緩く屈曲している。18は横瓶

である。月同部外面にタタキロ文が施されている。このほか、土師器及び須恵器の甕や須恵器の壺の破片等が

出上している。また、このほか鉄製品が2点出上した (写真図版 22)。

第 2号堅穴住居跡 (SB02)冒 毒傷 lo図 )、 自勿彿 29図 )

本遺構は、北西区の北西隅、N24W6、 N24W9、 N24W12、 N21W6、 N21W9、 N21W12グ リンドか
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ら検出された。遺構の北側と西側は調査地区の外にあり、未調査である。隅丸長方形か或いは隅丸方形を呈

していると思われる。第 3号ピットを切り、第 148号ピットに切られている。第 2号掘立柱建物跡と重複し

て切るとみられるが、確かではなし、主軸方向は不明である。東壁はN-73° ―Wを指すも壁は、東壁が 36

cIIlと深く残り、垂直に掘りこまれている。南壁と東壁の下の床面には周溝が巡つている。床は地山をたたき

締めたものであるが、全体的にあまり締まつていなし比床面は凹凸が少なく平坦である。ピットは4基確認

されたが、そのうち、P2と P3は主柱穴の可能性がある。
遺物は主に覆土から出土し亀  1から4は土師器の不である。丸底で、 1・ 2及び4は日縁部が素直に開

き、3はやや直立気味である。体部外面にヘラ削りが施され、内面に黒色処理が施されている。 5から7は

詢師器の高郭である。 5の杯部は緩く折れて開いている。8は須恵器のイで、蓋受部分を有し受け部から日

縁部に力Чすて立ちあがりをもつものである。9から12は土師器の甕である。9の胴部外面にはヘラ削りが施

されている。12の胴部外面にはヘラミガキが施されている。このほか箱清水系の甕伴が出上したが、これら

は他から混入した遺物と考えられる。

第 3号竪穴住居跡 (SB03)進 簾 第■図)、 勤 彿 30図 )
本遺構は、北西区の北東隅、N15W3、 N15W6、 N15W9、 N18W6、 N18W9グリッドから検出され
た。遺構の南東側は調査地区の外にあり、未調査である。隅丸長方形か或いは隅丸方形を呈していると思わ

れる。第 59・ 197・ 198号ピットと第 5号竪穴住居跡に切られている。主軸方向はN-32° 一Wを指す。北

西壁の長さは 30mである。壁の深さは 40 cmと深く残り、垂直に掘りこまれている。床は地山をたたき締め

たものである。全体的にあまり締まつていないが、中央部は硬化している。床面は凹凸が少なく平坦である。

ピットは5基ある。

カマドは北東の壁に確認された。住居壁から半円形に張り出した形態を呈する。袖石の抜き跡痕がみられ、

右袖には河原石が据えられて残つている。火床面は床面より高く、壁側にいくにしたがつて緩や力Чこ高まつ

ている。カマドの上部の覆土からは、遺物が多量に集中して出土した。

遺物は覆土中及び床面上から出上した。 1は上師器の杯である。丸底で日縁部が素直に開くもので、体部
外面にヘラ削りが施され、内面に黒色処理が施されている。2と 3は土師器の高郷で、杯部は丸みをもつ。

4と 5は須恵器の杯蓋で、4は内面にかえりをもつもので、5は日縁端部で折れ曲がるものである。 6・ 8

は土師器の甕で、胴部が強く張り、外面にはヘラ削りの後にヘラミガキが施されている。9から16は土師器

の長胴甕で、胴邸外面にヘラ削りが施されている。10は器壁が薄く、14は最大径を胴部にもつ形態である。

7は土師器の小型の甕である。月同部タト面と日縁部内面にヘラミガキが施されている。これらのうち、8。 9`

13はカマドの北東の床面から、 5は P2から、4は覆土中から出土し、それ以外はカマドの直上の覆土から

出上した

第 4号堅穴住居跡 (SB04)達 騰 彿 12図 )、 勤 彿 31図 )
本遺構は、北西区の北東、N15E12、 N15E15、 N15E18、 N18E12、 N18E15、 N18E18グリッドから

検出された。遺構の北東側は調査地区の外にあり、未調査である。隅丸長方形か或いは隅丸方形を呈してい

ると思われる。主軸方向は不明であるが、南西壁はほばN-32° 一Wを指す。南西壁の長さは43mである。
壁は、西壁が28 cmと深く残り、垂直に掘りこまれている。床は礫を多く含む層に掘りこまれ、凹凸が著しい。

ピットは2基あり、主柱穴の可能l■がある。本遺構の覆上には人の頭よりやや大きめの礫が多く含まれてい

た。
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遺物は覆土中から働 載こ出上した。 1は須恵器の杯蓋である。日縁部端部が小さく折れる。 2イd/J型の甕

で、日縁部は横ナデ、胴部外面はヘラ削りが施される。このほ力＼非ロクロ調整で体部に手持ち
ヘラ削りを

施し、内面が黒色処理された坪の破片が出土した。また、弥生時代の赤色塗彩の上器や波状文の甕も出上し

たが、後から覆上に混入したものと思われる。

第 5号堅穴住居跡 (SB05)目 毒彿 13図 )、 勤 傷 32図 )
本遺構は、

イ
北西区の北部、N12E3、 N12E6、 N15E3、 N15E6、 N18E3、 N18W3、 N15W3グ

リンドから検出された。遺構の南西側は調査地区の外にあり、未調査である。隅丸方形を呈していると思わ

れる。第 1号土墳、第 33・ 34・ 35・ 36・ 63・ 68・ 144号 ピット1こ切られ、第 3号溝跡、第 3号掘鋤 跡、

第 3号竪穴住居跡を切つている。主軸方向はN-5° 一Wを指す。規模は、東壁と北壁の長さで5.95m× 5.80

mである。壁の深さは 32 clllと深く残り、垂直に掘りこまれている。床は地山をたたき締めたものであるが、

全体的にあまり締まっていなしも床面は凹凸が少なく平坦である。ピントは3基あり、主柱穴であると思わ

れる。周溝が北と東及び南壁の下の床に巡つている。

カマドは北壁に確認された。住居壁から半円形に張り出した形態を呈する。左袖は第 36号ピットの撹乱を

受けて失われている。右袖には河原石が据えられて残つている。カマドの覆土からは、遺物が集中して出土

した。

遺物は、1が須恵器の不で日径は 10.2cm程と推測される。体部は丸みを持ち、日縁部は内弯する。底部外

面はヘラによる調整がなされている。 2も須恵器のイで、体部は直線的に開く。 4は土師器の甕で、カマ ド

から出上した。長胴で、外面は縦方向のヘラ削りが行われている。 3も土師器の甕で、胴榔外面にナデが施

されており、小型である。 5は須恵器の甕で、胴部外面にタタキ調整を持つ。この他、内面を黒色処理した

非ロクロ調整のイの破片、須恵器の瓶及び、縄支時代中期の深鉢の破片等が出土した。また、覆土中より鉄

製品が出土した。このほか、磨石が覆土から出上した。 (写真図版 21)

第 6号堅穴住居跡 (SB06〉 達捕 笞封4図 )、 働″(第 33図 )
本遺構は、北西区の西、N3E6、 N3E9、 S3E6、 S3E9グ リンドから検出された。遺構の西f則

は調査地区の外にあり、未調査である。第 9号竪穴住居跡を切つている。隅丸長方形を呈していると思われ

る。主軸方向は不明であるが、東壁はN-9° 一Wを指す。東壁の長きは 3.08mである。壁は、東壁が 10

cIIlと 浅く残り、垂直に掘りこまれている。床面は地山をたたき締めたものである。覆土に炭化物が多く含ま

れていた。

遺物は覆土中からイ当州こ出上した。 1は山師器の郭である。浅い体部で、日縁部は立ち上がっている。調

整は磨耗が著しく不明である。この他、須恵器のイ蓋、土師器甕で外面にヘラ削りがなされているもの、焼

きのあまい布目瓦等の破片等が出上した。また、縄文土器中期の深鉢の破片も出上した。また、覆土中より

鉄製品が出上した (写真図版 22)。

第 7号竪穴住居跡 くSB07)冒 寺彿 15図)、 動独醤吾―第34図、科母―第54図、激蝉・円酎見―第55図 )

本遺構は、南東区の南東部、S30E42、 S33E39、 S33E42、 S38E45、 S36E39、 S86E42、 S36E45

グリンドから検出された。遺構の南西側は調査地区の外にあり、未調査である。隅丸方形を呈していると思

われる。主軸方向はN-35° 一Wを指す。北東壁の長さは、5,10mである。壁の深さは 58 clllと 深く残り、

垂直に掘りこまれている。床は地山をたたき締めたものである。全体的に硬化しているが、北西壁の付近の
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一部に締まりが無しち床面は細かい凹凸が多くみられるが、全体的に平坦である。拳ほどの大きさの礫が床

上に多く散在していた。南東の床面に蓬状の敷物が押し付けられ泡跡が残つていた。図の網点で示した部分

がそれで、約 2.7m× 2.4mの広がりで確認された。ピットは、PlからP3は柱を構成するものと思われる。

Plの断面形は袋状を呈する。P4は浅く、覆上に炭TLMが多くみられた。周溝が北西と南東の壁下の床に

巡つている。

カマドは北東壁に確認された。右袖の芯石は、2つの扁平の河原石がやや内側に傾斜して並列して据えら

れている。河原石から壁に向かつて若干粘性のある砂質上で構築されている。同質の上は左袖部分にも僅か

にみられる。左袖は、壁と床の2ヶ所に抜け穴痕がみられ、芯石が抜かれたものと思われる。袖の内側から

壁まで広く良く焼け、堅く締まる。燃焼部の覆上には、拳よりやや小さめの礫と土器片が焼土プロックと伴

に多く含まれている。また、2つの扁平の河原石が重なつて奥壁に寄リカ功 るヽように出上した。これらは、

元位置を保つておらず、芯石に使用されていた礫が抜かれたものと思われる。底面は煙道に向かつて傾斜し

ている。煙道は、住居壁から外へ向かつて、幅 0.5m×長さ 1,Omに掘りこまれ、内部の両側に扁平の河原

石が並列に埋置されている。その上部に2つの扁平の河原石が並列して架けられ、天丼部を構成している。

拳ほどの大きさの礫がその隙間を埋めて構築されている。煙道日は床面から38 cm程の高さにあり、そこから

煙出日まで緩や力ヽ こ傾斜している。

遺物は、覆上、床面及びカマドの内の等から出上した。第 34図 1・ 2は土師器の不で、丸底で、日縁部は

素直に開き、体部外面から底部に力Чサて手持ちヘラ削りが施されている。内面は黒色処理されている。 1は
カマドから出上した 3から6は土師器の高イで、4・ 6はカマドから出上した 3。 4の杯部は丸みをも

ち、5の脚部は長脚である。 3・ 4・ 5の内面は黒色処理されている。 7・ 8は須恵器の坪蓋で、内面に返

りが付き、7のつまみは宝珠形である。 8はカマドから出上し亀  9は須恵器の郷で、Plから出上し亀

底部外面にヘラによる調整カン予われている。10・ 11は須恵器の不で、10はカマドから出上し亀 箱形の体部

に高台を付すものである。底部外面に回転容ラ削りが施される。10の高台は比較的に中寄りに入る。12から

21は詢師器の甕である。12から16は長胴甕で、体部外面にヘラ削りが施されている。14・ 15の 口plvま「く」

の字状に折れて外反し、13の器壁は薄し、 12・ 13・ 19はカマドから出上し、17は床着である。17・ 18の内

外面の調整は、ヘラ削りとナデが施されている。171』同部下半が欠損した状態で住居跡床面より正位に出土

し亀 19・ 20はカマドから出上した。19は頸部が窄まって日縁部が強く外反する形態で、胴脚外面にヘラ削

りが施されている。22ん らヽ24は須恵器の壺か瓶で、22・ 24はカマドから出上し亀 22は緩い日縁帯をもち、

胴部下位にタタキロがみられる。23は肩の部分で屈曲している。24の 口縁部はランパ状に開いている。この

ほか数個体分の長胴のケズリ甕が破片で出土している。

そのほ力＼覆土からは紡錘車 (第 55図 6)、 円面硯の破片 (同図7)が出上した。紡錘車は土製で重量は
195gである。円面硯は硯面の外縁に沿つて墨だめの凹みをつけ脚を付すもので、外縁の径はおよそ21.2 clll

と推定される。カマド内の覆土からは小動物のものと思われる骨片が僅力ヽ こ出上した。なお、覆土中から出

土した遺物の大部分は縄文時代中期と弥生時代後期の上器であり、混入したものと考えられる。その総量は

点箱約4ケース分に及ぶ。そのうちの一部である25と 26は鯛町土器で、中期中葉末に属するものと思われ

る。

石器も多く出上した。本遺構の覆土からは打製石鏃6点、打製石斧 20点、磨製石斧 1点、凹石3点、磨石

1点、石匙 l点、砥石 1点等が出上した。このうち、完形及び残存の大きいものを図化して第 54図 (打製石

鏃 1～ 6、 打製石斧 29～37、 凹石 78～ 80、 石匙 87、 砥酒 84～85)に掲載した このほ力＼使用痕がみられ

る平石の破片や、水品の原石も出上した。また、鉄製品が出上した (写真図版 22)
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第 8号堅穴住居跡 くSB08)遺 結 彿 16図 )
本遺構は、北西区の南西、S9E12、 S9E15、 S12E12、 S12E15グ リッドから検出された。遺構の南

西側は調査地区の外にあり、未調査である。隅丸長方形か或いは隅丸方形を呈していると思われる。主軸方

向は不明であるが、北東壁はN-7♂ ―Wを指す。北東壁の長さは4.Omである。壁は 14 cmと 浅く、重薗こ

掘りこまれている。床は凹凸がなく、締まりがなし、 ピットは 1基確認され亀

遺物はイ勤Hこ出上した。■HBの甕、弥生土器の後期の甕及び壺、縄皮時代中期の浅鉢等の破片が出上し

たが、本書には掲載しない。

第 9号堅穴住居跡 (SB09)進 購 彿 17図 )、 勤  (鍔―第35図、瓦―第56図 )

本自構は、耳ヒ西区の西、N3E6、 N3E9、 S3E6、 S3E9、 S3E12、 S6E9、 S6E12、 S

9E9グリンドから検出された。第 6号竪穴住居跡に切られている。遺構の南西側は調査地区の外にあり、

未調査である。隅丸方形を呈していると思われる。主軸方向は不明であるが、東壁はN-12° 一Eを指す。

壁は、東壁が 40 cmと 深く残る。床面は地山をたたき締めたもので、堅く、締まりがあり、凹凸がある。特に

カマドとピットの周辺は、印 こヽ傾斜して低くなつている。壁近くの床面には周溝が巡つている。東側の

一部は壁の直下に設けられている。壁の立ち上がりは、床からおよそ 20 clllは直立しているが、その先出緩や

力引こ開いている。覆土より炭化物が多く出土し亀

カマドは、北壁に確認されたら平面形は、壁を張り出してつくられている。袖部は確認されなかつた。周

辺の覆土からは、床から浮いた状態で芯石に使われたと推定される礫の破片と焼土ブロックが集中して出土

し亀 住居廃絶時以降に破壊されたと思われる。ピントは2基確認され、北東コーナーのピットは貯蔵穴か

と思われる。

遺物は、第35図の 1から3は地師器の不で、形態は丸底で日縁部イン1ヽさく外反する。1と 3は土師器の内

面に黒色処理を施す。体都外面から底部に力Чサて手持ちヘラ削り、内面にヘラミガキが施されている。 2の

内外両面は黒色を呈しているようにみえるが、内外面に付着物が広くみられることから漆等が塗られていた

可能性がある。底部外面はヘラ削り、日縁部はミガキが施されている。 2イま床面から、3はカマドから出土

した。4から6は高郷である。 4の杯部内面には黒色処理が施されている。 6は P2から出上し亀 7・ 8

は鉢である。体都外面にヘラ削り、内面にヘラミガキが施される。 7の体部は直線的に開き、8は丸みを持

つた体部に日縁部が外反している。 9は須恵器の郭蓋で、内面に返りをもつものである。10ん らヽ13は土師

器の長胴甕である。成形の後外面をヘラ削りしている。10・ Hは器壁が厚く日縁部は緩や力ヽ こ外反するが、

12・ 13は薄く、12の日縁部は「く」の字状に折れて外反する。14は須恵器の瓶か長頸壺の頸部と思われる。

第56図 2は平瓦で、凹面に布目が凸面に押し型文が施されている。このほか、土師器の甕や須恵器の甕等が

出上し亀 また、床面とカマド周辺の覆土から骨片が検出された

第 10号堅穴住居跡 くSB10)迪 騰 第 18図 )、 勘猟』吾―第36図、科吾―第54図 )
本遺構は、南東区の南西、S33E86、 S33E39、 S33E42、 S86E39、 S36E42グリッドから検出された。

第 7号竪穴住居跡と第 10号土墳に切られている。遺構の南西側は調査地区の外にあり、未調査である。平面

形態は不明であるが、円形を呈していると思われる。壁は、西壁が 38 cmと深く残り、垂直に掘りこまれてい

る。床面は、場所によつてまちまちであるが全体的に堅く締まりがある。壁近くには、粘性のある砂質土を

貼つたと思われる痕跡がみられる。表面が赤く焼けた部分が広く分布し、、炭化した木材や細かい焼土ブロッ
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クが覆土から多く出上していることから、何らかの燃焼があつたと想定される。。凹凸は少なく平坦であるが、

ピットの周辺は緩や力ゞ こ傾斜して窪んでいる。壁近くの床面には部分的に周溝が巡つている。ピントは 1基

格認され亀

遺物は、縄支中期中葉の土器が色潤こ出上した。第 36図の 1は深鉢の日縁部で、文様構成は隆帯とそれに

沿う半裁竹管による沈線文からなる。 2は深鉢の突起部で、刻みが施された隆帯と沈線の文様構成である。

3は深鉢の日縁部で無文である。4から6は深鉢の胴部で、沈線文が施されている。また、打製石斧が 2点

覆土中から出上した (第 54図 38・ 39)。

2.掘立柱建物跡

第1号掘立柱建物跡 (ST01)離 傷19囲、勤 彿37図 )
本遺構は、北西区の北東、N18E9、 N18E12、 N18E15、 N21E6、 N21E9、 N21E12、 N21E15、

N24E9、 N24E12グリッドから出上した。第 1号竪穴住居跡を切る。平面形は2間×3間の側柱式で、規

模は桁行 5.60m、 梁行 4,70mを測る。主軸はN-3ヴ ーWを指す。柱間は桁行 1.70～2.櫛 m、 梁行 1.20～
3,70mを測り、柱穴の平面形は円形で、直径は0.45～0。 90mである。深さは、0,20～0.38mである。

遺物は、 1は P-172から出土した土師器の高不の郷部で、体部外面にヘラ削り、内面にヘラミガキが施
されている。 2は P-164か ら出上した土師器の高不の脚である。また、P-80から縄文土器が、P-76・
21・ 164・ 174か ら土師器甕の破片等が出土し亀

第 2号掘立柱建物跡 (ST02)離 第 20図)、 遺物 傷 38図 )

本遺構は、調査地区の北K N18W6、 N18W9、 N21W3、 N21W6、 N21W9、 N24W3、 N24W6、
N24W9グ リンドから出上したD第 2号竪穴住居跡と重複する。平面形は2間×2間の側柱式で、規模は桁
行 4。 40m、 梁行 8.80mを測る。主軸はN-63° 一Wを指すD柱間は桁行 2.00～2.50m、 梁行 1.70～2.10m

を測り、柱穴の平面形は円形か隅丸方形を基本とすると思われる。直径は 0,40～1.00mである。深さは、0.48

～0,80mである。

遺物は、 1は P-149から出上した上師器の坪か高不で、体部は丸みをもち日縁部は緩く外反する。外面
にヘラ削り、内面にヘラミガキが施されている。 2は内面に黒色処理を施した土師器の郭で、P-116ん らヽ

出土した。丸みをもつた形態で、体部外面にヘラ削りが、内面にヘラミガキが施されている。 3は勾調器の

不蓋で、P-116から出上した。日縁部先端が折れる形態のものと思われる。 5は須恵器の甕で、P-149
から出上した。 4は P-116から出土した土師器の甕で、内面にヘラミガキが施されている。 6は箱清水系
の甕で、外面に波状文が施されている。このほか、P-84・ 201・ 115。 203から外面にヘラ削りがなされて

いる土師器の甕や、非ロクロで内面に黒色処理を施したイ、外面にヘラミガキが施されている土師器の甕、

箱清水の甕及び壺等の破片が出上し亀

第 3号掘立柱建物跡 (ST03)遅 籍 彿 21囲
本遺構は、北西区の北西、N12E6、 N15E6、 N15E9、 N18E6グ リンドから出上したD第 5i段翌穴
住局跡に切られる。平面形は2間×1間の側柱式で、規模は桁行 3.30m、 梁行 3.l10mを測る。主軸はN―
4r―Wを指す。柱間は桁行 1.40～ 1.90m、 梁行3.30mを測り、柱穴の平面形は円形を呈する。直径は 0。 34
～0.47mである。深さは、0。 16～0.48mである。
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遺物は、P-43から土師器の甕、波状文を施した箱清水系の甕、黒曜石のフレイクが出土したが、本書で

は掲載しなかつた (写真図版 11)。

第 4号掘立柱建物跡 (ST04)離 彿 22図)、 勤 悌 39図 )

本遺構は、北西区の中央、N6E12、 N6E15、 N9E9、 N9E12、 N9E15、 N12E9、 N12E12、

N12E15、 N15E12グ リッドから出土した。第 5号土噴を切る。平面形は 2間×3間の側柱式で、規模は桁

行 6.50m、 簗行 3.80mを測る。主軸はN-1ぴ ―Wを指す。柱間は桁行 2.00～2.20m、 梁行 1,70～2.10m

を測り、柱穴の平面形は円形を呈する。直径は 0,40～ 0.68mである。深さは、0。 16～0.38mである。

遺物は、 1は P-154から出土した土師器のイである。体部は浅く、日縁は先端で折れて立ちあがる形態

のものである。体部外面にヘラ削りが施されている。このほか、P-45。 48・ 1∞・■4から外面にヘラ削り

がなされている山師器の甕や、外面にヘラミガキが施されている土師器の甕、箱清水の甕及び壷等の破片が

出上した。

3. 雛

第 1号土墳 (SK01)溜 毒彿 23図)、 創勿彿櫛図)
本遺構は、北西区の中央、N15E3、 N15W3、 N18E3、 N18W3グ リッドから出上した。第5号竪穴

住居跡を切る。平面形は楕円形で、規模は長径 1,60m、 短径 1,00m、 深さ0,30mを測る。断面形は、底面

は平坦でたらい状を呈する

遺物は、 1は須恵器の椀の蓋で、環状つまみを付す。 2は須恵器の杯で箱形の体部に高台を付すものであ

る。高台は底部の端に付き、外側で接地する。底部は回転かラ削りが施される。このほ力＼土師器の郷や甕、

須恵器の杯、壺及び甕の破片が出上し亀

第 2号土墳 (SK02)遺 構 聯ν3図 )、 勤 l■4-第 40図、瓦―第56図 )
本遺構は、北西区の中央、N9E6、 N12E6グリッドから出上した。平面形は変形楕円形で、規模は長

径 1,92m、 短径 1,45m、 深さ0.66mを測る。断面形は、すり鉢状を呈している。底面は堅く締まつている。

遺物は、第 40図の 1は須恵器の甕である。第 56図の3は平瓦で、凹面には布目、凸面には押型文が施さ

れている。このほ力＼土師器の甕及び灰釉陶器の鉢或いは何力拐町なものの破片等が出上している。

第 3号土墳 (SK03)離 彿 23図)、 勤 彿荀図)

本遺構は、北西区の中央、N3E6グ リンドから出上した。第4号土噴を切る。平面形は精円形を呈する
と思われ、規模は長径 1,93m、 深さ0。 92mを測る。断面形は、すり鉢状を呈している。底面は堅く締まつて

いる。覆土に人の頭ほどの大きさの礫が多量に含まれる。また、炭化物も多く含まれている。

遺物は、働 Wこ出上した。 1は須恵器の不である。このほか、土師器の甕の破片が出上した。

第 4号土妓 (SK04)進 鯖 彿 23図)、 創勿第如図)
本遺構は、北西区の中央、N3E6、 N6E6、 N9E6グ リンドから出上した。第 3号土躾に切られる。

深さ0.33mを測る。平面形は不明である。断面形は、底面は平坦で壁は緩や力ヽ こ傾斜して立ちあがる。

遺物はや敷う引こ出上した。 1は須恵器の甕である。このほ力＼土師器の郷及び甕等の破片が出上しれ また、
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覆土中より金属製品が出上した (写真図版 22)。

第 5号土墳 (SK05)日 碑傷 23図 )、 勤  (』母―第40図、石器―第54図 )
本遺構は、北西区の中央、N9E9、 N9E12、 N12E9、 N12E12グ リンドから出土した。第 3号掘立

柱建物跡に切られる。規模は長径 4.64m、 短径 4.62m、 深さ0.46mを測る。平面形は円形を呈し、断面形

は底面に凹凸があり壁イ鶏瀞謗引こ傾斜して立ちあがる。遺構の中央の覆土から遺物が集中して出上した。そ

の直下の底面は、一部に熱を受けて橙褐色を呈し焼き締まっていた。底面は締まりが無く、軟ら力ヽ 地

遺物イ淵駐螂守代中期中葉から後葉の初めころの上器が出上し亀 1の深鉢は無文で日縁部に装飾文がつき、

格沢から新道式期のものと考えられる。 2から4は焼町系の深鉢の日縁部で、沈線文又は沈線と隆帯による
文様構成がみられる。 5は勝坂系の深鉢の胴部で、連続した刻みが施された隆帯と沈線による文様がみられ

る。 7は日縁部に縦位の縄皮が施されるもので、井戸尻Ⅲから後葉の初めころのものと考えられる。 8の外

面にはRL縄文が回転施文されている。9と 10は深鉢の底部から胴部である。表面の剥落が著しいが、無文
であると思われる。また、打製石鏃が 1点 (第 54図 7)、 打製石斧が 2点 (40・ 41)、 凹店が 1,点 (81)。 砥

石 ●6)及び黒曜石の剥片等が出土し亀

第 6号土墳 (SK06)簿 諄彿 23囲、潮勿彿 40図)
本遺構は、北西区の南東S3E27グ リンドから検出された。第8号溝跡を切つている。平面形は楕円形を
呈する。規模は長径 2.38m、 短径 0,88m、 深さ0,30mを測る。断面形は、底面が平坦で、たらい状を呈し

ている。

遺物は、1は内面に黒色処理された土師器の皿で、遺構の底から出上した。底部はナデて調整されている。

2は両面に黒色処理が施されている椀であると思われる。このほか、須恵器の坪の破片及び縄文上器片が出

上している。

第 7号土墳 (SK07)簿 青彿 23図)、 迎勿彿如図)
本遺構は、北西区の南東S6E27、 S9E27グリンドから検出された。第8号溝跡を切つている。平面形
は不定形を呈する。規模は長径 3.42m、 短径 1,48m、 深さ0.38mを測る。断面形は、底面が平坦で、たら

い状を呈している。

遺物は、 1は内面に黒色処理を施した詢師器の郷か椀である。2と 3は土師器の杯で底部に回転糸切りが

みられる。このほか、須恵器の破片、箱清水の高杯、縄文土器が出上した。 4と 5は縄文土器の深鉢の破片

である。 4の文様は沈線文と連鎖状に押圧した隆帯と沈線文からなり、5は沈線文からなる。

第 8号土墳 くSK08)離 彿 23図)、 勤 彿 0図)

本遺構は、北西区の南部、S3E15、 S3E18、 S6E15、 S6E18グ リンドから検出された。平面形は溝
状の不定形を呈する。規模は長径 3.52m、 短径 0。 92m、 深さ0.20mを測る。断面形は、底面が平坦で、た

らい状を呈している。覆土に僅かな焼上がブロック状に含まれている。

遺物は、 1は須恵器のイ蓋である。このほか、土師器の甕、箱清水系の甕及び高杯の破片が出上し亀

第 9号土墳 (SK09)遅 購 傍盟3図)、 勤 l■H―第40図、石器―第54図 )
本遺構は、北西区の中央、N12E9、 N12E12、 N9E9、 N9E12グ リッドから検出され亀 第5号土
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城と重複する。検出段階において不明瞭であつたが、こちらが切つていると思われる。平面形
は不定形を呈

する。規模は長径 2.88m、 短径 1。 42m、 深さ0.37mを測る。断面形は凹凸のあるすり鉢状を呈して
いる。

遺物は覆土から縄虞土器輯 が多く出土し亀 第 40図の 1は深鉢のミニチュアで胴部の文様は隆帯に
よ

つて区画された中に縄文が施文されている。 2は深鉢の突起部である。また、打製石鏃 1点が出上した (第

54図 8)。

第 10提たと屈:(SK10〉 遺構 (第 23図)、 遺物 (上器―第40図、土偶―第55図、石器―第54図 )

本遺構は、南東区の南西、S33E36、 S33E39グ リンドから検出された。第 7号竪穴住居跡に切られ、第

10号住居跡を切つている。遺構の南西部は調査地区外にあたり、未調査である。平面形は、精円形を呈する

と思われる。底面は平坦である。覆上に小礫を多量に含む。また、土器片及び烈曜石の破片が多量に出土し

た。底面は軟らかく締まりがなヤ、床上に礫が集中して出上した。ピットはPl～ 3で、底部から壁は軟ら

かく締まりがなし比

遺物は、覆土より縄皮時代中期中葉末から後葉の土器が多く出上した。第40図の 1と 2は焼町系の土器で、

胎土は他の上器と比べて白つぽく、軽し屯 1は日縁部が刻まれ、胴部に平行沈線が施されている。 2は濃密

な沈線文が施されている。これらは、北信 。上越地方から搬入された土器の可能性がある。 3は地文に縄支

が施されて半裁竹管文と隆帯による構成である。 4と 5は浅鉢と思われ、朱が塗られていた痕跡がある。4

の文様は隆帯を沈線で割つて隆線を作り出している。 6は勝坂系の上器の日縁部である。 7は台付き鉢の脚

部で、これは円形の透かしが入り、外面に縄文が施されている。また、上偶の腕と思われる部分の破片が出

上し亀 2条の沈線による文様が施されている (第 55図 1)。 また、打製石斧 3点が出土し、そのうちの 1

点を掲載した (第 54図 42)。

第 11号土墳 (SKll〉 齢 第 23図)、 勤 彿
“
図)

本遺構は、北西区の南、S12E24、 S12E27グ リンドから検出された。第 5号溝跡に切られる。平面形は

溝状の不定形を呈する。規模は長径 3.72m、 短径 1,42m、 深さ0.22mを測る。断面形は、底面が平坦で、

たらい状を呈している。

遺物は、土師器の坪、須恵器の甕 (1)、 箱清水系の壺、縄文土器 (2～ 4)の破片等が出上した また、

水品の原石 1点が覆土から採集され亀

4. 酉節

第 1号配石 (SX03)運 蹄 第 z図)、 潮力(聟吾―第41図、石器―第54図 )
本遺構は南東区の中央、S30E39グリッドより検出された。規模は長さ0。 93m×幅 0.51m、 深さ0.25m

である。検出状態が不良だつたため不明瞭な点が多く現場では配石遺構として扱つたが、住居の石囲炉であ

ろう。平面形は長方形である。垂直に掘りこまれ、底部は平坦である。縁辺に扁平の河原石を並
べて立てて

いる。これらの礫は熱を受けて、変色している。覆上には色欄こ焼上が含まれていた。また、′I動のもの

と思われる骨片が出上した。これらの重量はあわせて約50gで、熱を受けたあとがみられるものもある。

遺物は覆土からは縄文土器輯 力湘勤 こヽ出上した 第 41図 1から4は深鉢の月同部の破片である。1は隆

帯と隆帯に連続し胡 目が施されている文様から成る。 2は隆帯及醜 が施されている。 3t触 及び

隆帯がみられ、4は小型の深鉢の底部である。これらは資料が少ないため明確ではないが、中期後葉の初め
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頃のものと考えられる。また、打製石斧の破片が 1点出土した (第 54図 43)。

5.矧

第 1号集石 (SX01〉 葺背第 24図)、 理勿彿 42図)
本遺構は南東区の中央、S27E36グ リッドより検出された。規模は長さ1.50m×幅 0,88m、 深さ0,06m

である。堅く締まる黄褐色の上と10～20血程の円礫の集まりからなる。平面形は不定形で、浅く掘り込まれ

ている。

遺物は須恵器の甕と縄文中期の上器片が出上した (1～ 4)。 これらは、後に本遺構の覆上に流れ込んだも

のと思われる。

第 2号集石 (SX02)潮 毒彿 24図)、 溜勿傷翌図)
本遺構は南東区の北西、S24E30、 S24E33、 S21E30、 S21E33グ リンドより検出された。規模は幅 0.82

m、 深さ0.18mである。検出段階で 1～ 3 c�程の礫が集中しているのが確認された。平面形は長く伸びた楕

円形で、断面形はU字形に掘りこまれる。一部に深い落ち込みがある。

遺物は覆土より縄文時代中期の上器片等が出土した。これらは、後に本遺構の覆土に流れ込んだ可能性が

ある。土器の表面は摩滅が著しヤ、 1の文様は隆帯と縄支によつて成り、2と 3は縄文が施文されている。

6. 勘

第 1号溝跡 くSD01)遅 辮 彿 25図)、 溜勿彿 43図)
本遺構は、北西区の南西,N12E3グリンドから検出された。平面形は細長い不定形を呈する。浅く、底
は平坦である。規模は長さ2.00m、 幅 0,72m、 深さ0,08mを測る。第 2号溝跡に連なっていた可能性があ

る。流水の状況は不明である。

遺物は覆土より働 こヽ出上した。これらは、後に本遺構の覆上に流れ込んだ可能l■がある。 1から5は縄

文時代中期の深鉢の日縁部及び胴部である。6と 7は箱清水系の壺及び甕である。いずれも表面が著しく磨

耗していること等から、本遺構の覆上に流れ込んだものと思われる。また、覆土から、欠損した打製石斧が

1点出上し亀

第 2号溝跡 (SD02)遺 構 傷姥5囲、勤 (醤母一第44図、石器―第54図 )
本遺構は、第 1号溝跡の南東に検出された。第 5号土墳を切る。平面形は細長の不定形を呈している。北

西―南束の方向にのびる。浅く、底面は平坦である。規模は長さ 5。 30m、 幅 1.90m、 深さ0.24mを測る。

流水の状況は不明である。

遺物は、縄皮時代中期と箱騰水系の土器朔 が覆土より出上し,亀 そのうち、第 44図 1から3は縄文時

代中期中葉の深鉢である。 1イ』同部の文様は、隆帯による精円系区画文が横位に配され、区画内部に縦位の

沈線が施されている。 2は日縁部で、内弯し、無文である。 3は深鉢の日縁部で連鎖状に押圧力功日えられた

隆帯が横位に配され、日縁部の文様帯には隆帯区画文の内部を縦位沈線が施されている。胴部は沈線が沿う

隆帯が垂下していると思われる。 4と 5は弥生時代のもので、4は甑で、5は甕か壺の底部である。これら

は、本遺構の覆土に流れ込んだものと思われる。また、石鏃 1点 (第 54図 9)、 磨製石斧 1点 (72)、 磨石 2
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点、石製円盤 1点 俳 )及び烈曜石剥片等が出上した。

第 3号溝跡 (SD03)麟 彿 %図)、 勤 彿 45図 )

本遺構は、北西区を北西から南東に横切るように検出された。第 5号及び 9号土噴を切り、第
2号及び第

4号掘立柱建物跡及び第 5号竪穴住居跡に切られる。長さは 39,CIClmで、調査区を越えて更に続くと思
われる。

幅 0.30m、 深さ0.20mを測る。幅、深さは小さいが、ほぼ均―である。また、直線的である。底も多
少凹凸

はあるが、
二定した様相がみられる。人工的な掘り込みといえる。

遺物は覆土より働 Wこ出土した。 1と 2は縄支時代中期中葉の深鉢の日縁部で、 1は焼町系の上器と考え

られる。このほか、箱清水系の高イと甕の破片が出土し亀 これらは、本遺構の覆上に流れ込ん
だものと思

われる。いずれも表面が著しく磨耗している。

第 4号浦跡 (SD04)遺 構 彿 26図)、 働勿(選許第46図、石器一第54図 )

本遺構は南東区の北西に検出され亀 北西部と南西部は調査地区の外で、未調査である。平面形は緩や
か

に弧を描いて掘り込まれている。断面形はV字状を呈している。人為的に掘られた可能鰺 高しち流水はな

かつたものと思われる。規模は、長さ6.80m、 幅 1,50m、 深さ0.50mを測る。

遺物は、覆土より弥生時代後期の遺物が多く出上した。第46図の1は高郷で、日縁部に山形突起を有し、

脚部に透かしが入る。 2は甕などの蓋である。4は壺の胴部で、外面に赤色塗彩されている。3も壺の底部

と思われる。このほか、縄演時代中期中葉と後葉の上器片が出上した。また、打製石鏃 2点 (第 54図 10・

11)、 打製石斧2点 144)が出上し亀

第 5号溝 跡 (SD05)激 毒 傷 25図)、 働 独 齢 一第 47図、瓦一第 56図 )

本遺構は北西区の南部に検出された。現在使用されている排水路よりおよそ 1メー トル下で、数十センチ

南に平行して存在する。この一帯が宅地化の際に盛土されるまで使用されていた水路と思われる。長さは

18.60mを測るが、調査区の境を越えて続くものと思われる。、幅 0.60m、 深さ0。 60mを測る。

遺物は覆土より働 こヽ出上した。第 47図 1はロクロ整形の上師器の不で、底部には回転沐切り痕がみられ

る。 2は須恵器の壺と思われる。 3から6は縄渕時代中期中葉の上器である。3と 4はの文様は沈線からな

り、5の口縁部は内面と外面の両面に文様がある。6はミニチュアで手捏ねでできている。第 56図 4口厚さ

約 2.3 cIIlの平瓦である。凹面には布日とケズリがみられ、凸面には押型文施されている。これらは、後に本

遺構の覆上に流れ込んだものと思われる。

第 6号溝跡 (SD06)達 欝 彿 25図)、 国勿彿 48図)
本遺構は、北西区の南部に検出された。第 5号溝跡に切られる。南北に長く歪んだ形状を呈する。深く掘

りこまれており、先端はほぼ垂直に立ちあがっている。長さは検出された分で 5.30mで、調査区の境を諺え

て更に続くと思われる。幅 1.00m、 深さ0.28mを測る。覆上には僅力W動紺吻 が含まれていた。不明などくが

多いが、人為的な掘り込みの可能性があり、流水はなかつたと思われる。

遺物は覆土より僅潤こ出上した。 1と 2は土師器の不で、内面が黒色処理されている。 2の底部は回転糸

切痕がみられる。 3は土師器の皿で、内面に黒色処理されている。4は向向が黒色処理された椀である。 5

は両面が黒色処理された皿である。このほか、詢師器の甕、須恵器の甕、箱清水系の甕及び壺、縄虞時代中

期及び後期の上器の破片が出上した。これらは、本遺構の覆土に流れ込んだものと思われる。また、打製石
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斧が 1点出上した K45)。

第 7・号商跡 (SD07)連 購 笞″5図 )、 勤 l■X―第49図、石器―第54図 )
本遺構は、北西区の南部に検出された。第 5号溝跡に切られる。長く歪んだ形状を呈する。緩や力ヽ こ西に

曲がり、先端は細くなって途絶えている。比較的浅く、底部は平坦である。人の頭ほどの大きさの河原石を

覆上に多く含む。長さは 13.20mで、調査区の境を越えてさらに続くと思われる。幅 5。 10m、 深さ0.08mを

測る。不明な点が多いが、検出面の層までを削つて一時的に流れたものと思われる。

遺物は、覆土から縄文土器中期及び後期、弥生時代後期、平安時代の上師器等が出上したが、本址伴出遺

物といえるものではなしち第 49図 1は沈線文、刺突文及蜘 J突文が施され、中期初顕のものと考えられ

る。 2から5は中期中葉に属する思われる土器で、2には沈線文が施され、3の日唇部には鋸歯状に刻まれ

ている。4は精円形区画文の中に沈線文が施されている。 5は隆帯とそれに沿う沈線による曲線的な文様が

施されている。6から12は中期後葉に属すると思われる土器で、6は束様に太い隆帯がが貼付されている。

8は隆帯と沈線文が、9は縄支と隆帯が施されている。10は地皮縄支に蛇行沈線が垂下している。■ と 12

は中期後葉に属すると思われる土器で、11は雨だれ状の沈線文が施され、12の 日縁下に狭い無文の部分をも

ち、胴部に縦位に刷毛目状の条線文が施されている。13から15は縄文時代後期に属するもので 13と 15に

は「8」 宇状貼付文が施されている。14は薄手の浅鉢である。15は刺突文が施されている。16は土師器で、

体部は浅く大きく開く皿状の形態を呈する。底部外面は切り離しの後、粗く削つて調整されている。また、

打製石鏃 1点 (第 54図 12)、 打製石斧 1点 t46)が出上し亀 このほ力＼黒曜石の剥片、水晶及び蛋白石の

原石が覆土から採集された。

第 8号溝跡 くSD08)齢 傷 25図)、 勤 彿側図)

本遺構は、北西区の南部に検出された。第 5及び 7号溝跡に切られる。南】いこ長く歪んだ形状を呈する。

緩や力Чこ東に曲がり、先端は細くなつて途絶えている。部分的に深く、底部は平坦である。人の頭ほどの大

きさの河原石を覆上に少し含む。長さは 15.60mを測るが調査区の境を越えて統くものと思われる。幅は3.60

mを測る。不明な点が多いが、検出面の層を削って一時的に流れたものと思われる。
遺物は、覆土より縄文縄皮時代中期中葉、中期後葉、後期の土器及び上師器を出上したが、本址伴出遺物

といえるものではなし、 1の文様は、連鎖状に押圧を加えられた隆帯とそれに平行する細い沈線が文様帯を
回縁部と胴部に分ける。日縁部の文様帯は3本の平行沈線によつて4つに区画され、その内を縦位の沈線文
が施されている。この区画する沈線の左端は、隆帯を伴つて渦巻き状の緩い曲線を描く。日縁に4単位の波

状を呈し、波頂部から垂下した隆帯が日縁部から胴部を4分割する。隆帯の先端は巻かれ、波状団聞 を巡
る別の隆帯と接する。これらの胴部に施された隆帯は両脇に2本または 3本の沈線が平行に沿う。2は深鉢
で、日縁部は4単位の波状を呈すると思われる。文様は隆帯と細い沈線文によつて成り、胴部は縄虞が施さ
れる。 1と同じく連鎖状に抑圧された隆帯が支様帯を分け、日縁部は波頂部から垂下した隆帯によって4分
割される。日縁部の文様帯には隆帯による区画文が設けられ、内部には 3本 1組の平行沈線が上と下に施さ
れ、その中間に玉抱三叉文等が彫られている。胴部は、日縁部から垂下した隆帯とその両脇に沿う3本の平
行沈線が緩や力Чこ弧を描いて先端を丸め、直線や曲線を描く別の平行沈線文と連結している。 3は浅鉢で、
日縁部が内弯する。日縁部にランパ状の突起が付く。その突起の左右から出た幅の広い隆帯の端は渦を巻き、

それが連続して日縁部付近を巡る。幅の広い隆帯は沈線によって2条の半隆起線がつくられ、その隆際上に

連続した細い沈線による刻み目や交互刺突文が施される。井戸尻式潮に併行するものと考えられる。4は浅
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鉢で底部は台付き状になっており、中期中葉末から後葉の初め頃のものと考えられる。文様は、日縁部に
3

本の太い沈線と隆帯が組みになつて曲線的に施されている。 5。 6は深鉢の胴部で、井戸尻式翔に併行する

ものと思われる。 5は沈線文が施され、沈線が沿つた2本の隆帯が垂下している。 6は胎上の色調が灰白色

ぎみで、他のものと異なる趣がある。沈線が脇に沿う隆帯が頸部近くの胴部に横位に巡り、その先端は渦巻

き状を呈する。胴部には密で深い沈線が縦横に刻まれる。胴印は横位の沈線によつて上と下に分割される。

図に示した部分の裏側は隆帯によるP宇状の区画文が施されている。上山田。天神山式の影響を受けた土器

で、北信から上越地方より搬入されたものの可能性がある。 7は曽利系の深鉢の日縁部である。沈線が沿つ

た隆帯によつて区画がなされ、その中を横位の沈線が施されている。 8は加曽利E或いは大木系の深鉢の日

縁部付近で、沈線による区画の中に縄皮が埋められている。 9の日縁部は波状を呈し、文様は沈線で成り、

藤内式期に併行するものと考えられる。10から12は井戸尻式翔に併行すると考えられる。10の 口縁部は波

状を呈し、日縁部文様帯に精円形区画文が施され、その内部に縦位の沈線が施されている。Hは焼町土器で、

区画文の内部に刺突文が施されている。12は勝坂系の浅鉢で、日縁部は屈曲内弯した形態である。日縁部に

は隆帯による区画文がなされ、その内部に縦位の沈線文が施されている。13は唐草文系の上器で、日縁部文

様帯に区画文がみられ中に沈線と交互刺突文が施されている。14は ミニチュアである。また、15は土師器の

第で内面に黒色処理が施され、底部は回転旅切り痕がみられる。このほか、須恵器の坪蓋で、内面に返りが

付くものの破片等が出上した。また、磨石が 2点及び黒曜石の剥片等が出土し亀

第 9号溝跡 (SD09〉 遺構 (第 25図 )、 遺物 (上器一第 51図、瓦一第 56図、石器―第 54図 )
本遺構は、北西区の南部に検出された。第 7号溝跡に切られる。長さは 19。 20mを測るが調麿地区を越え

て更に続くと思われる。幅 2.00m、 深さ0.40mを測る。平面形はほぼ直線であるが、断面形は凹凸が著しい。

人の頭ほどの大きさの河原石が覆上に含まれる。コビが底に溜まっている。何度かの大きな流れにより底が

削られたり、土砂が堆積したりしたと思われる跡がみられると人為的な溝と思われる。

遺物は覆土から縄文時代中期、弥生時代後期、奈良時代の上器が出上したが、本址伴出遺物といえるもの

ではなヤ、第 51図 1と 2は縄夷時代中期の上器である。1は浅鉢で内面に交互刺突文及び連続刺突文が施さ

れている。 2は深鉢の胴部で、縄文に縦位沈線で胴部を区画し蛇行沈線が垂下している。3と 4は弥御時代

後期の甕で、3の外面には櫛描文が格子状に施され、4の底部外面には木葉痕がみられる。 5と 6は須恵器

の杯で、箱形の体部に高台を付すものである。 5の底部外面は高台周辺に回転ヘラケズリが施され、中央部

はナデられている。6の底部は回転ヘラ削りが施されている。 7は山師器の甕で胴部外面にヘラ削りがなさ

れている。 8は須恵器の壺の日縁部で、ランパ状に開き、内面に稜を有する形態を呈し、内外両面に自然釉

が掛かる。9は須恵器の甕で、胴部の内面と外面にはタタキと押さえの痕がみられる。また、第56図 5は平

瓦で、凹面に布日、凸面に押型文が施されている。また、打製石斧が 1,煮出上した (第 54図 47)。

7.ピ ッ ト (P― ol～ 315)追 構 彿 27動 、勘勿(選吾―第52図、辺製円盤―第55図、君器―第54図 )

本調査では、北西区で231基、南東区で 45基のピットが検出された これらは掘立柱建物嚇等を構成して

いなし、 これらの覆土からは、土器等の遺物を出土しているものがあるが、明らかに遺構に伴うとみられる

ような出土状況のものは無かつた。その中から形態が推測できるもの及び文様が明際に残存しているもの等

を選んで第 27図に掲載した。

第 52図の3と 6は須恵器のイで、3はP-71から、6は P-175から出上した。蓋受け部分をもち、受け
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部から口縁部にかけて立ちあがりをもつものである。P-71からはこのほか底部にヘラ削りが施されている

須恵器のイや上師器甕が出土し亀 4は P-150から出上し、須恵器の郷蓋で日縁部の内面に返りをもつ。1

と2は P-14から出上した須恵器の不蓋とイである。 1は内面に返りが付くもので、2の底部は回転ヘラ切

りが施されている。 9は P-234出上の須恵器の郷で、浅く皿状の形態を呈している。底部外面は回転かラ

切りが施され、内面に付着物がみられる。 7と 101ま土師器の訪 で、 71ま P-198から、101ま P-248か ら

出上し亀 5は P-156から出上した縄皮土器の深鉢の日縁部で、文様は沈線文と交互刺突文から成る。 8

は縄文土器の深鉢の日縁部で、P-222カ ち出上した。文様は縄文と隆帯からなり、断面形は内弯する。11

から13は P-281か ら出土し、■ と12の文様は沈線文が施される。13は台付き鉢の脚と思われる。14から

19は P-300、 301及び 804から出土した縄文土器である。15と 16は P-301から出土し、文様は半裁竹管に

よる平行沈線が施され、16には縄文がみられる。17は日縁部利断面形は屈曲し、文様は連続して沈線が加え

られた隆帯による区画文が施されている。18は曽利系の深鉢で、無文帯の日縁部1朝同部は筒状を呈する。文

様イ』靡邪に沈線文と押引き文が縦位に施される。19は曽利系の深鉢の頸部から日縁部に力功 るゝ部分の破片で、

沈線文と紐状の隆帯を貼付して波状文を施している。

また、P-272から打製石鏃が出上し (第 54図 13)、 P-218・ 271・ 278・ 289から打製石斧が 1点づつ出

上した 律8～51)。 P-173の覆土中より鉄製品が出上した (写真図版 22)。

8。 遺構外

土器 出支筋掴 第 7・ 8図 )、 迎物彿 53剛

包含層等からも縄皮土器、、■TR、 弥生土器、土師器、須恵器、瓦等の遺物が出上した。特に縄文上器の総

重量は 114.78kg、 てん箱 22箱に及ぶ。第7図はグリンドごとに出土した縄支上器の重量を示したものであ

る。本調査で採集された縄皮土器の多くが南東区から出上した。これらの中から、比較的残存状況が良く形

態が復元できるもの、または文様が特徴的で明瞭なもの等を選んで第53図に掲載した。

(1)緻齢
1は台付きの深鉢で、脚部には2ヶ所の切り込みがある。日縁部は屈曲外反して開き、内面に受け状に断

面三角形の隆帯を付す。日縁部は4単位の波状を呈し、波頂部には突起が付き、この波頂部の下には橋状把

手が付いていたと推沢Jされる。文様は、細い平行沈線、隆帯及び縄文からなる。日縁部には沈線が連続して

刻まれた隆帯が日縁の波に沿つて巡らされる。また、太いしっかりとした隆帯力Ⅵ同部を横位に巡り、これに

よつて文様帯は分けられている。日縁部の文様帯は平行沈線による区画文が施され、沈線文によつて渦巻き

状の文様が施される。胴部の隆帯には沈線によって刻みロカ功日えられ、装飾文が付けられている。2条の平

行沈線が脇に沿つた隆帯が垂下して胴酪を4つに分けている。胴廓から日縁部にかけて縄文が施文されてい

る。 2は米鉢で、日縁部は外反し、胴部は緩く括れている。日縁部は4単位の橋状把手を有し、その上に 4

単位の突起が付くと推定される。太い隆帯が横位t朝同部を巡り、これにより文様帯が分けられている。口縁

部の文様帯は、刻み目が連続して加えられた隆帯が日縁下に巡り、細い平行沈線文と緻 が施文されている。

文様帯を分ける横位の隆帯に4単位の装飾文が付され、そこから出た2条の隆帯がイ朝靡邪に垂下する。この

隆帯の区画内のほかは、胴部は縄文が施されている。中期中葉から後葉の初め頃のものと考えられる。 3は
台付きの深鉢で、脚部には切り込みが入れられている。文様は沈線文と隆帯から成る構成で、隆帯の脇に沈

線が沿つて曲線的に施されている。また添付文から出た隆帯力胡聞 を垂下している。井戸尻式期に併行する

ものと考えられる。 4イ』同部から日縁部に力ヽすて短く外反する形態の深鉢で、底部には台が付されていたと
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推測される。日縁部は鋸歯状に刻みが入れられ、胴部に縄文が施されている。顕部には隆帯が巡る。
5は深

鉢の胴部から底部で、縦位の沈線が施されている。6と 7は台付き鉢の脚部で円形の透かしが入つている。

6には全体的に縄文が施文されている。8は無文の浅鉢で、日縁部の先端が内側に折れた形態を呈している。

9から13は焼町土器で、井戸尻式翔に併行するものと考えられる。14から16は他の土器と異なる様相がみ

られ、胎上が軽くて白つぽしち沈線文と隆帯による文様がなされ、井戸尻式潮に併行するものと考えられる。

14は隆帯に区画された中に刺突文が施され、15・ 16は濃密に沈線が施されている。14は焼町土器、15・ 16

は文様に北信或いは上越地方の特色がみられる。

17は唐草文系の上器で、胴部から口縁部に力Чすて緩や力斗こ外反して開く形態である。日縁部は欠落してい

るため詳細は明らかではないが、4単位の波状を呈すると推測され、波頂部には 2種類の突起が交互に付す

と思われる。文様は日縁部と胴部を横位隆帯が分割しており、そこから垂下する4単位の腕骨文力Ⅵ醐 を縦

に分割する。胴部はさらに腕骨文によつてそれぞれが縦に2分割されると推測され、文様間には
「ハ」の字

状の沈線文を施している。日縁部の文様帯には、「ハ」の字状の沈線文が横位に施されている。18・ 19は深

鉢の口縁部及び頸部で、キャリパー形を呈する形態のものと推測される。18は曽利系の日縁部で招曲文が施

され、19は細い帯状の粘上を波状に貼りつけている。20は加曽利E系の深鉢の日縁部で、形態イ剖酷褥から口

縁部に力Чナて緩やかに移行して括れが無ヤ、文様は僅かに隆起する隆帯によつて日縁部と月同部を分割し、胴

部の区画内に縄文を施している。

21は日縁部で、波状を呈する。内面と外面は丁寧に磨かれ、文様は平行に刻まれた沈線による区画の中を

縄文が充填される。22は把手の部分で、内外向白は丁寧に磨かれている。文様は沈線で区画された中に縄支

と刺突文が施されている。23の底部外面には網代文がみられる。

(2)弥生土器

24は弥生土器の甕で、頸部に簾状文が、日縁部と胴部上位に櫛描き波状文が粗く施されている。胴都下半

の外面と内面にはヘラ削りが施される。25は弥生土器の台付き甕の脚瑯で、外面には斜位方向に刷毛調整が

施され、内面にケズリとナデが施されている。

(3)土廊職■響

26は出師器の不で内面に黒色処理を施している。底部外面は回転沐切りの痕がみられる。27から29は黒

色土器の皿か椀の底部で、27は内面を黒処理し、28と 29は内外向向を黒色処理している。底部外面は、26

と27は回転糸切り、28は切り離しの後に高台に沿つてナデ消されている。

30と 31は須恵器のイ蓋で、30には扁平のつまみが付され、31の 日縁部の先端イd/1ヽさく折れる形態を呈し

ている。32は須恵器の不で、箱形の体部に高台を付すものである。33は近世の陶器の椀とみられる。34は

須恵器の甕の日縁部で、外反して大きく開く形態である。

石器 迎勿彿 54図)

また、石器類も包含層及び遺構の覆土中から多く出上した。これらの多くは遺構外から出上しているが、

第 7号竪穴住居跡等の遺構の覆土からも多く出上している。第 8図の上はグリンドごとに出上した石器を器

種ごとに数を示したものである。打製石鏃、磨石、打製石斧、磨製石斧、石錐、凹石、石匙、刃器、石製円

盤、石棒が採集された。とくに打製石斧は総数 72点出土し、調査面積が小さい割に出土数が多ヤちこれらの

うち、完形及び残存部の大きいものを実測して第 54図に掲載した。第 8図の下はグリッドごとに出土した黒

曜石の剥片及び石屑の数を示したものである。この中には縁の一部に調整痕が見られるものが十貌煮含まれ、

削器や石鏃等の未製品または使用時に壊れたものの破片である可能l■のあるものもある。これら剥片等につ
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いては本書に実測して掲載しなかった。なお、石器の石材の産地については甲田先生のご教示によると、多

くは遺跡の近辺 (例えば千曲川河川敷及びその周辺)でごく,般的にみられるものである。例外としては、
緑泥変岩、絹雲母変岩及び大きめのチャー トは南佐久地方、水品は真田町傍陽地区、玄武岩は真田町角間渓

谷が最も近い産出地であり、これらは遺跡の周辺で容易に得られるものではなく他地域から搬入された可能

性があるものである。

土偶 潮勿彿 55図の2～ 4)

上偶は4点出上したうち3点が包含層から出上しており、出土地点は第 7図に示した 21』同部から左腕

が残存しており、両乳房の間から腹に力ヽナての部分と背中から脇に力Чナての部分に沈線文が施されている。

頭部及び胴部下半の欠損部に心棒の痕が認められる。また、喉の付近に凹みをも33イ剖同部の一部とみら
れ、乳房及び背中に沈線文が施されている。欠損部には心棒の痕がみられる。4は足にあたる部分と思われ、
沈線文によって文様が施されている。足の裏にあたる部分の中心に心棒の痕と思われる孔がみられる。

瓦 勘 律 56図)

また、丸瓦が出上した (第 56図の 1)。 丸瓦出小破片で、大きさや形態は明らかでなしも 凸面は無文で側

縁は削られて面が取られ、凹面には布目の痕がみられる。

銭 勘 彿 57図)

そのほ力＼寛永通宝銭2点が出上した (第 57図 )。 また、鉄製品及び鉄滓が働 Wこ出土した (写真図版 23)。

第 7図  遺構外出土縄文土器グ リッ ト別総重量及び上偶出土地点分布図
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石器出土数分布図

斧
斧職脚螂瑞朋

鏃
打
磨
刃
擦

数……出土数

黒曜石及びチャート剥片等出土数分布図

チ……チャート

数……出土数

第 8図  遺構外石器 B黒曜石 Eチ ャー ト剥片等出上分布図
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9。 ま とめ

本報告をまとめるにあたって、検出された遺構について出土遺物の様相等をもとに考えてみようと思う。

また、遺構に伴わない縄支土器が多く出上したが、それについてもあわせて簡単に考えてみたしヽ 縄文上器

の多くは破片であり今後の詳細な検討を必要とするものであるが、この期の既存の資料にみられないものが

含まれている。ある程度形態が復元できる遺物が存在するので、それらついてとりあげてみたいと思う。

鶴 と出錦 について

竪穴住居跡のうち第8及び第10号竪穴住居跡を除けば、これらは主に古墳時代後期から奈良時代頃の7世

紀から8世紀前半のものであることがわかる。第 10号竪穴住居跡は、縄文時代中期中葉に属すると考えられ

る。また、住居跡の可能性のある第 1う配石は、遺物により縄成時代中期中葉末か後葉のものと推定される。

坐階、竪穴住居跡はすべて調査地区の端に位置し、未調査の部分を残している。このため、カマド内部及び

床着出土遺物等の資料が極めて少なく、かつ未調査の遺構等の遺勃が混入している可能性が充分考えられる。

このような状態においての調査結果を基にしているため、大概に述べることでとどめたしL

掘立柱建物跡については、竪穴住居跡等との切り合い関係から、第1号掘立柱建物跡は第1号竪穴住居跡

より新しく、第3号掘立柱建物跡は第5号竪穴住居跡より古いということになる。これら柱穴の覆土からは、

僅かな破片資料であるが竪穴住居跡群と同時期間に属する上器と弥生時代後期の遺物が出上し、第1号掘立

柱建物跡からはこれらに加えて縄支上器が出上している。しかし、柱穴の覆土から出上した遺物を決定資料

として捉えることは枷 ぎると言えよう。また、遺構付近のグリンドから出上した遺物は、調査以

前に既に動いている可能性があると言え、当然ながら資料に加えることは適切ではなし上不充分ではあるが、

竪穴住居跡群と同じ7世紀から8世紀前半か或いはその前後のものと仮に考えておくこととする。

上残も遺構に伴う遺物を明確に捉えられたものは無いが、第5号土壌の出土土器は、第40図の 1を除くと

縄文時代中期中葉末から後葉の初め頃に属する土器を出上している。第10号土残も縄如時代中期中葉末から

後葉の初め頃の遺物が出上している。また、第 1号土残、第 3、 4、 8号土墳は7世紀から8世紀代、第2

号土残、第6号土墳、第7号土噴は9世紀代の遺物を出上している。

第 1号及び第2号集石は、出土量が少なく不明である。

溝跡のうち、第3号から6号及び9号溝跡は人工的な掘り込みと推定されたものである。第4号渕跡は出

土遺物の様相から弥生時代後期の箱清水式期に属すると思われる。その他は遺構に伴うと考えられる造物を

提えられず、時期不明である。第6号溝跡は9世紀代と思われる遺物を出上している。

第 1号・ 2号 67号・ 8号溝跡は自然流の跡で、覆土層の様相から何回力ヽこわたって短期的に流れたもの
と推定される。第 1号・ 2号溝跡は、7号・ 8号溝跡と覆上や形態及び方向において共通性がみら

'は

一連

のものであった可能性がある。本調査地区の地形は、南東の調査地区から北西の調査地区へ向かつて低く傾

斜しており、南東地区の縄文土器を多量に含んだ土砂を巻き込んで流れたものと推定される。これらから出

上した遺物はいずれも遺構に伴うものと考え難く、どの時期において流れた力Wま不明であるが、第8;隣跡
は、少なくとも第6号・ 7号彗 より古い時期に流れたものである。遺物は縄渕時代中期中葉、後葉、古墳

時代後期及び奈良・平安時代等の上器が出上し、特に縄皮土器を多く出上した。

各々のビットについても明確に時期が分かるものは無しも覆土から出土した遺物で本書に掲載したもので

は、P-14と P-150か らは7世紀後半から8世紀初めにみられる須慮器の杯蓋が出上し、P-71と P-175
は古墳時代からの伝絢的な系譜をひいたイが出上し亀 P-198と P-248からは土師器の高郭が出上し、こ
れらは古墳時代後期のものと思われる。その他、縄支時代中期中葉から後葉に属する土器が出上し亀
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以上のことから本調査で検出された遺構群のうち竪穴住居跡の主なものは、7世紀から8世紀前半に属し、

掘立柱建物跡等も含めて集落を構成していた可能性が考えられる。調査地区は信濃国分寺僧寺跡に隣接して

いるが、これらの遺構はその建立以前に営まれていたものと考えられる。続く9世紀代の遺物は、明確に遺

構に伴う形ではない状態で土躾や溝跡及び包含層等から働 引こ出上している。この集落が継続して平安時代

まで存在していたかどう力Wまこの範囲の中では捉えられていないが、少なくとも調査地区の周辺にこの期の

何らかの遺構が存在している可能性は考えられる。特に第 7号竪穴住居跡の覆土からは円面硯が出上してお

り、この場所が信濃国分寺跡との関係を覗わせる地域である可能陛を示している。縄皮時代の遺構について

は、第 10号竪穴住居跡及び住居跡の可能性のある第 1号配石は、縄文時代中期中葉末か後葉の初めのものと

推定される。また、明確には捉えられなかつたが、第 5号土墳及び第 10号土蹟も縄文時代中期中葉末から後

葉の初め頃に属する可能隆がある。その他、弥生時代後期の箱清水式期に属すると思われる第4号溝跡があ

り、本調査区の周辺にこの期の遺構が存在している可能性は考えられる。

遺構外及び第 8号溝跡出上の縄皮土器について

出上した遺物は中期初頭、中期中葉、中期後葉、後期前葉に属するものがみられ、調査地区及びその周辺

にこれらの各時期において生活等の行為があつたことが推測される。採集された縄文土器のほとんどが第 10

号竪穴住居跡及び住居跡の可能性のある第 1髪麺課〒が存在する南東区から出上している。北西 。南束両地区

を隔てる距離は僅か6mほ どで、縄文土器の出土量の違しWまこの近辺を境としている。調査面積が非常に狭

いため断定的なことは言えないが、縄炭時代の集落の主体部は地形的に若干低い北西地区には及んでいなか

つた可能性があり、この場所より昭和 24年の調査地点が存在する南東方向に展開するものと推測される。

遺物は中期中葉から後葉にあたる土器が多く出上し、これらには勝坂系、焼町系、曽利系、加曽利E系、

唐草文系土器及び北信・越後地方から搬入されたと考えられる土器等がみられる。特に丼戸尻 I式(Ⅲ式か

ら曽利 I式併行期に属すると考えられる土器が多く出土している。その中で、日縁部から胴都までの形態が

ある程度分かるものとして、第 8号溝跡出上の 1から4及び遺構外出上の 1・ 2が上げられる。

このうち第 8号満跡の第 50図 1と 2は、4単位の波状口縁を呈するもので、日縁部t』聞 へ移行する手前

の部分で強く張り出し、胴部の中位は若干膨らんでいる。文様は日縁部の波頂部を起点に分割され、その中

に区画文が施される。連鎖状隆線によつて文様帯が日縁部と胴印に分けられ、胴部には半裁竹管による沈線

が脇に沿う隆帯が垂下してその先端が巻かれている。 2の胴部には縄文が施されているが、 1にはみられな

し屯 これらは、隆線脇に平行沈線が沿う焼町土器に共通する特徴を持つた土器である。これらは、井戸尻式

に併行すると考えられる。 1は器形の特徴等から櫛形文上器の影響を受けていると考えられる。また、遺構

外出上の第 53図 1は 4単位の波状日縁を呈した台付で、同図 2は大型の深鉢である。これらは日縁部が4単

位に分けられ、橋状把手が付される。日縁部の文様帯には刻み力功日えられた隆帯と半裁竹管による平行沈線

からなる文様が施され、日縁部から月同部に縄支が施されている。 2の器形には、強いて言えば二原田式上器

の影響が若干みられる。この二点は、井戸尻Ⅲから曽利 I式に併行すると考えられる。但し、これらの資料

は重複関係及び層位等の裏付けに欠けることから、資料の増加を待つて実証的な検討を行う必要がある。

本稿を執筆するにあたり以下の報告等を参考にした。また、縄文土器については (財)長野県埋蔵文化財

センターの寺内隆夫氏の御指導を頂い亀

長野県埋蔵文化財センター2000『上信越自動車道埋蔵文化財発掘調査報告書 28-更埴市内その7-更埴条錢

跡。屋代這跡群 (含む大境遺跡。窪河願酌効 一総論編―』、小諸市教育委員会 1994『東下原・大下原・竹花 。

舟窪・大期 、小林真寿 1987「上小地方における様相」『長野県考古学会剥 55・ 56号、東部町教育委員会 1982

陪 言子』、御代田町教育委員会 1997 pH原田遺跡一縄文編―』、岡谷市教育委員会 1996『花上寺遺跡』等
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第 9図  第 1号堅穴住居跡実測図
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7.543/2黒 褐色土 (褐色土プロック少量混合、
礫多量に含む)硬くしまり、砂質

P2の覆土
7.5YR3/3暗褐色土 (礫多量に含む)
硬くしまり、砂質

礫出土状況
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第 12図  第 4号堅穴住居跡実測国
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17.5YR2/2黒褐色土 (礫を所々含み、炭化物も少量含む)
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Plの覆土
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第 13図  第 5号堅穴住居跡実測図
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第 14図 第 6号堅穴住居跡実測図

第 7号堅穴住居跡実測図 (1)
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第 16図  第 8号堅穴住居跡実測国
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17.5YR4/4褐 色土 (焼土プロック多量に含む)
27.5YR3/2黒 褐色土 (焼土をわずかに含む)
硬くしまる
37.5YR3/1黒 褐色土 (焼土、炭化物多量に、
砂利少量含む)ややしまり粘質

o             2m

・ 印番号は第35図実測図番号

17.5YR3/3暗褐色土 (褐色土プロック少量混入、炭化物、

砂利少量含む)ややしまり、やや粘質

Plの覆土
7.5YR3/2黒褐色土 (焼土プロッタ少量含む)
ややしまり粘質

P2の覆土
7.5YR3/2黒褐色土 (焼土少量含む)

第 17図  第 9号堅穴住居跡実測国
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17.5YR3/2黒 褐往十 (褐色土ブロック所々に混入
炭化物をやや多量に含む)し まりあり、やや粘質
27.5YR3/3暗 褐缶+(明褐色土粒少々混入)
ややしまりのない、やや砂質
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17.543/2黒褐色土 (褐色土プロック混入、
砂利多量に含む)硬 くしまり、やや粘質
27.5職 3/3暗褐色土 (明褐色土粒少々混入)
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炭化物多量に含む)し まりあり、やや粘質

P■5の覆土
7.5YR3/2黒褐色土 (褐色土粒混入、砂利、
炭化物少量含む)し まりあり、やや砂質

卜■6の覆土
7.51R3/2黒褐色土 (褐色土混入、炭化物、
礫含む)しまりあり、やや砂質

P-149

第 20図  第 2号 掘立柱建物跡実測図
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砂利多量に含む)硬 くしまり、やや粘質

P203の覆土
7.5YR4/3褐色土 (にぶい褐色土粒混入、
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硬くしまり、やや粘質

P37の覆土
7.5Yn3/2黒褐色土 (明褐色土混入)やや粘質

P-42の覆土
7.5YR3/2黒褐負十 (礫含む)粘質

P43の覆土
7.5VR3/3暗褐色土 (礫含む)硬くしまり、やや粘質

P67の覆土
7.5VR3/2黒褐色土 (褐色土少量混入)
しまりなく、やゃ砂質

1図  第 3号掘立柱建 物跡実測図
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7.5YR3/2黒褐色粘質土と7.5YR4/3褐色
砂質上の混合

P48の覆土
7.5YR4/4褐色土 (礫含む)やや粘質

P90の覆土
7.5YR3/2黒褐色土 (砂利混入)
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第 22図  第 4号掘立柱建物跡実測図
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第 23図  土墳実測図

―‐50‐―

SK-02

7.5YR3/2黒褐色土
(炭化物少量含む)
しまりあり、やや粘質

S6E15

+
1多
緊各悉騒

(触 DTl1/

27.5YR4/4褐 色土 (褐色土、焼土粒
少量含む)やや砂質

調
査
区
域
外

Ｅ６
＋

§
ｏ

(1)

SK-08



⇔

／

P1     469.60

CT昔
~C′

17.5YR3/1黒褐色土 ややしまる
27.5YR3/4暗褐色土 硬くしまり粘質

Dプ ぎ

0

7.5YR3/1黒褐色土 (褐色土粒混入)

しまりあり粘質

らで
§

獅＼

17.5YR3/2黒褐色土 (暗褐色土少量混入)
しまりあり粘質
27.5YR4/4褐缶十 (黒褐色土少量混入)
しまりあり粘質

＼
4´

・ 印番号は第40図実測図番号

17.5YR3/2黒褐色土 (砂利含む)
しまりあり、やや粘質
27.5粗 3/3暗褐色土 (褐色土少量混入)
硬くしまり粘質
37.5YR2/2黒 褐色土 (礫、砂利含む)
やや砂質
42.5YR4/6赤 褐色

常カ
SK-05

朗
＋

亀
多腎ケ謝 幸ざtぎ辮、絆

SK-11

0            2m

第 23図  土城実測図 (2)
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《同）Ｐ‐　Ｐ

+
S30E36ヵ

ガ

「ヽ
Φ
・り
Φ

ン
庁

ゝ

二

ヾ

SX-03(配石遺構)

調査区域外

7.5YR3/1黒褐色土 (灰褐色土、砂利
少量混入)硬くしまり、やや粘質

SX-02

第 24図  配石・ 集石実測図
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0             1m

Pl

7.542/1黒 色土
しまりのない、やや粘質

儲

∞

7.5YR3/4暗褐色土
硬くしまり、やや粘質

//
0             2m

(3)

調査区域外

17.5YR2/2黒褐色土 じまりあり粘質
27.5YR4/3褐 色土 (焼土粒土少量含む)

しまりあり粘質

0             2m

+
S24E33

7.5YR2/2黒褐色土 ややしまり粘質

゛、

●°

巌/

/ SB-07

ヽ 4´

7.5YR3/1黒褐色土 (炭化物、骨片
少量含む) しまりあり粘質

ア
＼

S【-10

第 23図  土壊実測図

S施6へ

乳了

番号43は第54図の実測図番号

就
17.5YR3/1黒 褐色土 (褐色土粒少量混入、
焼土含む)硬 くしまる
27.5YR3/2黒 褐色土 (暗褐色土混入)
ややしまり、やや粘質

S21E30       Pl

SX-01



SD-01     470.40

7.5粗4/1褐灰色土 (礫含む)しまりない砂質

鞘

9'00

17.5YR3/4暗 褐色土 (鉄分、砂利含む)
しまりあり、やや砂質
27.543/1黒褐色土 (褐灰色土混入、礫含む)
砂利層

SD-09         470.40

ヤ

・ 印番号は第50図実測図番号

+
N3E21

+
N3E15

470.40
廿

帥

一
470.40

17.5Ⅶ 3/1黒褐色と褐灰色上の混合
(にぶい褐色土プロック混入、砂利、
鉄分含む)粘土層
27.5YR3/1黒 褐色土 (褐色土混入、
鉄分多量に含む)ややしまり粘質

SD-06    470.00

―
7.5m3/2黒褐色土 (暗褐色土少量混
入、炭化物多量に、鉄分少量含む)
硬くしまり、やや粘質

調査区域外

0            4m

SD-01

P-302

十

SGE15

P-246

＋

Ｎ３Ｅ

調査区域外

第 25図  第 1・ 2B5・ 6'7・ 8B9号 滞跡実測図
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469,80
A~¬ψ庁アド

7.5YR3/3暗褐色土

Br手紹,80
7.5YR3/3暗褐色土

469.80
CiЦ=″ c′

7.5YR3/3暗褐色土

D~、ユ埒'80
469.80

E~―、、ノ
ニ E′

469.80
F~_~F´
7.5YR3/3暗褐色土

469.80
C―サ
ー
C′

469.80
H~y H′

469.80
1~¬七オ
~ド

0            4m

ST-02

代

労 ′

P-49

硬くしまる粘質

しまり弱い、やや粘質

しまりない砂質

硬くしまる

調査区域外

廿

1を

'科

偕ま鶴 む野猛昌
ツ躯入

27.5143/1黒褐色土 硬くしまる
37.5Y隠/3暗褐色土 硬くしまる

SD-03

+
N12E12

+
N9E15

ξゝ

P-110 ‐
′

P-111 ST-04

Ⅲ∂′

卜147

+
N15E6

調査区域外

0             5m

SB-05

十

Ｎｌ５

0             4m

第 26図  第 3・ 4号 溝跡実測図
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第 27図  ピッ ト実測図 (1)
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位

置

グリッド N24E6,H24E9,N24E12,N27E6,H27E9 そ
　
　
の
　
　
他

柱
穴
Pl(0.46XO。 42XO.20)

標  高 469.06-469.16

密

位置 難
規

模

規模 1夙 25X?  1床向積 1不明
趾

壁高 1西割 .50 南蜘 。40
形態

覆

　

土

17.
の
27.
る

(明褐色土プロックを含む) しまり

9警今赤盟督患善隼混々じ
備

考

善き盆券露言量摂金務ぁ孫いる
形

態

平面形態 隅丸 (長)方形 1主軸方位 IH―
『
―▼?

そ の 他

第 1号住居跡 遺構実測図 (第 9図)  遺物実河図 (第28図)

第2号住居跡 遺構実測図 (第10図)  遺物実測図 (第2弼り

第3号住居跡 遺構実河国 (第11図)  遺物実測図 (第30図 )

第4号住居跡 遺構実測図 (第12国)  遺物実測国 (第31D

(規模の単位はm)

位

置

グリッド H21▼6,N2119,N21▼ 12,N24▼ 6,N24▼9,N24▼ 12 そ
　
　
の
　
　
他

柱
穴 路〔&鋸 |&4ヱ|&:3驚〔&;]冊甘】|&舘

標  高 469.24-469。 36

竃

位置 離
規

模

規模 1不明   1床 面積 1不明
覆 土

監高 1東則 。36 南Hll.33
隣

覆

　

土
2ξ鉾鐵ど墓発鴇痩鼻みを備

考

攀響籍監盤っ韓
形

態

平面形態 隅丸 (長)方形 1主軸方位 |卜 73・ ■ ?

そ の 他

位

置

グリッド H15口9,N15▼6,H15▼9,H18▼8,N18▼ 6,N18▼9 そ
　
　
の
　
　
他

柱
穴 :I〔I:I:II::!群 I:II〕   P2(0.56XO.50XO。

20)

標  高 469。 34-469。 48

竃

位置 北東監    1規 模 10.97XO.58規

模

規模 1不明   1床 面積 1不明
覆土

壁高 1北東蜘 .40 南西蜘 。20
隣

覆

　

土
:をき子なξ雪三言ぞ三:[歩口↑夢風をき]争

や`や
備

考

謡君盈義聾窪壊衆
られる

形

態

平面形態 隅丸 (長)方形 1主軸方位 |卜3♂ ―▼

そ の 他

位

置

グリッド H15El岳 H15El&H18ElZ N18El岳 H18E18 そ

　

　

の
　
　
他

柱
穴
Pl(0。 42XO。 38XO.29)P2(住 45XO。 42XO。 lD

標  高 469。 28-469。 32

=

位置 離
規

模

規模 14.30X?  1外国碩 1不明
趾

壁高 1西割 。28南劉 。20
隣

覆

　

土
2存識潟誕セ貰第拶協平籠箋妻と争そitttCそ冦備

考

北東部分は調査区域外

形

態

平面形態 隅丸 (長)方形 1主軸方位 IH嗚″―▼?

そ の 他

第 2表  堅穴住居跡観察表 (1)
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第5号住居跡 遺構実測図 (第13図) 遺物実測図 (第32図) (規模の単位はm)

位

　

置

グリッド
H12E8,H12E6,N15▼ 3,N15E3,N15E6,H1873,
N18E3

そ

の

他

柱
穴 :;〔I:4:II:19帯 I:i`;  P2(0。

50XO,48XO。 18)

標  高 469.36-469,46 位置 北壁中央   1規 模 11.13X?
規

模

規模 15。 95X5,801床面積 133,7BF(推定)

竃 4EL :騨曽E:ヨ:ここヨζ;オ::を壁高 1東壁0。 32 】L40。 24

覆

土

1みをYt晉琴零幸番督
を所々含み、炭イ助蜂 →

形態 石組

形

態

平面形態 隅丸方形    1主 軸方位 |卜
『
■ 備

考
更F翼争鵠醒雫匿探径周溝を巡らす

そ の 他

第 6号住居跡 遺構実測図 (第14図) 遺物実測図 (第33図)

位

置

グリッド N3E6,N3E9,S3E6,S3E9 そ
　
　
の
　
　
他

柱
穴

標  高 469.77～ 469.82

竃

位置
規

模

規模 13.08X2.00?1床面積 1不明
覆 十

壁高 1東壁0,10
形態

覆
土
1諧警宏゙τ豊り汚斌キ苓零暑選禦 破化物を多量備

　

　

考

西部分は調査区域外

形

態

平面形態 隅丸長方形  1主軸方位 1卜 9。 ■ ?

そ の 他

第7号住居跡 遺構実測図 (第15図) 遺物実測図 (第34四,第 図)
位

　

置

グリッド S30E4泳 S33E39,S33E4み S33E4岳 S36E39
S36E4猛 S36D45 そ

の

他

柱
穴 路8::息 II:4i常 I・ B務 髭〔I:`:常 I:B[IIiti:

標  高 469。 46-469.52

窪

位置 北東壁中央

規

模

規模 15。 10X?  1床向積 1不明 鰈 1.86XO。 78建醜豊1.00XO.5の

壁高 1南東劉 .58 北東壁0.42

趾

27.
か
37.
わ
47.
57.

ゃ
３
ゃ

や
ｙ
や

覆

土

隣
形

態

平面形態 隅丸方形    1主 軸方位 IH 35・ ■
備
考 需要薄簾謡書墨壌縁瘍 ゴ

ヒ西壁下の床面明溝
そ の 他

第8号住居跡 遺構実河図 (第16図)
位

置

グリッド S9E12,S9E15,S12E12,S12E15 そ
　
　
の
　
　
他

柱
穴
Pl(0,42XO,38XO。 20)

標  高 469.84-469.88

窪

位置 規模
規

模

規模 14.00X?  1床面積 1不明
趾

監高 1南東蜘 。14 ゴ配璽鋤.12
隣

覆
土
17.543/2黒褐色 ややしまりあり やや砂質

備

　

　

考

南西側は調査区域外

形

態

平面形態 隅丸 (長)方形  1主軸方位 |卜 73・ ▼?

そ の 他

第 3表  堅穴住居跡観察表 (2)
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第9号住居跡 遺構実測図 (第17図) 遺物実測図 (第35図)

第10号住居跡 遺構実測図 (第18図)  遺物実測図 (第36図)

鰈 の単位はm)
位

　

置

グリッド 饂::を期 お
鶴弱'S3E9,S3E14,弱 闘 ,

そ

の

他

柱
穴
Pl(0。 92XO.86XO.lD P2① 。44XO。 42XO。 10

標  高 469.35-469.43

竃

位置 北壁 規模 11.80Xl.70(焼 土範囲)

規

模

規模 1不明   1床 面積 1不明

覆土

1各
怒M/4褐色土 焼土をプロックに多量に
2み躍胃t蚕督色土 焼上をわずかに含む
3各
怒v零尋ゼ豊才ぁ箸恙営堡TL2を多量に

監高 1東壁 0。 40 北壁 0。 30

覆

土

1甥 建辺尉豊累口|る tttξ栃:サt
形態

形

態

平面形態 隅丸方形    1主 軸方位 1卜1″ ―E?
備
考 離鞄鰹謡財そ の 他

位

置

グリッド S33E30,S33E39,S33E4Z S36E39,S36E42 形

態

平面形態 1円形?    1主 軸方位 1不明
標  高 469。 40-469.50 そ の 他

規

模

籐 不明   1床 面積 1不明 そ

　

　

の
　
　
他

柱
穴 路濯29♀と!ヵ裂と!1禦

P2(0。 20X?XO。 06)

壁高 北西蜘 。38 北壁 0。 30

竃

位置 鰈

覆

土

焼土をわずかに含む しまりのあ

多量に、焼土を少畳含

炭化物をわずかに含む

身発 む しまりの

(領聾て聡J七詠盈89るせ勢の

る籍善宝
ずかに、厠 ヒ物多量に含

覆土

形態

備

考

辮 魯義整L粥

第 4表  堅穴住居跡観察表 (3)
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第 1号掘立柱建物跡 (遺構実測図 第19図  遺物実測図 第37図 ) (規模の単位はm)

位置 グリッドI N18E9,S18E12,H18E15,N21E6,N21闘 ,N21E12,N21E15,N24E9,N24E12

鰈 桁行 3間×梁行2間 (5。 60× 4.70)1柱間寸法 1桁行1.87 梁行2.351主軸方向 IN-39・ ▼

柱 穴

No 長径 短径 深 さ 平面形 遺 物 等 NQ 長径 短径 深 さ 平面形 遺 物 等

0.51 0,48 0。 20 円形 0。 70 0。 64 0.85 円形

0,68 0。 59 0。 38 精円形 土師養 0。 76 0.61 0。 36 楕円形 土師甕・ 高郭(妙

0。 54 0。 46 0。 38 楕円形 0.85 0.64 0。 38 楕円形 土師高郭(1)等

0。 64 0.62 0。 23 円形 土師甕・郭・等 174 0,45 0,42 0。 28 楕円形 土師養

0.80 0.72 0。 52 円形 緻 滸 0.90 0,70 0.38 楕円形

第2号掘立柱建物跡 (遺構実測図 第20図  遺物実測凶 第38図)

位置 グリッドI N1876,N18▼ 9,N2173,N21▼ 6,N21▼9,N24T3,N24W6,H24▼ 9

難 桁行 2間 X梁行 2間 (420X3.80)1柱間寸法 1桁行2.10 梁行1.90 1主軸方位 1卜63.■

柱 穴

No 長径 短径 深 さ 平面形 遺 物 等 No 長径 短径 深 さ 平面形 遺 物 等

0.82 0。 82 0。 56 秘 土師甕 1.00 1.00 0。 66 精円形 義召挿撃・甕須恵

0。 88 0。 86 0.66 円形
4壽嚢挙鰊
・壷 〔0.751 0.58 0.38 楕円形

0。 92 0。 82 0。 50 楕円形 内黒郵 土師甕 弥生壷 0。 88 0.86 0。 48: 円形 土師養 弥生壷

116 0,90 0,82 0。 64 円形 空講 〔4:籍G) 0。 40 0。 40 0。 53 円形 弥生壷 土師甕

第 3号掘立柱建物跡 (遺構実測図 第21図)

位置 |グ リッド N12E6,N15E3,N15E8,N15E9,N18E6

規模 1桁行2間X梁行 1間 (3,30× 3.00)1柱間寸法 1桁行1.65 梁行3.00 1主軸方位 1卜4T司

柱 穴

血 長径 短径 深 さ 平面形 遺 物 等 NQ 長径 短径 深 さ 平面形 遺 物 等

〔0.46 0.40 0。 42 楕円形 0.46 0.44 0.48 円形 萎騒フη翌聟夢
0.50: 0。 43 0.26 楕円形 0,47 0。 38 0.20 楕円形

0,34 0,28 0。 16 楕円形

第4号掘立柱建物跡 (遺構実測図 第22図  遺物実測図 第39図 )

位置 グ リツ ドI N6E9,N6E12,N6E15,N9E9,N9E12,N9E15,N12E9,N12E12,N12E15,N15E12

雛 桁行 3間×梁行 2間 (6。 24X3.80)1柱間寸法 1桁行2.08 梁行1,90 主軸方位 1卜 13・ ¶

柱 穴

血 長径 短径 深 さ 平面形 遺 物 等 Ntl 長径 短径 深 さ 平面形 遺 物 等

0。 62 0。 60 0.38 円形 土師襄 0。 52 0。 46 0,14 楕円形 土師養

0.42 0,40 0。 20 円形 土師不明 141 0,56 0。 45 0.24 楕円形

0,65 0,60 0,28 円形 須恵甕 土師養・郷 0,48 0.42 0。 29 楕円形

0,52 0。 50 0.32 円形 154 0.58 0.54 0。 30 円形 土師郭(1)・養

0.50 0。 56 0,28 円形 墾番攣
・壷 0,48 0,40 0,22 楕円形

第 5表  掘立柱建物跡観察表
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遺構実測図 第23図   遺物実河図 土器―第40図 石器―第54図 土偶―第55図 瓦―第56図

軸 位 置 長径 短径 深 さ 平面形態 断面形態 遺 物 備 考

SX 01 N15▼3,N15E8
N18▼3,N18E8

1.43 1.00 0。 30 楕円形 たらい状 舒寧路ギ摯纏
S【-02 N9E6,N12E6 1。 92 1。 45 0.66 変形楕円

形
すり鉢状

額評越 緻
S【-03 N3E6 1.93

？

・ 0.92 楕円形 すり鉢状 須恵辱(1)土師甕 須憲 南半分は調査区域外

SX-04 硼鴎
弱
Ⅷ
Ｎ９

９

・
？

・ 0,33 不明 繭 利 須恵甕(1) 内黒郭 土師甕
善義ほ幾豊a外

SK-05 N9E6,N9E9
N9El島 N12E9
N12E12

4.64 4.62 0。 46 円形 凰向凹凸
あり 課番芦鉢暑黒勝,,「オ?8う浅

ST-03に切られる

S【-06 S3E27 Z38 0.88 0,30 楕円形 たらい状
鍵嚢
皿 (1)・椀 (D 須恵郭

S【-07 S6E27,S9E27
S6E30

3,42 1.48 0。 38 不定形 たらい状 鐵 3土髪警(輔井
S【-08 S3E15,S3E18
S6E15S6E18

3.52 0,92 0。 20 溝状の不
影

たらい状
蜜壽憂
蓋(1) 弥生高郭 e養

S【-09 N9E9,N9E12
N12E9,N12E12

2.88 1.42 0。 37 秘 すり鉢状 緻 群  (1.D
石器(0

S【-10 S33E36
S33E89

？

・

？

・ 0.20 楕円形 ? 師 秘 蟹瀞無あ麟Q・ D
制瑚7に切られる

SI-11 S12E24
S12E27

3.72 1.42 0.22 溝状の不
影

たらい状

騨
名齢鞠露

・ SD 05に切られる

第 6表  土墳観察表

遺構実測図 第24図  遣物実測図 土器―第41図 石器―第54図

遺 構 Ntl 位 置 長径 短径 深 き 平 面 形 態 断 面形態 遺 物 備 考

SX-03 S30E30 0。 93 0.51 0.25 長方形 底面平坦
垂直に掘る 纂簡Q撃 踊 遇閑彗1

第 7表  配石観察表

遺構実測図 第24図  遺物実測図 土器―第42図

遣 構 NHL 位 置 長径 短径 深 さ 平面形 態 断面形 態 遺 物 備 考

SX-01 S27E36 1.50 0。 88 0.06 不定形 たらい状
斃鸞Q～め須恵

カ

SX-02 S21E30,S21E33
S24E30,S24E38

？

・ 0.82 0。 18 楕円形 U勒 縄文深鉢(1～3)

第 3表  集石観察表
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NQ mNa 長軸 短軸 深 さ 覆 土  (色相はすべて7.副D 遺 物 等

1 3/4暗褐負+(礫、鉄分少量含)硬 くしまり、砂質 箱清水高郭

2
¥お縫

壁 鶴 L‐L枚 虫 鋤 舛 aし まりあり、

3 3/2黒褐色土 (明褐色土粒混)しまりあり、やや粘質

4 3/4暗褐色土 (謀、鉄分少量含)硬 くしまり、やや砂質 内黒郭 (ロ クロつくり)

5 0。 23 3/3暗褐色キ (炭化物少量含)しまり弱く、やや砂質 土師郭

6 27-1 3/3暗褐色土 (褐色土粒、礫、少量含)ややしまり、砂質

7 27-1 0.24 3/3暗褐色土 しまりあり、砂質

8 13/3暗褐色± 23/1黒褐色土、しまりあり、やや砂質

9 0.54 3/2黒褐他+ 硬くしまり、やや砂質 土師郭 (糸切) 須恵郷蓋
27-1

？

・ 3/2黒褐色土 (炭化物、砂利含)硬 くしまり、やや粘質 内黒郭

27-1 3/2黒褐角十 (礫含) 内黒郷 土師カメ
？

ｏ 】ユチζ驀雹呈」極督にとま′曽&粘質

】4チそ暑雹里土長でc争サ零お粘質
0。 52 】4チ:君雹呈土長でc豊サ零導粘質 蛮爵努芽(52図1,か 須恵郷

】ヱチヨ播雹呈土長盟c争サ零お粘質
9

】幣譲雛濃ぢ2,P潔牌 土師カメ 箱清水カメ・ ツポ

3/3暗褐色土 (褐色土少量混)やや粘賢

3/2黒褐伍十、硬くしまり、やや砂質 土師カメ

暮韓や
り
質

や
ま
粘

り
し
や

ま
や
や

し
や

ヽ

や
，
り

や
混
あ

＞
土
り

寵

磯

土
土
土鵡
聴
躙阻躙
3/1黒褐角十 (褐伍十、炭化物混)硬くしまりやや粘質

0.14 3/3暗褐色十、しまりのないやや粘質

3/2黒褐伍+(褐色プロック混)ややしまり粘質

4/3褐色土 (にぶい橙プロック混)しまりあり、粘質

3/2黒褐色土硬くしまり粘質 土師カメ

4/3褐色土 (明褐色泣混)硬くしまりやや粘質 土師カメ

27-1 0。 43 2/2黒褐色+(明褐色プロック混)硬くしまりやや粘質 土師カメ

0.25 3/3暗褐色十 (明褐色土粒混)やや砂質

3/3暗褐色上 しまりのないやや砂質

と孔評聞握語糧琶圭〔壊舞多≧督弁宅景宮)硬 (しまり韓粘質

3/2黒褐負十 (藤含)しまりあり、砂質

27-1
？

・

3/3暗褐色土 (礫、鋏分少量含)ややしまり砂質

27-1
】れ謡認チi薫掲琶圭〔鎮赤灘 管3雪昌烹モ零岳蕃

る土師カメ

27-1 0。 44 2/2黒褐角+(明褐色土粒混)やや粘質

3/4暗褐色土 (鉄分多量含)ややしまり砂質

4/4褐色土 (黒褐伍十混)やや砂質

27-1 3/2黒褐色+ 硬くしまりやや粘質

第 9表 イピッ ト観察表 (1)
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Nd mNE 長径 短径 深さ 覆 土  (色相はすべて■5VRJ 遺 物 等

27-1 0,38 0,29 0。 20 3/2黒褐色土 硬くしまり、粘質
27-1 0。 32 0.31 0。 10 4/4褐色土 (黒褐色土少量混)硬くしまりやや粘質

彦7-1 0,38 0.36 0,15 3/4暗褐色土 (褐色上、鉄分、砂粒少量混)しまりあり、,,粘質

0,36 0.33 0,15 3/2黒褐色+(褐色土混)しまりのない砂質

0。 50 0.45 0,17 3/2黒褐色土 (砂利、鉄分含)しまりあり、砂質

0,46 0,40 0,22 3/2黒褐色土 (褐色上、砂利少量混)硬 くしまり砂質

0_22 0。 21 0。 12 3/3暗褐角+ しまり弱く砂質
0.30 0.29 0。 16 黒褐色土 (砂利混)し まりなく砂質

0。 32 0.32 0,16 3/2黒褐色上 しまり弱く砂質
0.52 0。 40 0.21 3/3暗褐色土 (鉄分少量含)しまりあり、やや砂質

0.26 0。 24 0,17 3/4暗褐色+ ゃゃしまり、やや砂質
0。 35 0。 35 0.13 3/3暗褐色土 (褐色キ混)しまりあり、やや砂質

0.60 0.60 0。 23 3/4暗褐角+(鉄分少量含)しまりあり、やや砂質 内黒郭 須恵郭 縄文
0,41 0。 40 0.22 3/1黒褐色土 (砂利少量含)しまりあり、砂質

27-1 0.52 0.40 0。 13 3/1黒褐色土 (礫少量含)しまりやや弱く、砂質 土製円盤 (55図D 土師カメ
27-1 0。 22 0,21 0,12 黒褐伍十 ゃゃしまり、やや砂質

0。 26 0。 23 0。 32 4/2灰褐色土 (炭化物含)硬くしまり粘質

0.82 0.68 0。 13 3/3暗褐色土 (韓、鉄分含)し まりあり、砂質

27-1 0,28 0。 25 0,10 褐色土 しまりのない、やや砂質
27-1 0。 34 0。 32 0.00 黒褐色上 しまりのない砂質
27-1 0。 30 0.22 3/3暗褐色キ (明褐色土粒含)しまりあり、やや砂質

27-1 0。 62 0。 15 3/4暗褐色+(募少量含)ややしまり、砂質

0.35 0。 22 0。 14 4/2灰褐色土 やや砂質
0.52 0,36 3/2黒褐色土 (褐色十、炭化物混)硬くしまり砂質 須恵郭 (52図3)土師カメ

27-1
？

・ 0。 34 0.27 13/3暗褐色± 23/2黒褐色土 (鉄分少量含)しまりあり、甑 土師カメ 内黒郷
？

・ 0.50 0。 18 3/3暗褐色土 (褐色土粒混)しまりあり、やや砂質 内黒郭 土師カメ
？

ｏ 0.58 0.26 】孔評饂握層福琶圭雛蜜雀暑貪と要】密段ゃゃ砂質
0。 70 0.67 0。 32 4/2灰褐色土 (明褐色土粒混)硬くしまり、粘質 土師カメ内黒郭 須恵郭

27-1 0.58 0。 32 0。 20 3/2黒褐色土 (炭化物少量混)ややしまりのない粘質 須恵カメ 土師カメ
0。 18 0。 16 0。 10 3/2黒褐色土 しまりのないやや砂質 土師郭 (付着物)

0,35
？

ｏ 0。 25 3/2黒褐色土 (明褐色土粒混)やや粘質

27-1 0_62 0_55 0。 16 3/3暗褐色土 (明褐色土混)しまりあり、砂質

″7-1
？

・ 0.52 0。 23 13/3暗褐色± 24/4褐色土 (本根混)硬 くしまり、韓粘質

2子-1 0.60 0.58 0.26 ウ:チユ牌 等筆裟尋夢と,,棋質

27-1 0。 32 0。 16 とこチユ疾福琶圭 卓卓襲写プロック状
0,25 0。 22 0,10 4/1褐灰色上 しまりのない砂質 土師カメ

27-2 0,42 0,43 0,15 3/3暗褐色土 ややしまり、やや粘質 土師カメ

0。 41 0。 30 0。 17 3/3暗褐色十 (炭化物、礫少量含)やや粘質

27-1 0.52 航42 0.09
弱り

し

ま
な
し

り

≫
ま
含
し
灰
獄土
化
色
炭

糊

0.44 0.襲 0。 13 暗褐色上 しまりのない砂質

第 10表  ピッ ト観察表 (2)
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NIL mNa 長軸 短軸 深 さ 覆 土  (色相はすべて■副り 遺 物 等

27-1 0。 45 0。 43 0。 18 3/2黒褐角十 (明褐色土混)硬 くしまり粘質

0.46 0,42 0.16 3/3 暗褐色土 ややしまり、粘質
0。 58 0。 54 0_16 3/3暗褐色土 (焼ム 炭化物含)しまりあり、粘質

0,43 0。 14 13/2黒褐色土 ややしまる 25/4にぶい褐色のプロ,オ
0。 25 0。 24 0,20 3/2黒褐角十 しまりのない砂質 内黒郭等

27-1 0.58 ？

・ 0。 20

27-1 1.18 0。 92 0。 25 14/2灰褐色土 (礫含)D質 23/3暗褐色 憎しまる粘質 箱清水カメ 土師カメ
27-2 0。 10 0。 10

27-1 0。 24 0。 13 4/3褐色土 しまりあり、やや粘質
2イー1 0。 22 0。 20 0。 12 暗褐色+ しまり弱い砂質

0。 46 0.38 0。 20 4/3褐色上 しまりのない、やや砂質
27-1 0.50 0.38 0。 28 4/3褐色土 (暗褐色土混)硬くしまりやや粘質 縄文中期

27-1 0.28 0。 26 3/2黒褐色+(礫混)やや粘質
0.40 0.39 0。 23 3/3暗褐色土 (褐色土少量混)硬 くしまる

0。 35 0。 34 3/3暗褐色土 (礫含)砂質

0.28 0,25 4/3褐色砂質土

27-2 0,50 0,39 0。 14 3/2黒褐色キ (褐色土プロック少量励 ややしまり、やや砂質

27-2 0.38 0.32 0.20 4/3褐色土 ややしまり、やや砂質
27-2 0。 32 0。 26 0,24 3/3暗褐色土 (明褐色土カァタ、砂利混)しま,0あるやや粘質

27-2 0。 43 0。 43 0131 3/2黒褐角十 (炭化物少量混)ややしまり、粘質

0.38 0。 30 0。 22 3/4暗褐色土 (炭化物少量混)ややしまり、粘質
？

ｏ 0.43 0.08 3/4暗褐色上 しまりのない、やや粘質
0.29 0.27 0.40 3/2黒褐色土 (明褐色土粒混)しまりあり、粘質

27-2 0.24 0。 22 0.24 3/2黒褐色+ 硬くしまり、やや粘質 土師カメ

27-2 0.35 0。 11

27-2 0.32 0.28 0。 13 黒縦 (DETヒ宅力、礫混)しまり弱い粘質 箱清水カメ 内黒杯
27-2 0,32 0.17 3/2黒褐伍十 しまりのある、やや粘質 土BFS等

27-2 0.63 0.20 3/2黒褐伍+(褐色土粒混)ややしまり、やや粘質
27-2 0。 28 0,23 0。 24 3/2黒褐色土 (炭化物少量混)しまりあり、粘質

27-2 0.47 0.42 0.16 3/2黒褐色土 (炭化物少量混)ややしまり、やや粘質

27-2 0.64 0。 40 0.07 4/3褐色上 しまりのない、やや砂質
27-2 0_25 0,23 0.32

′
′ 黒褐色土 硬くしまり粘質

27-2 0.34 0,33 0.10 4/3 褐色上 しまりある、粘質
27-2 0,24 0,22 0。 06 黒褐角+ しまりのない砂質
27-2 0,30 0,28 0.22 3/2黒褐色土 (炭化物少量混)しまりのない粘質

27-2 0。 開 0.50 0。 22 13/2黒褐色土 (礫混)しま,とし 24/3褐色土 硬くしまる 土師カメ
27-2

？

・ 0.52 0。 30 3/2黒褐色土 (古木混)硬 くしまる粘質

27-2 ９

ｏ 0,30 3/2黒褐色土 (礫混Dしまりあり、やや粘質 土師カメ

0,72 0。 65 0.35 3/3暗褐色十 (砂利混)し まりあり、やや砂質 箱清水が 須恵辱 内黒年縄文幅
27-2 0。 48 3/2黒褐色土 (礫、砂利混)ややしまり、やや粘質 須恵郭 内黒郭 縄文中期
27-1 0,55 0.46 0.12 3/3暗褐色土 (砂利多量混)し まりのない砂質 箱清水が・部 上師オ)縄文中期
27-2 0.42 0.40 0.23 3/2黒褐色+(焼土少量混)しまりのない砂質 須意カメ叫 箱清水カメ 土師カメ

第 11表  ピッ ト観察表 (3)
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No mHE 長軸 短軸 深 さ 覆 土   (色相はすべて7.5YRJ 遺 物 等

0。 32 0.26 ?

0。 27 0。 24 0,28 暗褐色土 硬くしまる粘質 土師カメ

27-2 0。 36 0。 32 0。 13 黒褐角十 しまりのない砂質
27-1 0。 48 0.43 0。 12 暗褐色土 ややしまり、やや粘質
0.47 0.41 0。 32 2/1黒褐色土 (焼土粒、炭化物、礫混)しまりあり、砂質 土師

'メ

Gロタロ)内器 土助メ縄文幅

0。 36 0.32 0.21 4/3褐色土 (炭化物少量混)しまりある粘質 須恵郭蓋 (52図つ

0。 26 0。 25 0.14

0.46 0.44 0.13 3/1黒褐色土 (炭化物少量混)ややしまり、やや粘質

27-1 0。 39 ？

・ 0.10 3/2黒褐色土 (明褐色土混)やや砂質 内黒郭 縄文 (52図D
？

・ 0。 32 0.10 3/2黒褐色+(炭化物、焼土少量混)砂質

27-1 0.44 0,07 4/4褐色土 (暗褐色土混)しまり弱い、やや粘質

27-1 0。 46 0.43 13/2黒褐色土、ややしまり、粘質 24/4褐色土、韓しまり、粘質

27-1 0。 54 0。 18 3/2黒褐角+(砂利混)ややしまる砂質 内黒杯 (付着物)

0.40 0,32 0。 12 黒褐色土 ややしまる砂質
27-2 0.64 0。 12 3/3暗褐色+(焼土少量混)しまりのない砂質 土師カメ

27-2 0。 42 3/2黒褐色土 (褐色十混Dしまりのない砂質

0。 32 0.24 3/3暗褐角+(砂利少量混)し まりあり、砂質
27-1 0。 38 0.40

薫掲琶圭〔盤響露ヒ霧か豊甚イ■導t掌再粘質
土師カメ

27-1 0.30 0。 29 0.09 3/2黒褐色土 (褐色土混)しまりあり、やや砂質

27-1 0.58 0.52 0.07 】ユチユ嬉雹呈★≦福琶圭盪;慶 B露〔ミ 質
質
粘
粘
や
や
や
や

0.52 0.52 0。 31 3/3暗褐色土 (明褐色土粒少量混)しまりのなと、やや粘質

0.68 0,66 0。 50 】Bチ〕重摺琶圭解築望蟹鵡謝ヒ易み量亀イ■零t寧儒粘質内黒椀 土師カメ
173 0.68 0.63 0.34 3/1黒褐伍+(褐角+粒、礫混)しまりあり、やや砂質 須恵邪 (高台付)

？

・ 0.52 0.28
質粘

り

り勇曖顔

ま

く

り

し
硬
ま

ｊ
う
し

鵬

ロツタ硬く

く
て
ブ

土
土
土

譴

聴

須恵郭 (52図6)

27-1 0。 28 0。 26 0,10 3/3 暗褐色上 しまりのない砂質 土師カメ 縄文中期
27-1 0.83 0,79 0.42 3/2黒褐色土 (褐色土粒少量混)硬 くしまり粘性 土師カメ・郭 縄文中期
27-1 0.86 0。 80 0。 23 3/2黒褐色土 (明褐色土プロァタ、焼止少量混)ややしまり、粘性 土師カメ

27-1
？

・ 0。 20 0,12 3/3暗褐色+ ややしまり、やや粘質 般

27-1 0.23 0。 22 0.09 黒褐色十 ゃゃしまる

27-1 1.00 0。 48

!影1亀逼皇与J撃引|そセζg孝鷺魯讐
あり、やや粘質土師カメ 内黒郭 箱清水カメ

0。 91 0,88 0.43 3/1黒褐角+(礫、砂利、炭化物混)し まりあり、|1粘質 土師カメ 箱清水ツボ等
27-2 0,42 0.26

′
′ 黒褐色上 しまりのない砂質

27-2 0。 48 0,48 0。 18 3/2黒褐色+ しまりのない砂質
0,39 0。 36 0.12 黒褐角キ しまりのない砂質

27-2 0,28 0,25 0.07 4/2灰褐色土 ややしまり、砂質
27-2 0。 36 0。 35 0。 24 3/3暗褐色土 (黒褐色土少量混)しまりあり、やや粘質

27-1 0.43 0.30 0。 13 3/2黒褐色土 (炭化物少量混)しまりのない粘質

0。 38 0。 37 0。 12 黒褐色+ ゃゃしまる 土師カメ
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h

「

h 長描 短軸 漂さ 覆 土  (色相はすべて7.5VEJ 遺 物 等

27-2 0。 17 0。 16 0.14

0。 25 0。 20 0。 10

27-2 0。 34 0.36 3/3 暗褐負+ ゃゃしまり、やや粘質

0.39 0.39 0。 33 4/3 褐色土 ややしまり、やや粘質

27-2 0。 25 0。 22 黒褐色十 しまりのない砂質

27-1 0.28 0.08 3/3暗褐負十 硬くしまり、やや粘質
27-1 0。 66 0,31 3/2黒褐色+(砂利、鉄分少量混)硬くしまり、砂質 Jカメ内部・部(52E7JMIメ 服

27-1
？

・ 0.18 3/8暗褐負+(褐角+混うしまり弱く、砂質
？

・ 0.06 3/8暗褐色土 ややしまり、やや粘質
0。 77 0。 22 3/3暗褐色+(砂利少量混)硬くしまり、やや粘質

27-1 0.40 0。 32 0.27 古:チユ箪掲琶圭ヽ(慶ft易み皇含)しまりあり、やや粘質 箱清水高郭

0.60 0,45 】ジユ薫掘琶圭〔懇晟歩豊詈;しま9圭 9ミ 甚善粘質

27-2 0。 29 0.24 0。 22 3/1黒褐色土 土師カメ等

27-2 0。 34 0_32 3/3暗褐色+ 縄文

27-2 0。 50 0.22 3/3暗褐色+(焼土混)

27-2 0.53 0.44 0.35 3/2黒褐色土 (褐色プロック混)

27-2 0.34 暴雹里★聾籍色空野良通)
27-2 0_39 0。 36 0。 08 3/2黒褐色土

27-2 0。 36 0.08 3/3暗褐伍+ 縄文

27-2 0,45 0.15 3/2黒褐色十 (褐色土混)

27-2 0.40 0.17 3/3暗褐角十 (焼土少量混)

27-2 0,40 0.09 3/2黒褐角十 (褐L_L混)

27-2 0.38 0.14 3/3暗褐伍十 土師カメ 掘皮
27-2 0。 36 0.32 0,30 3/2黒褐色土 土師カメ 縄文
27-2 0,45 0。 44 0,22 2/2黒褐色土 (黒色土混) 土師カメ

27-2 0.39 0.87 0.32 3/3暗褐角+ ゃゃ砂質 縄文中期等

27-2 0.66 0.63 0.28
¥モ轟饗
■土 鶴 色土枚 則 ヒ扶 砂利Dし まりあり、 縄文中期 箱清水ツポ 土師等

27-2 0。 58 0.56 0.06 3/3暗褐色土 (褐色土混)ややしまり、やや粘質 箱清水力)・ワボ縄文幅 (52園0等

27-2 0,60 0。 19 0。 19 】影オ轟琶圭〔薫糧里歩豊最干)や
やしまり、粘質

224 27-2 0.86 0.74 0。 30 】影:誦掘色圭〔編島差伴ラと▼夢換多ユヽやや粘質 縄文 箱清水カメ等

27-2 0。 27 0。 26 0。 09 3/3暗褐負+(褐色土混)しまりあり、粘質 土

「
27-2 0.62 0.56 0。 24 2/2 黒褐伍+ しまりあり、粘質 内黒郭 土師カメ 縄文中期
27-2 0.53 0.48 0.27 3/4暗褐色土 (褐色+粒混)ややしまり、やや粘質 須恵郭蓋 土師
27-2 0。 34 0。 25 0.10 3/3暗褐色土 しまりあり、やや粘質
27-2 0,42 0。 34 0.20 3/4暗褐角+ やや粘質
27-2 儀40 0。 38 0.20 3/2黒褐色土 (褐色土少量D
27-2 0.84 0。 75 0,37 3/3暗褐色キ (褐色土プロック、焼上、炭化物少量混) 土師カメ等

27-2 0。 26 14/2灰褐色土 (焼上、炭化物多量D 24/4褐 色土

27-2 0。 46 0.36 0.42 3/4暗褐色土 (鉄分少量含)し まりあり、やや粘性

第 13表  ピッ ト観察表 (5)
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No ENd 長軸 短軸 深 さ 覆 土   (色相はすべて7.5YRJ 遺 物 等

27-2 0,93 0.86 0.30 4/4褐色土 (焼止、炭化物少量含) 須慮皿 (52目9)土師カメ等
27-2

？

・ 0。 36 】ユチ4暴雹里★葉箔巷重追)硬くしまり、やや粘性 土師カメ等

27-2 0.38 0。 34 0。 32 3/3暗褐色十 (褐t‐L、 焼土少量混) 土師カメ等

27-2 1.25 1,03 0。 42 】ユチ:篤雹呈歩ざ琴夕色と至写とτF絶性
27-2

？

ｏ 0.85

“

46 箱清水カメ

27-2 0。 30 0。 20 0。 25 3/3暗褐色十 (褐色土混)しまりあり、やや粘性

27-2 0,48 0.40 0。 18 3/3暗褐色+(褐色土混Dしまりあり、やや粘質

27-2 0,47 0。 17 3/4 暗褐色十 しまりあり、粘質
27-2 0.44 0。 34 0.20 3/3暗褐負+(褐色土混)やや粘質

243 27-2 0.54 0。 50 OⅢ 25 3/2黒褐負+(褐色上、礫混)ややしまり、粘質 縄文中期等

27-2 0.50 0.37 0.31 3/3暗褐負+(褐色上、礫、鉄分混)ややしまり、やや砂質 土師カメ 縄文中期 箱清水カメ
27-2 0_66 0。 62 0.34

Yます雪争手軽醤
色上、褐灰、に剥 tヽet粘土混)

27-2 0.77 0.60 0.30 】影と籐越要鰯 営巳)1翼部争省チ熟ゃ順
土師カメ等

27-2 0,70 0。 48 0。 46 3/2黒褐色土 (褐色土粒、炭化物少量混) 土師カメ箱清水カメ縄文中期等

0.98 0.80 0。 22 】甘チt彙亀と埜委掲色圭軽?震亮場歩姦亀Pり、やや粘質誓課衰誌雷1♂曇辱土師カメ
？

・
0,44 0.10 暗褐色上 しまりあり、やや粘質

0,52 儀46 0。 12 3/3暗褐色土 (褐色土粒少量混)し まりあり、やや粘質

27-2 0,26 0.23 0.08 3/4暗褐色+ しまりあり、やや粘質
252 0.46 0。 32 0。 22 3/4暗褐色土 (黒褐色土粒含)やや粘質 縄文 土師
253 儀48 0.32 0。 14 3/4暗褐負+(明褐色土プロック混)ややしまり、粘質 箱清水ツボ等

254 27-2 0。 80 儀62 0,22 3/3暗褐色+(黒褐色土少量温)し まりあり

27-2 0。 46 0。 44 0,20 3/4暗褐負十 (明褐色土プロック混)しまりあり、やや粘質 土師カメ箱清水ツf縄文中期等

27-2 1,40 1.05 0。 開 3/2黒褐色土 (褐色土プロック多量混)硬くしまり、曽粘質 土師カメ 箱清水ツポ内黒郭等
27-2 0。 40 0,36 0.16 3/2黒褐色+(灰褐色土少量混)

27-2 1.70 0。 48 3/3暗褐負+(黒褐色土混、黒色十帯状に所々混)

27-2 0。 25 0.22 0。 12 2/1黒色、3/4暗褐色上の混合 しまりなく、やや粘質
27-2 0,48 0。 44 0。 14 3/4暗褐角+ しまりあり、やや粘質
27-3

？

， 0。 46 0,15 3/3暗褐色+ 縄文中期等

27-3 0.47 0.35 0,06 3/3暗褐色土 縄文中期等

27-3 1.03 0。 82 0.56 2/2黒褐色土 (暗褐色土粒多量、本根混)し まりあり 縄文中期 土師カメ等
27-3 ？

・ 0.68 0。 15 黒褐色十 (にぶい褐色土プロック少量混) 縄文中期 土師
27-3 0.59 0.42 0.20 3/3暗褐色土

27-3 0.38 0。 28 0,08 3/3暗褐色+ 土師等

27-3 0,36 0.34 0。 12 3/3暗褐負+

27-3 0,43 0。 36 0。 38 3/2黒褐角十 (褐負十プロック粒、焼土粒混) 縄文中期 土師カメ 須恵カメ
27-3 0.50 儀48 0。 24 13/2黒褐色土 (焼止粒混) 25/6明褐色土 縄文中期 箱清水ツボ等
27-3 0.49 0。 32 0.28 3/2黒褐色十 縄文中期 箱清水ツボ等
27-3 0。 44 0.41 0.27 ｙ

ν 騎鶴経盤銘露) 縄文中期 箱清水ツポ・ カメ等

273 27-3 0,80 阻54 3/3暗褐色土 (褐色土プロック混)ややしまり、粘質 縄文中期 箱清水ツポ等

第 14表  ピッ ト観察表 (6)
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h rh 長軸 短軸 深 さ 覆 土  (色相はすべて■5YHJ 遺 物 等

27-3 0,47 0。 47 0.09 4/3褐色上 しまりあり
27-3 0.28 0。 27 0,14 3/2黒褐角+

27-3 0.22 0。 21 0,08 3/2 買R串B建ヨ」L 箱清水高辱

27-3 0.2″ 0。 20 0。 06 3/2黒褐色土

278 27-3 0,15 0,14 0.06 3/2黒褐色土

279 27-3 0。 16 は13 0.06 3/2 ヨ盈lB趾

27-3 0。 48 0.45 0.23 3/3暗褐色土 (炭化物少量含)硬くしまり、やや粘質 縄文中期等

27-3 0.69
，

・ 0。 15 黒褐色土 (褐色土プロック少量混) 縄文幅(5閉■～13)白黒好箱清水
，

・ 0。 36 0.22

1.22 0。 56 0.06 3/4暗褐、2/1黒、5/3にぶい褐色上の混合上、硬くし部 縄文中期 箱清水ツポ等
0.84 は82 航 17 3/2黒褐色+(暗褐色上、凛混)硬 くしまる 縄文中期 箱清水ツポ・言郭・,埓

27-3 0,36 0。 32 0。 23 3/1黒褐、3/3暗褐色上の混合土 (焼止粒少量含)硬 (しまる 箱清水カメ。ツポ等

27-3 0.26 0。 22 0.08 3/2黒栂角+(暗褐色土混)
●

・ 0.33 は 12 3/2黒褐角十 (暗褐色土混) 縄文中期 箱清水カメ・ ツポ等
27-3 0。 38 0,36 0,10 3/彦 黒褐色十 (暗褐色土混) 縄文中期 箱清水ツポ等
27-3 0,61 0。 50 償 12 3/2黒褐色十 (礫含)硬くしまる 縄文中・ 後期 箱清水ツボ等
27-3 0。 44 0。 28 0,10 3/2黒褐色+ 硬くしまる 縄文中期 土師 箱清水高郭等
27-3 0.23 0.22 0.09 3/1黒褐負+ 硬くしまる

27-2 0。 37 は29 0.50 2/2黒褐色+(褐L_L粒混)しまりあり、粘質 箱清水ツポ等

27-2 0,60 0。 59 0。 33 3/2黒褐色土 (砂利、砂粒多量含)硬くしまり、粘質 縄文中期等

27-3 0.94 0.80 0.19 3/2黒褐色土 (褐角+粒混)硬くしまり、やや粘質

27-3 ？

・ 0.52 0.08 3/3暗褐負十 縄文中期等

27-3

“

68 0。 58 0,06 3/3暗褐色土 (砂利含)硬 くしまり、やや粘質

27-2 1.18
？

ｏ 0。 32 3/2黒褐色土 (暗褐色土混)硬 くしまり、粘質 土師カメ

0.53
，

・ 0。 12 縄文中期

1.20 ？

・ 0。 14 3/2黒褐色+(暗褐色土混)硬くしまり、やや粘質 須恵カメmIB鶴紳メ・ウボ土働埓
27-3 0.53 0,43 0。 32 3/2黒褐色+ 硬くしまり、粘質 縄文中期 (52図10箱清水7翠等

？

・ 0。 41 0。 15 3/2黒褐色十 (焼土粒、砂利少量含)ややしまり、やや粘質 縄文中期 (52図15,16)等

27-2 0。 73 0,62 0.45 3/2黒褐色土 (褐色土混)し まりなく、やや粘質

27-3 0。 78 0。 71 0。 08 3/2黒褐色土 (礫少量含)硬くしまる 縄文中期 土師カメ等
304 27-3 Z14 ？

・ 0。 14 3/2黒褐色土 (焼土粒、礫少量含)硬くしまる 縄文中期 (52回W～ 19)

27-3 0。 29 0,27 0.32

27-2 0.52 0.48 0。 14 3/3暗褐伍+(黒褐色土少量混)ややしまり、やや砂質 縄文中期 土師カメ等
27-2 0.45 0.39 0.00 3/2黒褐と3/3暗褐色の混合土 (焼土粒少量含)しまりあ

`
27-3 0。 22 0.10 縄文中期 箱清水高郷等
27-3 0。 15 0。 15 は06

0。 22 0.18 0.06

27-2 0。 63 0。 40 】ユ尤箱雹呈★黒名也里多Bb癸輪。しまりあり、粘質縄文 土師カメ
0。 開 0。 56 0.38 3/2黒褐負+(褐色土プロック、砂利混) 掘文 土師カメ

27-3 0。 34 0。 25 0.12
τま琴:駆善

暗褐色の混合土 (炭化物、焼土多量9硬 く

27-3 0.36 0.35 0。 08 黒褐色土 しまりのない、やや猫質
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第 29図  第 2号堅穴住居跡出土上器実測図

第 30国  第 3号堅穴住居跡出土土器実測図 (1)
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(2)第 30図  第 3号堅穴住居跡出上土器実測国
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第 30図  第 3号堅穴住居跡出土土器実測図 (3)
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第 31図  第 4号 竪穴住居跡出土土器実測図
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第 32図  第 5号堅穴住居跡出土土器実測図

第 33図  第 6号堅穴住居跡出上土器実測図

第 7号堅穴住居跡 出上土器実測図 (1)
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第 34図  第 7号堅穴住居跡出土土器実測図 (2)
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第 34図  第 7号堅穴住居跡出土土器実測図 (3)

第 35図  第 9号堅穴住居跡出土土器実測図
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第 35図  第 9号堅穴住居跡出土土器実測図 (2)
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第 10号 堅穴住居跡出土器土 実測図
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第 37図  第 1号掘立柱建物跡出土土器実測図
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第 38図  第 2号 掘立柱建物跡出土土器実測図

第 39図  第 4号 掘立柱建物跡出上土器実測図
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第 40図  土墳 出土土器実測図
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第 40図  土墳出土土器実測図 (2)
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第 43図  第 1号溝跡出土土器実測図
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第 44図  第 2号溝跡出土土器実測図

第 3号溝跡 出土土器 実 測図
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第 46図  第 4号溝跡出土土器実測図
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第 48図  第 6号 溝跡 出土土器実測図
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第 49図  第 フ号溝跡 出土土器実測 図
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第 50図  第 8号溝跡出土土器実測図 (1)
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第 50回  第 8号溝跡出土土器実測図 (2)
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第 51図  第 9号 溝跡出土土器実測図 (1)
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第 51図  第 9号溝跡出土上器実測図 (2)
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第 52図  ピッ ト出土土器実測図
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第 52図  ピッ ト出土土器実測図 (2)

第 53図  遺構外出土土器実測図 (1)
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第 54図  石器実測図 (1)
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第 54図  石器実測図 (7)
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出土亀貞
図顧Ю 機 猿  暑 吾 質 成 形 ・ 形 態 ほ か 整 かほ形

ＳＢ． ０

　

２８図．

郭

上師銚
む胎

焼
色

内弯しながら口縁に至る 0)ヘラケズリ ヨヨナデ
°)黒こえ垣

SB-01

28図-2

郭
　
鰤

８
０

一
上

＆

２
く
／

径
高
径
部

口
残
底
底
巻:写耳羊尋身ュせ整HEむ

平底 6)喧部ヘラナデ ヘラケズリ
0)ヨヨナデ ミガキ

SB-01

28図弓

職

薙

Hb径 一

甕景(11:あ後絲書
崎む 内面に返りを有する

ロクロつくり
6)回転ヘラケズリ ナデ

0)ナデ

SB-01

28図-4

邦蓋

徳 純あ蟄締夢
釣 害夢醤看ぞケ有する α)ナデ

0)ナデ

SB-01

28屋雪-5

雅

薙

箭
鵜

“
残
裾
裾

胎 ;微砂粒含む

笹:臨緩
内面に返りを有する
ロクロつくり

ロクロナデ

ロクロナデ

＄

Ｑ

SB-01

28図対

曜
　
薙
増雹1ユ i
7/10 鞠鞠ヌ

崎む
學密
部は扁平な擬宝珠状を呈

回縁部端部を折り曲げる
ロクロつくり

6)回転ヘラケズリ

0)ナデ

SB-01

28□田-7

職

薙

躍
評 獲蘊璽
抑輸む陥ヨ議部環塞i♂瞬篤i;菌る

ロクロつくり

$)回転ヘラケズリ

0)ナデ

SB-01

28図■

職

薙

盤倦「 3聾鍮(1&0 繰綽 鞣
錯 昌喬事奮部は稜を有して短く

ロクロつくり

$)回転ヘラケズリ ナデ
0)ナデ

SB-01

28H-9

聴

薙
“

径 3.5
残高 20
鋪矮完
蓼諷 鷺
釣

乎密
部は扁平な擬宝珠状を呈

ロクロつくり

α)回転ヘラケズリ

$)ロ クロナデ

SB-01

28図
-10

郭

撤
騒 (と P
一部
磐:綜幸与岳

'「

宿長含む拶g発絡伊緩
6)ナデ

0)ナデ

SB-01

28国
-11

郭
　
雑 純あ 雌縛牌鵬

強

雹
平底より外傾して立ち上がる
ロクロつくり

6ち底部ヘラ切りの後ヘラケズ
0)ロクロナデ

SB-01

28図
-12

郷

薙

一別硼制
盈
叫
螢縮
坤釣 平底より外傾して立ち上がる

ロクロつくり 静ξテ宮三讐子
の後ヘラケズ

SB-01

28B団
-13

不

薙 軸打響:尋そこ身言炭ォリープ灰:ヨ鶏露憲ヨ籍惇鋼
6)底部回転ヘラケズリ

0)ナデ

SB-01

28旧雪
-14

郭
　
無襲挽尊蟄献 :猟

釣
gテ髪腎銘鐵盤督

0)ロ クロナデ

0)ロクロナデ

SB-01

28図
-15

杯

無 饉

Ξ
0 響:奪帯‖【け与亀策ぃ難 gテ3雪奪ξ面よりとび出す

6)回転ヘラケズリ

0)ナデ

SB-01

28図
-16

皿
　
籍

０
３
０

６
．Ｚ

４

議

一部
姿線
峰む晋蜃蕪記螢督して立ち上がり

口唇部面取りが施される
ロクロつくり

0券
第ヂ
下位より底部回転ヘラ

0)ロクロナデ

第 1 6表  土器観察表 (1)
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爛 藝 装  尋 器 質 成 形 ・ 形 態 ほ か 整 形 ほ か

SB-01

28図
-17

鞭

薙

口径 一

i言そ暑1/12 蓼続:
胴部は肩部で屈曲する
ロクロつくり

6)廟毛ナデ

G)メデ

SB-01

28図
-18

鯨

無
一９，０一螂
騒

趾
後続逸

胴部は内弯する 6)タ タキロ

0)ナデ

ＳＢ．０　
牌

郭

土師

０
１

０

，
３

．

一

Ｑ

醒軽 磐:請種卜llM Ⅶ/取
体部に丸みを持つ C)ヘラケズリ

Q)基雹丸理

ＳＢ・０２　脚

郭

上師

展讐(1&P

略
~ 磐:融葵藤ミ「飽

体部に丸みを持つ $)ヘラケズリ

0)記
施

ＳＢ・０２　脚

郭

土師諄  (1と
P
胎
焼
色顧葉群訂縮

内奮しながら開き、口縁部に
至る

6)ヘラケズリ ロ緑部ヨコナ
ア
0)黛
乙筵蚕
りの後ヘラミガキ

ＳＢ・０２　脚

郭

上師甕  (1と
P &藤撼を盈

体部に丸みを持つ 6)ヘラケズリ

0)員
続

SB-02

29図-5

高郭

上師甕
QΥ 強
雹

細砂粒含む

撒
6橙

大きく開く堺部 6)

●)記
通

SB-02

29図対

郡

土師榊
強

雹融鋪篠:L追 で
部に向かってゆるやかに開①分卒のヘラケズリの後ヨコ

G)ヘラナデ ヘラケズリ

ＳＢ．０　
鵬

高郭

上師

一
＆

一氾

径
高
径
部

口
残
綴
脚

胎
焼
色議輔確脇

裾部に向かって開く脚部 α)ケズリ ミガキ

Q)ケズリ

SB-02

29図-8

堺

無
蓬  (1と ?
部
磐軒隷帯:そが
む
難
黎縛班 爆ひC)ロ

クロナデ

G)ロクロナデ

SB-02

29図-9

甕

上師

口径920
残高 ■0

暗

~
胎
焼
色講瑾雇:1棄 黎雛塾

Fよ
り頼して$)嗣部ヘラケズリ

$)ナデ

ＳＢ一０　一朋
．‐

■

土師評
中
基議離挙
む口縁部は外反する 6)ヘラナデ

0)ヨ ヨナデ

SB-02

29□雪
-11

五

土師

ｍ開・翻

醒躯醒暉
巻韓艤盈

首養車雷殊装写る
6)ヨ ヨナデ

●)ヘラケズリ

ＳＢ．０　朋
．‐

甕

土師甕
Qザ磐:蘊

,igむ

薔豊隼絶皇冒部
より外反して6)ヘラミガキ

銘麗幹郎 夢
胴緋

ＳＢ．０　
鵬

郭

土師 ;ヨ

(1と

')

響:詫財言重∵
む丸底から体部は内弯して立ち
上がり口縁に至る

$)口撮部ヨコナデ ヘラケズ
リ ナデ
Q)黛
駆
キ ナデ

ＳＢ．０　
鵬

訴

土師藩 (!1急巻:議:琉を重∵
む
爵:離老

リ
リ
ガ
朔ア
縦
林
芍郭

Φ
ナ
①
キ

7表  土器観察表 (2)
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帥 藝 猿  尋 器 質 成 形 ・ 形 態 ほ か 整 か:き形

SB-03

30m-3

郡

土師籍
胎
焼
色議櫛焔4A4BI 喬義を珠象

定患哲ぜみ接合 6)ヘ
ラケズリ

0)ヘラミガキ

ＳＢ・０３　脚

購

無

５
０

一
■

■
擁嬬櫂螂

胎
焼
色
饗砕■わずかに含む

8盈粥i談

内面に返りを持つ ① ロクロナデ

Q)ロ クロナデ

SB-03

30図-5

職

無

８
Ｄ

一
■

４

軽 基赫芸後説癬
口縁端部で折れる 6)ロ クロナデ

$)ロ クロナデ

ＳＢ・０３　囲

甕

上師盤与
胎
焼
色
置淳粗砂粒わずかに含む
、絡:隅I雉貴キ離

薔ュ象絶皇塚部より外反して6)ヘラケズリの後ヘラミガキ
0ち屏晏〒ヘラミガキ胴部ヘ

SB-03

30E田-7

甕

上師

Ｄ
Ｏ
　
部殿絲
響:議絲『発醜嘔究

輩2言
皇習
部より外反して

6)ヘラケズリの後ヘラミガキ

0ち屏晏研
ヘラミガキ胴部ヘ

蜘
　
囲

甕

土師

Ｄ
Ｏ
　
部

＆
」

一
胴

評

囀
蟹絲 そ武嘔薔豊象詑皇塚

部より外反して6)ヘラケズリの後ナデ
0)ナデ ヘラケズリ

ＳＢ・０３　卿

甕

土師

０
８
　
部

監
＆

一胴

即

陥 磐:講劫湛弊
含む麗鞘鉦夢る 静ζ吾:貪彊予,受子却

ヨ

SB-03

30図
-10

甕

土師
置椙i:4:
4/5
磐:議赫二君
購む
蟄雑

'赤

震子1協
粘土帯積み上げ 鮎一

キ
ロ
ナ〕瓢卿

部
リ
ラ

降
支

ヘ
キ

①
ヶ
①
ガ

SB-03

30図
-11

甕

土師 ;二;ζ
専拿磐:轟静騨
げ煤含む話酷雑鉄解ち罹象
揺至岳積み上げ

峰 塀要す
ナメのケズリ

0)ヘラケズリ

SB-03

30国
-12

理

土師鰈掌響:融縣死湛亀
聯 塾習部
より外反して牝写琴̂ラ

ケズリロ揮部ヨ
G)胴部ヘラケズリの後ナデ

ＳＢ．０　鯛
．‐

甕

土師

口径(1&0

唇昌I七監鞠斬言邑
む 張りのない胴部より外反して

日縁部に至る
$)胴部ヘラケズリ

0)胴部ヘラケズリ

３

　

　

　

４

ＳＢ．０　阻
．‐

甕

土師

０
３
　
部製
強

宿講:訪纂
轍
屋辮 塁ち
ゆるく外① ヘラケズリ ヘラナデ
G)ヘラナデ

ＳＢ．０　囲
．‐

甕

上師揃
胎
焼
色
賢浮
粗砂粒多く含む

協1謡謗愕ぶL追

張りのない胴部 $)ヘラケズリ

$)ヘラケズリの後ナデ

SB-03

30□H
-16

甕

上師 甕規Ъ鞠認解
遜至帯積み上げ C4Jヘラケズリ

Q)

SB-04

31図-1

曜

細 導  (1『称簑締ず
む 口爆部端部が折れる 6)ロ クロナデ

9)ロ クロナデ

SB-04

31図-2

甕
　
卸

Ｄ
５

２

Ｌ

一

騒

И
磐:艤 と!鎚Lle

小型の甕 6)ヘラケズリ ロ操ヨヨナデ

Q)ケズリ ナデ ロ縁ヨコナ
ア

第 18表  土器観察表 (3)
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出土地点
図版m 議

法   量
残   存 器 質 成 形 ・ 形 態 ほ か 整 かほ形

SB-05

32回雪-1

郭

無

Ｄ
ｌ
０

ｍ
３．く５．

醒軽 響:綜そ岳,子奏
に含む 禽馨季をみを持ち、日縁部は移Ⅲ屠ぎ結冒

はヘラによる調整

SB-05

32図-2

郭

嫌

展轡(1&?
底径 ―
螂
登綿霙瞥
崎む 直線的に開く体部を持つ 0)ロクロナデ

0)ロクロナデ

SB-05

32図-3

甕

土師

回径(12.0

軽16 基福藩i嘔
口縁部はゆるく外反する
小型の甕

$)ナデ

0)ヘラケズリ

SB-05

32図-4

甕

土師

展豊嶋争P
底径 ―
1/2
磐:議脈者弓月級目ζョξラ

響部より外反するΦ ヘラケズリ
0)ケズリ ナデ

SB-05

32回雪-5

養

無

口径G&O
残高 9.3

唇鑑ユ晶部
基締難

頚部でゆるく締まって口縁部

融
財る ① 胴部にタタキ調整を持つ

0)

ＳＢ． ０
　
　
３３図．

郭

土師

:]Ч言ξ(1歩♀)

移舒(・°後繭 轡
晋蜃は議ぢ襟鷲曲を経て立ち
上がる

6)摩耗していて不明

0)摩耗していて不明

ＳＢ．０　
麟

郭

土師

口径(17.D
器高 48

肝

~ 登蘇 監L唱
丸底で体部に丸みを持つ 6)体部～底部手持ちヘラケズ

リ

銘堀畠塞
キ黒色処理

ＳＢ・０７　理

郷

土師

２

４

一謬
鵡
巻:諦5絆を重∵

む丸底で体部に丸みを持つ ① 体部～底部手持ちヘラケズ
リ

鼻七少三堪
キ絶煙

SB-07

34M-3

訪

土師

星審(1争 :)
:写H目 iとだ
響:融霰盈ヽ褐W噸

浅く丸みのある不部 α)ナデ ケズリ

°)員雹九理
SB-07

344-4

訴

土師

展豊
(12?

裾径 ―
郭部1/2

胎
焼
色
賢砕粒含む

8亀,選妥6橙
浅く丸みのある郭部 α)ケズリ ナデ

0)ミ ガキ
黒色処理

ＳＢ・０７　螂

高郭

土師

一８．５・触

略露
転

′

／

；
…

６

胎
焼
色

筒部より屈曲して開く裾部に
至る

6)脚部ヘラミガキ

Q券賛研
べ
系鼻薫遭処理部
ヘラ

ＳＢ・０７　螂

高郵

土師

展轡 
『
1

裾径 一
脚部1/2

胎
焼
色
賢浮粗砂粒多く含む

絡i脚雉ミキ肇

脚部は裾に向かって開く ⑪ ヘラケズリ

Q)ヘラケズリ

ＳＢ．０　
麟

嬬

無

賂 争i
鋒
m6
胎
焼
色

内側に返りがある ④

①

SB-07

344-8

郷蓋

無

裟豊 「 3
夢舒
1&5 響:尋

,そ路芳妄
ず加こ含む内側に返りがある 6)天丼部ヘラケズリ

Q)ナデ

SB-07

34回雪-9

郭

無 脚蹄
磐:岳予そ写,優自

体部は垂直に近く立ち上がる 6)底部ヘラによる調睦

0)

SB-07

34図
-10

郭

無 諄 (1守暑基離
ゲ蛉 一局

とヽ
り
ん
嵌
鵡

を
り
は

⑪ 底部回転ヘラケズリ

$)

第 19表  土器観 察表 (4)
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出土贈白
図版Ю

器種
顧 猿  暴 器 質 成 形 ・ 形 態 ほ か 整 かほ形

ＳＢ．０　鯛
．‐

郭

無 諄:強 0基脇綽
む
鴇 鐸覇銹堪す高① 底部回転

ヘラケズリ

0)

SB-07

34図
-12

甕

土師

妙
７
　
部
誹
帥
磐:額騒考盛tキ蕪 離鍵望子

より頼して甥弱部ヨヨナデ胴松ラ
0)田部ヘラナデ

SB-07

34回雪
-13

甕

土師鞠 鞠覇轟
張りのない胴部 器壁は薄い Φ 胴部ヘラケズリ

0と
全二笙季

りの後木口状工具

SB-07

34E雪
-14

甕

土師

０
０
　
部離時蜘
響:患労そ路写ξ昂括
含む 薔羞黒笹塾督部より外反して0券昇写部ヨヨナデ 胴部ヘラ

Q)ナデ

ＳＢ．０　姻
．‐

当

土師

Ｄ
２
　
３騨縣
幾許:轟チ糠y 誓零8解曇占り騒齢反の要写部ヨヨナデ胴部ヘラ0)ナデ

SB-07

34回雪
-16

甕

土師脚
中
畳:蘇魏 吾塗象麓塾媛部

より外反して① 胴部ヘラケズリ
$)胴部ヘラケズリ

SB-07

34回雪
-17

甕

土師

０
４
８
部轍 鞠蘇捧 酢

宮持ち、外反するC)ケズリ ナデ
0)ケズリ ナデ

SB-07

34図
-18

甕

土師
暑痘

(i134J

口縁静嗣部
響:融纏
む 口縁部は外反する 0)胴部ヘラケズリの後ナデ

$)ヘラケズリ ナデ

SB-07

34屁雪
-19

甕

土師

０
０
　
部隷 響:議卵&い橙

口縁部は外反する ① 胴部ヘラケズリ

0)ヘラナデ

ＳＢ・０　畑
・２

甕

土師郷
中
後臨譴

口縁部は外反する α)ナデ

0)ナデ

SB-07

34回竪
-21

甕

土師

口径 ―

掲肇語1チ!:ふ響:尋手‖ξ母;肝毬ぃ錦
平底 6)ヘラケズリ

0)ヘラケズリ

ＳＢ・０　姻
・２

重

嫌

０
９
０

く９
．‐７
．Ｑ
饒

剪
後絨
げい 習暫黒籍幹り返し口縁帯を持

つ 粋:夕:掛期
にタ

SB-07

34目雪
-23

盟

無

一弱７．．脚一

醒姉睡醐
磐:臨盛称白奮馨蟻属写

部分で屈曲する 6)体部下半ヘラケズリ
$)

SB-07

34回雪
-24

即
霊
薙

嘲
・・５・剪
謬
嘲
磐:鯵 奈サ三チ

口縁部がラッパ状に関く α)ロ クロナデ

0)ロクロナデ

ＳＢ・０　姻
・２

ral

緻
口径．紬

胎
焼
色

棘 敏 6)

Q)ケズリ ナデ

SB-07

34屁雪
-26

鉢

縄文艦時中
む
囀

胎
焼
色

塁写習に刻みをもち鋸歯状を
沈線文

Φ

0)ナデ

第 20表  土器観察表 (5)
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出土電点
図版Ю
器種
顧
法   量
残   存 器 質 成 形・ 形 態 。文 様 ほか かほ形整

ＳＢ． ０

　

３５図．

郭

土師

■

４

６
．

醒評 後鰍 鞘
鉗
舞醐二勢
承課6)体部ヘラケズリヨナデ

0羊口量琶見通
ナデ

ヨ
　
ガ嘲
雌

ＳＢ．００　触

郷

土師
:ヨ::119
ほぽ完存
後識5M卿舘教唇赤農宇爾と還覇庭≧塚ず解評営濯

ミ

ＳＢ・０９　脚

郭

土師

口径 12.8
器高 4.3

孵

~ 響:融絲霧離馨像
丸みを持った体部 ① ヘラケズリ

$)翻キ
SB-09

35辺雪-4

訴

土師

の
４

４

７
．
一
２

Ｑ

　

Ｖ

緊
籍 後蘇虜斜

含む望ヨ馳鮮第豊穀走≧甲し�艇勢ζ
安弘:争盈

SB-09

35m-5

謗

土師

３
０
３

一
２
■
Ｖ

麹

基穂挽髭雌
脚部は裾部に向かって大きく
開く

C)ヘラミガキ

0)ヘラケズリ

SB-09

85じ雪-6

訴

土師

８

部

一
４

一
脚

轡
箪

口
残
裾
接

胎
焼
色
豊砕■含む

絡乳謡彫:魯
で辱讃密

突出さtBB部と接合 Φ 脚部ヘラケズリ

0)郭部ヘラミガキ

SB-09

35図-7

鉢

土師

嘲８．３・脚
Щ嬬略嚇
&臨蝉 昇攪馨垂雪占蜜難

わずかに6)ヘラケズリ

里塾色尻基
ガキ

ＳＢ．０　
鵬

鉢

土師

０
０
　
部製
胎
焼
色郡蔀暑罵 費

t宅台畠鏡卍釜2小
さく外① 体部ヘラケズリ
Q菫
鶴
ラミガキ

ＳＢ・０９　脚

曜

無

Hb径 ―
残高 1.9

哲
側'0

胎
焼
色
賀摯粒
わずかに含む

脱謡:先談

内面に返りがある
ロクロつくり

① ヘラケズリ

0)ナデ

SB-09

35図
-10

甕

土師

緊Q&♂

唇矮れ涌部後臨藤♂ 麗鶏
鉦移
る

口縁部に向収りを施す
牝尺晉夢勇▼
ナス胴部タテ

0)日縁部ヨヨナデ ナナメ
のナデ

SB-09

35回雪
-11

甕

土師難 響:議舗塵曇i塾
張りのない胴部より外反して
日縁部:こ至る

⑪ ヘラケズリ

0)ヘラケズリ

SB-09

35図
-12

甕

土師

の
５
　
部

４
２

一
胴

轍
釉
躍
嚇
基編力髭鸞

平そ?あ撃瞑薄赤贄[薯と還
部に至る ‖;晏景栗5屏奏丁

ＳＢ．０　姻
．．

養

土師

一０・５４４醐
３
　
一

略嫡醒脚
&編勇髭織

張りのない胴部 ω ヘラケズリ

0)ヘラケズリ

ＳＢ．０　鯛
．‐

瓶

無 脚
『

強

雹尋婁,ュ
ずかに含む 瑠tdD潮輌かつて外反

ロクロつくり

6業瑯娠に肇の瀬劉
Q)ナデ

SB-10

36屁雪-1

潜

緻 轍
胎
焼
色
露晏雲よ細燃移

よ飾

協平齢偲〃輩:ぶぃ褐 雄
⑪

Q)ヨ コのヘラケズリ

朗
　
隠

群

縄文

一　　　　・・・・・・・・一一　　　　一

賂
塩

強

笹蘊暴:催
康 、 瀬 ①

⑪

第 21表  土器観察表 (6)
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鰯 糀顧
法   量
残   存 器 質 成 形・ 形 態・ 文 様 ほか かほ形整

SB-10

36m-3

ral

縄文日径．『鍮
基赫 鸞
鈴鮫 Φ

①

ＳＢ． ‐

　

８６図．

潜

敏
暑雹 11
郵
響:爾臨多F鰈縮

沈線文 Φ

①

ＳＢ．‐　
鵬

潜

撤

一　　　・・・・̈
・一二
略第略螂
磐:轟蕗昌i墓

沈線文 Φ

①

ＳＢ．‐　
鵬

群

敷

一　　　⌒一一ャ、一一一　　　一

騒

螂
曇議離龍
む沈線文 ０

０

ST-01
P-172

37日雹-1

訴

土師

Ｄ
５
く‐７．６．一剪

醒第羅珊
基蘊み鵡輝齢慧字苦歳熟翌塾琢

ゆるく屈曲$)ヘラケズリ
0)ヘラミガキ

蜘Ｐ・‐６４　贈

訪

土師

一
＆

」
緊
踏 響:零幹そ亀『♂極

含む 裾部に向かって大きく開く α)ミ ガキ ナデ
Q)ケズリ ミガキ

ST-02
Pi149

38回雪-1

郭

土師中弾矯
む含にかず胎

焼
色

丸みのある体部 傷昇写部
ヨコナデ体部ヘラ

0)ヘラミガキ

ＳＴ・０２Ⅷ　触

不

土師
謙
的
をキ綜瞬齢将計骨蔭ぃ魏

丸みのある体部 Φ ヘラケズリ

0)ヘラミガキ
黒伽

ＳＴ・０２Ⅷ　躙

聴

無 籍 &蕊オ炎
口縁部先端で折れる α)ロクロナデ

Q)ロ クロナデ

ＳＴ．ＯＰ”‐‐　冊

養

土師が
中
響:融鏃魏健

口縁部は外反する Φ

0)ヘラケズリの後ヘラミガキ

ＳＴ・０２Ⅷ　麟

甕

無
一韓鍮
象蘇,優

丸みのある胴部 6)タ タキロ

Q)ナデ

ＳＴ・０珊　麟

甕

姓 絲時中
響:許
0尋榜持ζtti屠
む口縁部は外反する Φ 櫛腕 獣 文

●)ミ ガキ

ST-04
P-154

39回雪-1

杯

土師口径‐‐．８総磐:著覇5,薙
解癖器兌奄益焉 α)口縁部ナデ 体部

ヘラケズ
リ
$)

S【 -01

40回雪-1

椀蓋

無 絲 | 響 :脇 リープ

環状狐みを付す 6)回転ヘラケズリ

Q)ロクロナデの後ナデ

Ｓ．．０　
は

郭

無

醐
４．４硼醐
噸徽

胎 ;路 む

後廠 既 辮勢
藤挽募6)底部回転ヘラケズリ

①

ＳＫ．０　
は

甕

無 紬
8 後尋手t号き
乃弥【含む α)タタキロ

0)あて具痕

第 22表  土器観察表 (7)
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協土亀白
図UN0 緩

法   量
残   存 器 質 成 形・ 形 態・ 文 様 ほか 整 かほ形

Ｋ一〇
　
　
０図．

Ｓ

　
　
　
４

郭

無 中残高３．３鍮
響:1辞儲岳弓ニサ三チ曇

体部は直線的に開く $)ロクロナデ

$)ロクロナデ

ＳＫ一０　　一蝦

甕

無 脇底径．蜘

強

雹 蟹津
粒わずかに含む
$)5Y6/1灰
Q)5Y6/1灰

Φ タタキロ

$)ナデ

Ｓ．．０　
帳

群

縄文

日径(2&D

唇唇I指監
胎
焼
色

石英、礫、粗砂粒含む

顧::4鵠籐
Φ 指ナデ

●)ヘラケズリ ヘラミガキ

ＳＫ．０　
熾

麟

縄文紳
中

強

笹 写蒔比詠摺
、粗t軸

0)7,5VR4/3褐

曼ぞ誠哲簑穣帯
を持つ沈線$)ヘラケズリ

Q)

Ｓ．． ０
　
　
．４０図．

深鉢

緻 鍮
胎
焼
色
静
瓢 礫、粗砂粒釣

絡孔謡酵朧 5/6明褐

隆帯及び沈線による文様 ＄

Ｇ

Ｓ・・０５　蝉

ral

緻
一５．０一爛
醒妬酪噸
蟄禰絲
蜘
麟露

＄

Ｑ

S【-05

40図 -5

群

緻口径．棘鍮
胎
焼
色

雲母、粗砂粒多く含む

諫4影t賊い縮
牌 矯

⑪

①

Ｓ．． ０

　

４０図．

潜

緻 廟底径．申
穆幕:二櫂L追

沈線と隆帯による文様構成 ＄

●

S【-05

40日ζ-7

431

緻 鉤轍 響:議彗埼サ丹髯と
含む口縁部は内側に屈曲する

緻

＄

Ｑ

S【 -05

40醸-8

494

縄文

６
０

一
７

．
１

．
４

Ｑ
Ｖ

騒

邸
響:講
:講i墓♂ 琵彊衰≧含曇亀憂

いて嗣韻こα)ケズリ ナデ
0)

ＳＸ・０５　蝉

潜

緻

口径 ―

露開基爾 :儡
平底 ６

０

SK-05

40図
-10

潜

縄文

展豊 
『
0

底径 lZ 4
底部
後議戯像♂

平底 ⑪

①

Ｓ．．０　
魁

皿

土師

口径 144

懺1免災響:蔽幅]魂μ
多謙釣

答を将詈
下 醸 的に伸伏 高 瑠駆評幽〕り

はなした後調整を
0量龍

ＳＫ． ０

　

４０図．

椀

土師

５
０

一
■

６

．
４

く

／

騒

郎
蟹雁
か唸む高台を付す 増盤

へ
黒
黒

Φ

①

SK-07

40回ζ-1

郭

土師

日径(16.D

饂
む駄餅伽硼

胎
焼
色

大きく開く体部 ① ロクロナデ

●)総

ＳＫ．０　
は

郭

土師

０
０絲底径く６．］

胎
焼
色
蚕鼻、徴砂粒わずかに含む

絡I綿チ4髭武キ纂

平底 6)底部回転糸切り

0)ミ ガキ

第 23表 事器観察表 (8)
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爛 糀顧
法
残

量
存 器 質 成 形・ 形 態 。文 様 ほか 整 形 ほ か

SI-07

40m-3

郭
　
卸脇鰍
基締秀を確

平底 6)底ф回転糸切り

Q)ミ ガキ

S【 -07

40m-4

潜
　
緻

緊
「
2

底径 ―
胴部二部

胎
焼
色
静
瓢 粗蜘 諮

8鵜翻t褐級

巖 Φ

⑪

S【 -07

40園雪-5

群
　
緻
駐
競
磐:議離雷g鈴

隆帯と沈擦による文様 ①

0)

SI-08

40E雪-1

聴
　
無

蜂
鸞

む含

灰
灰

翻強

雹 脚 罵哲れ曲
がる類のもΦ 回転ヘラケズリ

$)ロ クロナデ

S【 -00

40図-1

ミニチュ
ア溝

緻 報 基箱3藤縮
隆帯及び縄文施文 ①

①

SI-00

40回ζ…2

群
　
緻

暴豊1「 0
難√
磐:写鼻打ξ勇帝材]:含
む沈線文及び半肉彫 ①

⑪

SX-10

40図-1

群
　
緻歎 獲蔽ぬ

冒
縁部鋸歯状、内側に肥厚す

胴部沈線文

①

①

SI-10

40図-2

群
　
緻
謙
的
響:講麗身諫と、熱

雄 ①

①

SI-10

40図-3

継
　
敷蠍 響:尋壽モ轟悪

に含む
鶴
麓患 沈線文による文 ①

①

S【 -10

40図-4

誹
　
敏 歎 樫:蘇龍

脚 晏犠 ω

Q)ミ ガキ 朱塗り

S【 -10

40図-5

講
　
緻

口径 ―

靴 響:蔚琴√鍵L追 暑離騨魏ぽ
6)朱塗り

0)ミ ガキ 朱塗り

SI-10

40図-6

潜

般
踵:0
日編塙卜→話
後許:誓誕 轄唯

口郷胡に膠
沈線文及び半肉彫

Φ

⑪

SI-10

40園雪-7

斜

敷
口径．翻 響:尋昇モ尋,,ζ邑

に含む外面に縄文
円形の透かしを入れる

①

①

SI-11

40図-1

甕
　
無‰底径．蜘
後艤
釣 ⑪ タタキロ

0)あて具痕

SI-11

40図-2

群

般 縄
0 磐:講:勲繋Y鈴

雄 Φ

0)

SI-11

40m-3

群
　
緻熱 磐:融轟邑ξFζ

楕円区画文 Φ

①
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出土逸嵐
図版Ю 綿顧

法   量
残   存 器 質 成 形・ 形 態 。文 様 ほか 整 形 ほ か

SI-11

40図」

麟
　
緻 懃 磐:講魏醸冒

齢口績鰐Iに平イ配姻腺 Φ

①

SX-03

41β雪-1

群
　
緻緻
］
後艦
諏舘 齢 Φ

⑪

SX-03

41dg_2

群
　
緻 紬

8 響:議継曇岳屠
む隆帯及び沈線文 ①

①

SI-03

4図-3

群
　
敏
騨
蜘
基諄:駆Sigむ

砒縄文及び隆帯 ω

①

ＳＸ・０３　卿

群
　
緻

一
２

＆

簾
騒 響:議:勲緊Y鈴

平底 9)ケズリ

●)ケズリ ナ デ

SX-01

42酢1

群
　
緻
騒三3
胴部‐部
磐:爾煽羅訃轟

耀 Φ

①

SX-01

42図-2

群
　
緻懃

1 基講訥蓬
輸隆帯文 ①

①

SX-01

42膠雪-3

群
　
緻
謙
呻
蟄議轟群
轍隆帯及び沈線文 Φ

①

SX-01

42X-4

養
　
無
口径．職 基線旨
崎む $)タタキロ

0)ナデ

ＳＸ．０　
鵬

群
　
緻

暴籍『 0
層伽
磐:講議融譴

隆帯及び縄文回転施皮 Φ

⑪

SX-02

42膠雪-2

群
　
敏 緻 響:尋壽モ轟要

に含む呻 Φ

①

SX-02

42図-3

群
　
緻
駐
鍮
磐:議す尊,:そ景i屠
む縄文回転施文 Φ

①

SD― ol

43図-1

耕
　
敏口径．蹴磐:尋与モ赫案

に含む隆帯及び沈線文 ①

⑪

SD-01

43図-2

麟
　
緻魏

7 磐:議螺計藤罐
激 Φ

⑪

SD-01

43図-3

麟
　
敗
時紬 響:庸銅酵霊

雄 Φ

①

SD-01

43図-4

群
　
緻

展籍 ア7
暦偽 磐:許島鷺「

昌こ鈴嬢 韓 ω

①
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附蜘
霰
法   量
残   存 器 質 成 形・ 形 態 。文 様 ほか 整 形 ほ か

SD-01

43図-5

群

敏 縄
5 響:融す母,与旨]に
含む囃 雌 ①

①

SD-01

43図対

壷

姓 魏
6 響:駆麟藤L璃

6)T字文

0)ヘラケズリ

SD-01

43図-7

養

姓 懃 磐:蔚妬討轟L瑳
① 肺 灘 肢

0)ミ ガキ

SD-02

44図-1

ral

緻

２
０
部

一
＆
＆
胴

静

睡
磐:爾輯榔課縮 薔熱肇綾難却桑

①

①

SD-02

44図翌

群

緻 中櫛鵬
基臓蘇
輸目鶏躊ギる C)ケズリ ナデ

0)ケズリ ナデ

SD-02

4図-3

群

緻

＆
上

一
Ｖ

器
臨 後議融群

輸屋零誠朕斃委隻呈する 0)

$)ケズリ

SD-02

襲図-4

甑

姓

一

５

．
５

．

醒露
む胎

焼
色

底部:こ一孔を有する α)ヘラケズリ

0)ヘラケズリ ナデ

SD-02

44図-5

霊

魅

緊『 2
腰第

10・ 0 &櫛棒
平底 ① ハケ調整の後ミガキ

0)ハケ調整

SD-03

45図-1

群

散回径．饂象総 額
鎗民最習鰹警でま毒矯 Φ

⑪

SD-03

45園雪-2

群

般 簸 磐:層覇醜基〆
轍昆最習鰹等湾隻暑塩 Φ

①

SD-04

46図-1

訴

姓

日径 243
残高 2“ 3

づ第
1&5 磐:   5た朗

累罷聖垢孵 を葺もヽ
脚

�軽藝寿選毎
SD-04

46図-2

爺

姓 枠
'

磐:顧輯羅曇i無
α)タテのミガキ

0)ナデ

SD-04

46図-3

盟

姓 甕 lFB 後蘇
む 平底 α)ミ ガキ

0)剥落が著しい

SD-04

46図-4

盟

姓
騒 4『:
底部～胴部
後締甕 麟 ヱゴ2｀

脚は
静身寺帯チ評著
ヨ継 穐

ＳＤ．０　
僻

郭

土師口径．跡 &綿:聯
平底 Φ 底部回転糸切り

0)ナデ

SD-05

47図翌

壷

無
騨
的
磐:鶴通鰈

0)ナデ

0)ナデ
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附螂
霧
法   量
残   存 器 質 成形・ 形 態・ 文様 ほか 整 形 ほ か

SD-05

47図-3

麟
　
緻絲鍮

胎
焼
色融覇薙ζF葉
む棘 ①

⑪

SD-05

47図-4

群
　
緻
騨
蜘

胎
焼
色講穏羅ξ邑≦
む沈線文 ①

①

SD-05

47m-5

群
　
緻口径．『鍮

胎
焼
色融鎖蘊
に含む口縁部は波状を呈する ⑪

①

SD-05

47図ヽ

ニ
ユ
　
文

ミ
チ
ア
縄

一
１

．
３

．

賂
騒 墨儡 曇摺

鞄 ね ＄

Ｑ

SD-06

48屁雪-1

郭
　
卸

Ｄ
Ｏ
　
部口径て‐９．韓陳
基尋,4手i轡際ぃ難

ゆるやかにのびる体部 ⑪

Q)員雹え理
SD-06

48図-2

不
　
卸

一
■

６
．４

緊
陥 轡:隠竃

平底 Φ 回転糸切り

Q)黒色処理

SD-06

48図-3

皿
　
卸口径く．０．。櫛鍮

胎
焼
色

徴砂粒含む

顧嬢刀にぶい黄橙
浅い体部 Φ ナデ

ミガキ
黒色処理
$)

SD-06

48図-4

椀
　
卸郷底径．中

強

雹
線

む

Q)N2/黒

ゆるやかに開く体部 Φ ミガキ
黒色処理
ミガキ
黒理
0)

SD-06

48□雪-5

皿
　
師中轍 基権
む 浅い体部 Φ ナデ

吾牌
黒色処理

⑪

SD-07

49園雪-1

群
　
緻

簾「 9
鍮
磐:講訥蓄ぴ

沈線文 刺突文 交互刺突文 ①

0)

SD-07

49日雪-2

群
　
緻籍 響:講:融諮

鯵よ舘始 Φ

⑪

SD-07

40m-3

群
　
散 歎 響:議励蔀♂

屁冨
部に連続した刻み目を入 Φ

●)

SD-07

49m-4

群
　
緻
口径．紬 磐:講:勲醸U鈴

楕円形区画文 沈線文 Φ

①

SD-07

49図-5

群
　
緻紬時的
磐:講:融躍∵

L鈴 隆帯の曲線的な文様 ①

⑪

SD-07

49図-6

群
　
緻
口径一観

胎
焼
色

粘J隠 雌 齢 Φ

①

SD-07

49図-7

群
　
敵紗
中

強

奮 蚕昇
1粗砂粒多量に含む

絡i脚雉ミキ難

鐵 腺 ①

①
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出土亀点
図版Ю 納顧

法   量
残   存 器 質 成 形 形 態・ 文様 ほか 整 かほ形

SD-07

49図-8

群
　
敏

一
＆

一
部
醒鰈 基赫 稲

硝齢 囃 Φ

①

SD-07

49図-9

群
　
緻

一
７
．
一
部
騒
肝
響:議:訟部で
鈴解 囃 Φ

①

SD-07

49鵬雪
-10

群
　
敏 簸 轡i講離:鍵

轍断 雄 敏 Φ

⑪

SD-07

49図
-11

群
　
緻
騨
的
墨訛櫂

雨垂れ状沈線文 ω

①

SD-07

49膠雪
-12

潜
　
緻口径．鰍基illlli:fi功に脳臨

条線文 沈線文 ω

$)

SD-07

49図
-13

謝
　
敏
騨
的
基編局:曇i蒸

「 8」 字状貼付文 ⑪

⑪

SD-07

49E目
-14

熱
　
緻口径．饂 蟄鵜 躍臨

薄手 ⑪

⑪

SD-07

49図
-15

船
　
緻絲時中
墨編梅 茄臭圭字携態宴挙縄皮 $)

0)

SD-07

49図
-16 師

皿

　

土

３
．Ｚ

駐
醒縞睡開
響:尋そ君争,Eと熱、橙黒督

的に伸びる扁平な体部で

ロクロつくり 程キ夢晏
翔 P転

糸切りの後

SD-08

50図-1

群
　
緻

醐
囲剛
剪
露
螂
基稲螺綿 腿 塞転鯰

α)タ テナデ ヘラケズリ
0)ミ ガキ

SD-08

50目U-2

継
　
緻

９
０
　
部轍 輻酷ζ解
釣
霧E肇梯患囃

Φ

$)

SD-08

50図■

鎖
　
敏

７
４
Ｄ

堡
員
径
２

日
器
底
Ｖ
基  む蒲歳盈む墓占寝学百著羞走

鱗 魃 ― l奴

α)ヨ コのケズリ

0)ヨコのケズリ ナデ

SD-08

50図-4

謝
　
緻

っ
８
０

２

１
，■

９
１
１

径
高
径
４

口
器
底
Ｖ
響:議種だ癖曇

台付鉢

治鍛
文と隆帯によ翻 巻状の

①

⑪

SD-08

50図-5

群
　
敏
騨
蜘
響:霧計尋

曲線的な沈線文 $)

0)

SD-08

50膠雪-6

群
　
緻

口径 ―

職

0 基諭謙
鱗 及碗 購 故 Φ ケズリ

●)

ＳＤ．０　
鵬

淋
　
緻

展審
(1生
P

底径 ―
口洞悩阻/4
基編 船縮

沈線と隆帯による文憲構成 ⑪

0)
茶色の付着物あり
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出土亀点
図版Ю 議

法   量
残   存 器 質 成 形・ 形 態 。文 様 ほか 整 かほ形

SD-08

50図-8

群
　
敏 鍮縣
後講馳郁
む沈線と隆帯による文様構成 ①

果との付着物あり
SD-08

50屁雪-9

群
　
緻
騒
1正 6

口病踏卜→部
繰爾鳳 藤受

は猷をJる ①

①

SD-08

50膠酎
-10

群
　
緻簸 響:爾最

楕円形区画文 Φ

①

SD-08

50B雪
-11

群
　
撤 縄

7 響:講爾佑E墨キ謙
嬢 団 舷 ①

①

SD-08

50□雪
-12

麟
　
緻 熱 響:総チ謹

む
騨三:離潔

① ケズリ

Q)ヘラケズリ

SD-08

50E雪
-13

群
　
散 撤 磐:講覇ぞ琳

鞠 簸 棘 囃 ⑪

①

SD-08

50回雪
-14

 ヽ一

チュ
ア
般

っ
８
Ｑ
ｌ
．
一

醒評 響:誦覇鍵
報 ね ①

⑪

SD-08

50目雪
-15

郷
　
師

９
Ｄ

一
４
く９
．定

騒

醐
朋Ⅷ怒
む 平底より守すして開く $と底部回転糸切リ ロクロナ

ア

Q)ミ ガキ
黒色処理

SD-09

51□団-1

謝
　
敏 簸 基議蘇

崎む内面に交互刺突文を施す ①

0)

ＳＤ・０９　幽

群
　
緻
騨
的
響:轟誦融墓

阻縄文 沈線文 Φ

①

ＳＤ・０９　蜘

甕
　
姓

口径 ―
残高 ■4

暦伽 筆臨解鰐
胎
焼
色

脅ゑ農t観走舞 宮か① 櫛描斜状文
0)刷毛調整の後ナデ

SD-00

51辺雪-4

養
　
姓

一
１
・＆
騒

齢
響:謡琴募4/644B

平底 Φ 木葉痕 胴部ヘラケズリ
0)指ナデ

SD-09

51E雪-5

郭
　
無

器高
(1監辞

離
航0 基線馨農
崎む
∃詩雲譜と肇
的旨き≧軍達
に囃ラ

SD-09

51図対

郭
　
無 動ユ後絲評

む目g        望なが
ロクロつくり

Φ 底部回転ヘラケズリ

0)ナデ

ＳＤ．０　
鵬

養
　
師 難 & 

む
鞘
ヽ
の
Ж
個

げ
||す|!;:l;|ヨ

IRモ
」三年委リ

SD-09

51m-8

即

望
　
薙 脚鍮
響:尋幸そそ云奏二号ユプ

口縁部は外反する
ロクロつくり

Φ 自紬

0)口縁部ケズリ 自然釉
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鰯 議 猿  尋 器 質 成 形・ 形 態 。文 様 ほか 整 かほ形

SD-09

51m-9

養
　
撤
一紬 姿轟康
細的轍翠舜震∫羞」の字状に屈曲し

ロクロつくり

Φ ロクロナデ 波状文
Q)青海波文

Ｐ・‐４　四

購

無

７
Ｄ
一２
く・１・Й

矮

榔
基綿√
む 内面に返りがつく

ロクロつくり
$)回転ヘラケズリ ナデ
Q)ナデ

Ｐ・‐４　賤

郭

無

一
２

６
．６
′

′

緊
騒 牌阻

胎
焼
色

平底
ロクロつくり

$)底部ヘラキリ

Q)ロクロナデ

Ｐ・７．　四

郭

無

緊 戦?
底径 ―
螂
墨鶴席
む
議驚縛亀著雰斃母
つ

α)ロクロナデ

$)ロクロナデ

Ｐ・‐５０　脚

聴

雛

鋒 万4
拶纂Ql・ 0磐:辱そこ弁携
含む 内面に返りを持つ ① 回転ヘラケズリ ナデ

0)ロクロナデ

Ｐ・・５　
鵬

群

緻 静
中
響:講議暑二]を 験襲贄髪

つ老竃藝蘇龍庭要∵諸す
る Φ
①

P-175

52図対

郭

雑 蓬  (1とP響:議軍
む
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訴

土師
睡18
名障茫子君暦1/2

胎
焼
色
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°)線キ

Ｐ・２２　
鵬

群
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含む
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Φ

①
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皿

無
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浅い体部 ① 底部回転ヘラケズリ

Q)ナデ
内面に付着物

P-248

52回雪
-10

訴

土師祭冨与;? &鵜鱚
丸みのある椀形の郭部 α)ヘラミガキ ヘラケズリ

0)ヘラミガキ

P-281

52握雪
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群

緻 紗
的
磐:尋轟議3鍵 塵尋や錐躁す∴敷 ①

①

P-281

52図
-12
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散
口径．観 糧い　いい
瓢離
胎
焼
色

棘 鱗 ①

①
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52□g
-13

郊
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一
＆

■
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響:議離蔀
期 $)ヘラケズリ

Q)ヘラケズリ
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デ

ナ
　
ナ

P-300

52図
-14

群
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鱗 嬢 ω

①

P-301

52辺雪
-15

群

級
騨
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嬢 Φ

①
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爛 霧
法   量
残   存 器 質 成 形 形 態・ 文 様 ほか かほ形整

P-301

52図
-16

群
　
緻

暴籍『 2
鍮
磐:蔚幡勧揺炭ぃ褐

隆帯 沈線文 砒縄文 Φ

⑪

P-304

52膠雪
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紺
　
敏焔底径．的

級
ノ

′

釣
無

に
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隆帯 沈線文 Φ

①
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＆
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①
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鎖
緻

一

５

。
３

．
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鶴OE42
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離
　
緻

＆

■

■
醒縞醒閉
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騒α)ナデ
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群
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棘 Φ
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群
　
緻
騨
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棘 ①
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群
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鶴3E42
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麟
　
緻
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存
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S24E36

53図
-13

群
　
般

緊『 0
鍮 響:講:爾こ雌

棘 燦 ①

0)ナデ

S33E42

53図
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群
　
敏 鍛 輛廓鍵

景そ葵鐘窪碧与哲
れる 日縁α)ナデ

0)ナデ
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53回雪
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麟
　
緻

一

７

．
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潜
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Ｚ
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緻
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饂 響:緬鍾
む

鯰】覆
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Ｚ
　
図

一

離
　
緻 紬
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内
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0)ていねいなミガキ

Ｚ
　
図

一

群
　
緻

５
０

一
３
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潟

緊
騒 基綿ぴ
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能
　
５３

養
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派贋李盟善盪義で塾習部
より
静斡攀殺ダ

Ｚ
　
図

一２
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姓

唯妬櫂脚
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■0 瓢
棚
駄閉微似

胎
焼
色

粗砂粒含む
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脚部は レ 」ヽの字状に開く 6)脚部タテのFll―

課諫選       ナデ
N21▼ 6
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-26

郭
　
卸蓼告鐙繰縛

む 平底で緩やかに口縁部に至る ① 底部回転糸切り
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Z

53図
-27

椀
　
卸

一
■

駐
醒嬬醒酎

基
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己雲と追
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図
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卸勢 磐:冨域許

粗砂粒含む 高台を付す
為
ミガキ
黒色処理

ω

①
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霧 猿  暑 器 質 成 形・ 形 態・ 文 様 ほか かほ形整
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0)ナデ
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Z

53屁雪
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０

一
■

■

２

ｒ

ゝ

／

簾
籐
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細砂粒含む
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Ｚ
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一３
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●)ロクロナデ
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区8NE 出土地歯 種   類 長さ飢 幅  m 厚さal 重さ g 材   質 備 考

第54図-1 SB-07 石銭 黒曜石 凹基 有茎

SB-07 石鉄 (2.4) 黒曜石 凹基 無茎

SB-07 石鉄 黒曜石 凹基 無茎

SB-07 石鉄 玉顔 凹基 無茎

SB-07 石鉄 (1.つ 0。 45 黒曜石 基部欠損

SB-07 石銭 (0.9 黒曜石 基部欠損

S【 -05 石鉄 G.2) 黒曜石 四基 無茎

SK-09 石鉄 G。 9) 黒曜石 凹基 無茎

SD-02 石銭 Q.8) (0。 つ 0。 3 黒曜石 凹基 無茎 欠損
SD-04 石鉄 Z4 継 基部欠損

SD-04 石鉄 (1.D 黒曜石 凹基 無茎 欠損
SD-07 石銭 麟 凹基 無茎

P-272 石鉄 黒曜石 凹基 無茎

S27E39 石鉄 Z6 玄武岩 陸 鰹

S33E42 石鉄 玉髄 醒 鰹

S86E42 石銭 玉髄 rr14 無茎 欠損
S30E89 石鉄 (1.D 黒曜石 四基 無茎 欠損
Tr-04 石鉄 (2.7) (1.つ 黒曜石 醒 鱚

Z 石鉄 (2.1) (1。つ 0.4 黒曜石 VI14鰹

Z 石鉄 黒曜石 凹基 無茎 欠損

N6E21 石鉄 (2.0) (1.D 0。 45 黒曜石 凹基 無茎 欠損

第 34表  石器観察表 (1)
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図 版 血 出土地点 種 類 長さm 幅 硼 厚さ伽 重さ g 材 質 備 考

舅雷54目-22 SeOE36 石鏃 0.55 黒曜石 軽 鰹

Tr-02 石鉄 (1.7) 0。 89 黒曜石 平基 無茎 欠損
S33E39 石鉄 (1.8) 0.90 黒曜石 平基 無茎 欠損
S21E33 石鏃 (2.2) 2.45 チャート 平基 無茎 欠損
Z 石銭 (1。 つ 0.85 黒曜石 平基 無茎 欠損
S27E39 石鏃 (1.8) 1.20 黒曜石 平基 無茎 未製品 欠損
S33E45 磨石 &2 &2 G.llJ 204,0 安山岩 擦痕及筋改痕あり

SB-07 打製石斧 &5 4.2 66.5 鍔 機形 円刃 完形
SB-07 打製石斧 (10。 7) &1 166.0 安山岩 機形 円刃 基部欠損
SB-07 打製石斧 11.5 144.0 玄端 機形 偏刃 完形
SB-07 打製石斧 99。 5 玄購 機形 偏刃 完形
SB-07 打製石斧 (9.5) 11&5 安山岩 機形 直刃 基部欠損
SB-07 打製石斧 (8_0) 5,2 101.0 安山岩 撤形 刃部欠損
SB-07 打製石斧 106,0 チャート 短冊形 円刃 完形
SB-07 打製石斧 (8。 3) 101.0 玄武岩 短冊形 円刃 基部、刃部欠損
SB-07 打製石斧 (6,3) 39,0 玄武岩 短冊形 直刃 基部欠損
SB-10 打製石斧 (8.つ 186.0 玄武岩 撤形 刃部欠損
SB-10 朗 斧 (7.3) 10■ 5 玄武岩 分銅形 円刃 基部欠損
SI-05 打製石斧 &4 62.0 安山岩 撥形 円刃 完形
SX-05 打製石斧 (10。 9) 64.5 玄端 撤形 円刃 刃部欠損
S【 -10 糊 斧 (8.8) 96.0 継 機形 刃部欠損
SX-03 打製石斧 (6.5) 38,5 玄武岩 分銅形 直刃 基部欠損
SD-04 打製石斧 (9.8) 96.0 ひん岩 機形 刃部欠損

SD-06 打製石斧 &8 99.0 ひん岩 殻形 円刃 完形
SD-07 打製石斧 (9。 2) 76.0 玄武岩 短冊形 刃部欠損

SD-09 打製石斧 (10.0) 165,0 牌 機形 直刃 基部欠損
P-218 打製石斧 (8,3) 4.4 8&5 賠 機形 刃部欠損
P-271 脚 斧 (10,3) 99.5 頁岩 短冊形 円刃 基部欠損
P-278 打製石斧 (7.3) 40 53.0 玄武岩 機形 刃部欠損
P-289 打製石斧 (8.7) 11&5 朧 機形 直刃 基部欠損
Z 打製石斧 10。 8 820 安山岩 撤形 円刃 完形
S33E39 打製石斧 11。 0 5.8 122.0 安山岩 撥形 円刃 完形

54 S27E39 貯 (9.6) 89.0 鵬 機形 円刃 基部欠損
S80E42 打製石斧 11.5 99.0 玄武岩 機形 偏刃 完形
S83E45 打製石斧 &6 47 62.0 玄武岩 撥形 偏刃 完形
Tr-06 打製石斧 59.0 盤 機形 偏刃 完形
S83E39 朗 斧 (10.0) &1 120。 5 玄武岩 殻形 偏刃 基部欠損
S30E39 朗 斧 (■ 4) 4.8 6Z5 安山岩 機形 刃部欠損
Z 打製石斧 (6.0 4.4 49.0 安山岩 撥形 刃部欠損
S33E36 打製石斧 (8。 つ 4.8 76.0 安山岩 機形 刃部欠損
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図 版 NQ 山土地童 種 類 長さm 幅 m 厚さal 重さ g 材 質 備 考

第54H62 S33E45 打製石斧 G。 5) 66.0 安山岩 機形 刃部欠損

Z 打製石斧 (7.1) 75.0 安山岩 機形 刃部欠損

Tr-05 打製石斧 745 安山岩 短冊形 円刃 完形

S33E42 打製石斧 (8.5) 69.5 安山岩 短冊形 円刃 基部欠損

S33E44 打製石斧 (10。 2) 2.6 166.0 鍔 短冊形 円刃 基部欠損

S33E39 打製石斧 (10。 3) 48 121.0 玄武岩 短冊形 円刃 基部欠損

S30E39 打製石斧 (8.4) 88.5 安山岩 短冊形 刃部欠損

S30E42 打製石斧 101.0 鵬 分銅形 円刃 完形

S30E36 打製石斧 16。 6 261.5 緑泥片岩 円刃 完形 長い

S27E39 朗 斧 &8 82.5 安山岩 3hdの小突起を有する

SD-02 磨製石斧 (10.0) 19&0 定角式 基端及び刀部欠損

S24E33 期 斧 161.5 石英岩 定角式 基端及び刀部欠損

74 Z 磨製石斧 15&0 玄武岩 定角式 基端及び刀部欠損

SB-07 磨製石斧 (2.5) 6,41 チャート 定角式 ミニチェア 欠損

Z 磨製石斧 32.5 チャート 定角式  ミニチュア

S30E42 石錐 (2.8) 1。 36 黒羅石 狐部欠損

SB-07 凹石 12.4 532.0 安山岩

SB-07 凹石 ■ 0 289.5 安山岩

SB-07 凹石 2420 安山岩

S【 -05 凹石 10。 4 442.0 安山岩

S30E39 凹石 12.4 4.5 569.0 安山岩

Z 凹石 14。 3 &4 669.5 安山岩

84 SB-07 砺 15。 3 739.0 安山岩

SB-07 畷 16.5 630.0 安山岩

SI-05 砺 &5 186.0

SB-07 石匙 (4.4) 9.68 チャート 縦形 先端が尖る 弧部欠損

88 Z 石匙 (2.6) 黒濯石 縦形 3R4欠損

S33E45 刃器 1420 安山岩 一部欠損

S33E45 刃器 5.5 79.5 鶏 報 損

SD-02 石製円盤 112.0 石英安山岩

S38E45 群 15。 8 10。 3 2110.0 安山岩
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出土贈白
図脚 緩 猿   暴 材 質 成形・ 形態 。文様ほか 整 形 ・ 調 整 ほ か
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